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は
じ
め
に

本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
天
文
図
象
玩

占
』
と
い
う
名
の
漢
籍
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
は
、
尾
張
徳
川
家
の
旧
蔵
書
を
中
心
に

日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
籍
を
所
蔵
す
る
公
開
文
庫
で
あ
り
、
現
在
の
蔵
書
数
は

約
十
一
万
点
に
上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
尾
張
徳
川
家
に
伝

え
ら
れ
た
二
千
枚
を
こ
え
る
絵
図
も
所
蔵
し
て
お
り
、
名
古
屋
の
城
下
図
か
ら
世
界

図
に
お
よ
ぶ
古
地
図
や
屋
敷
図
・
庭
園
図
な
ど
、
多
彩
な
内
容
の
絵
図
が
含
ま
れ
て

お
り
、
尾
張
徳
川
家
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
書
籍
流
通
の
様
相
を
う
か
が
う

こ
と
も
で
き
る
優
れ
た
文
庫
と
な
っ
て
い
る
（
（
（

。

本
稿
で
対
象
と
す
る
『
天
文
図
象
玩
占
』（
請
求
番
号
一
一
〇
―
一
二
）
は
、
全

四
冊
（
不
分
巻
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
天
文
関
係
の
占
書
で
あ
り
、
文
庫
で
は
「
子

部
・
術
数
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
の
法
量
は
、
縦
二
八
．
五
セ
ン
チ
、
横

一
六
．
七
セ
ン
チ
で
あ
り
、
丁
数
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
冊
は
五
十
五
丁
、
第
二
冊
は

六
十
三
丁
、
第
三
冊
は
三
十
六
丁
、
第
四
冊
は
五
十
六
丁
と
な
っ
て
い
る
。
外
題
は

「
天
文
圖
象
玩
占
（
共
四
）」
で
あ
り
、
見
返
に
は
第
一
冊
の
左
隅
に
「
此
巻
前
後
共

五
十
五
葉
」、
第
三
冊
の
左
隅
に
「
三
十
五
頁
」、
第
四
冊
の
左
隅
に
「
六
十
一
頁
」

と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
て
、
表
紙
は
朱
色
（
丹
表
紙
）
で
、
綴
じ
目
は
五
つ
目
綴

じ
と
な
っ
て
い
る
。
成
立
年
代
・
編
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
成
立
年
代
に
つ
い

て
は
蓬
左
文
庫
の
デ
ー
タ
で
は
「
明
」
と
し
て
い
る
。

本
文
の
記
載
形
態
で
あ
る
が
、
全
体
で
は
、
朱
で
記
さ
れ
た
四
周
単
辺
で
界
線

は
な
く
、
文
字
は
墨
書
（
黒
）
で
あ
る
。
序
・
目
録
・
後
序
は
一
頁
九
～
十
行
で
記

さ
れ
、
本
文
は
上
下
二
段
組
み
で
、
上
図
下
文
（
占
文
が
記
さ
れ
る
）
形
式
を
採
っ

て
い
る
。
図
は
彩
色
で
あ
り
、
文
は
墨
書
（
黒
）
で
記
さ
れ
、
基
本
的
に
一
頁
に
一

項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
時
折
、
例
外
も
あ
る
（
図
1
～
4
参
照
）。

　

本
書
の
基
礎
情
報
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
蓬
左
文

庫
本
と
同
名
の
書
名
を
持
つ
本
が
管
見
の
所
未
発
見
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
各

種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
無
く
、
天
下
の
孤
本
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
視
野
に
入
れ
、
以
下
、
内
容
の
検
討

に
移
ろ
う
。

資
料
紹
介

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵『
天
文
図
象
玩
占
』に
つ
い
て 

附
・
全
文
翻
刻
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❶ 

『
天
文
図
象
玩
占
』
の
構
成
と
引
用
書
目

（
一
）
構
成

　

本
節
で
は
各
巻
毎
の
構
成
と
引
用
書
目
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

（
1
）
第
一
冊

本
冊
は
、
冒
頭
部
に
全
体
に
関
わ
る
「
御
製
序
」（
一
オ
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
、「
天
文
圖
象
玩
占
」（
一
ウ
～
二
オ
）
と
題
さ
れ
る
序
文
（
以
下
、
序
文
と

い
う
と
き
こ
れ
を
指
す
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
冊
に
は
二
種
類
の
序
が
付
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、「
天
文
圖
象
玩
占
目
録
」（
二
ウ
～
四
ウ
）
と
続
き
、

本
文
（
五
オ
～
五
十
五
ウ
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
御
製
序
以
下
の
各
項
目
の
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
文
翻
刻
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
こ
こ
で
は
全
体
像
の

把
握
の
た
め
に
、
本
文
に
記
載
さ
れ
た
各
項
目
名
を
掲
げ
て
お
く
。

日
之
應
氣
・
瑞
異
・
祥
光
・
燭
耀
・
熒
煌
・
二
彗
・
重
光
・
黄
氣
・
青
雲
・
龍

鳳
抱
日
・
黄
人
守
日
・
黒
氣
蔽
塞
・
過
中
光
暗
・
日
未
入
無
光
・
日
已
出
光
暗
・

色
赤
如
赭
・
色
赤
如
血
・
無
雲
光
暗
・
雲
尽
赤
無
光
・
中
分
再
出
再
没
・
日

消
小
日
中
鳥
燕
見
・
日
隕
至
地
・
日
闘
・
日
月
晝
見
・
飛
流
犯
日
・
妖
星
宵

出
・
衆
日
並
出
・
當
晝
明
晦
・
日
中
黒
氣
・
齒
足
倶
見
・
日
月
並
出
・
赤
色
占
・

青
色
占
・
黄
色
占
・
黒
色
占
・
青
龍
守
日
・
黒
氣
如
人
・
赤
雲
如
輪
・
雲
如
虎
躅
・

氣
如
冬
株
・
如
人
持
牽
・
青
氣
如
馬
・
氣
如
青
鷄
・
氣
如
斧
鉞
・
赤
氣
如
杵
・

赤
氣
如
血
・
氣
如
布
席
・
赤
氣
如
牛
・
青
氣
如
人
・
雲
氣
如
車
・
青
氣
占
・

黒
雲
貫
日
・
直
氣
・
交
氣
・
氣
如
人
頭
・
氣
如
死
蛇
・
氣
如
二
鳥
・
雲
氣
如
龍
・

氣
如
旗
・
雲
氣
如
箒
・
白
氣
扶
日
・
赤
氣
如
三
鳥
・
赤
雲
如
鷄
・
雲
氣
如
箭
・

氣
如
虎
・
曲
雲
向
日
・
氣
青
黄
赤
白
・
雲
似
虹
・
赤
雲
在
上
・
雲
氣
交
貫
・

雲
氣
如
蛇
・
左
右
抱
氣
・
左
右
背
氣
・
一
珥
・
両
珥
・
直
氣
・
三
珥
・
四
珥
・

交
氣
・
玦
氣
・
直
格
氣
・
紐
氣
・
纓
氣
・
戴
氣
・
承
氣
・
冠
氣
・
負
氣
・
履
氣
・

戟
氣
・
提
氣
・
半
暈
両
珥
・
半
暈
向
上
両
珥
・
上
重
半
暈
及
両
珥
・
下
重
半
暈
珥
・

上
下
連
環
四
珥
・
日
暈
東
西
連
環
四
珥
・
上
重
半
暈
珥
・
下
重
半
暈
珥
・
暈
不

合
珥
・
重
半
暈
珥
・
左
上
角
珥
・
右
上
角
珥
・
下
珥
・
左
下
角
珥
・
右
下
角
珥
・

上
珥
・
四
珥

（
2
）
第
二
冊

本
冊
は
、「
箱
三
百
二
番　

写
本
／
天
文
圖
象
玩
占
四
冊
」（
一
オ
・
遊
紙
）・

「
六
十
一
頁
」（
一
ウ
・
遊
紙
）
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
本
文
（
二
オ
～
六
十
三
ウ
）

が
続
く
。

雲
氣
入
紫
薇
垣
占
・
雲
氣
入
北
極
占
・
雲
氣
入
鈎
陳
占
・
雲
氣
入
天
皇
大
帝
占
・

雲
氣
入
四
輔
占
・
雲
氣
入
五
帝
内
座
星
占
・
雲
氣
入
天
柱
星
占
・
雲
氣
入
六

甲
星
占
・
雲
氣
入
御
女
星
占
・
雲
氣
入
女
史
星
占
・
雲
氣
入
柱
史
星
占
・
雲

氣
入
大
理
星
占
・
雲
氣
入
陰
徳
星
占
・
雲
氣
入
天
牀
星
占
・
雲
氣
入
華
蓋
星
占
・

雲
氣
入
傳
舎
星
占
・
雲
氣
入
華
蓋
占
・
雲
氣
入
八
穀
星
占
・
雲
氣
入
文
昌
星
占
・

雲
氣
入
天
牢
星
占
・
雲
氣
入
勢
星
占
・
雲
氣
入
北
斗
星
占
・
雲
氣
入
天
理
星
占
・

雲
氣
入
相
星
占
・
雲
氣
入
太
陽
守
星
占
・
雲
氣
入
天
乙
星
占
・
雲
氣
入
太
乙

星
占
・
雲
氣
入
天
棓
星
占
・
雲
氣
入
玄
戈
星
占
・
雲
氣
入
太
微
垣
占
・
雲
氣

入
東
西
掖
門
星
占
・
雲
氣
入
五
帝
座
占
・
雲
氣
入
幸
臣
星
占
・
雲
氣
入
太
子

星
占
・
雲
氣
入
後
官
星
占
・
雲
氣
入
郎
位
星
占
・
雲
氣
入
三
台
星
占
・
雲
氣

入
五
諸
侯
星
占
・
雲
氣
入
天
市
垣
占
・
雲
氣
入
貫
索
星
占
・
雲
氣
入
女
牀
星

占
・
雲
氣
入
角
宿
星
占
・
雲
氣
入
庫
樓
星
占
・
雲
氣
入
亢
星
占
・
雲
氣
入
折

威
星
占
・
雲
氣
入
攝
提
星
占
・
雲
氣
入
大
角
星
占
・
雲
氣
入
氐
宿
星
占
・
雲

氣
入
招
揺
星
占
・
雲
氣
入
梗
河
星
占
・
雲
氣
入
騎
官
星
占
・
雲
氣
入
房
宿
星
占
・

雲
氣
入
心
宿
星
占
・
雲
氣
入
積
卒
星
占
・
雲
氣
入
尾
宿
星
占
・
雲
氣
入
龜
星
占
・

雲
氣
入
天
江
星
占
・
雲
氣
入
傳
説
星
占
・
雲
氣
入
魚
星
占
・
雲
氣
入
箕
宿
星
占
・

雲
氣
入
斗
宿
一
名
南
斗
星
占
・
雲
氣
入
牛
宿
星
占
・
雲
氣
入
九
坎
星
占
・
雲

氣
入
河
皷
星
占
・
雲
氣
入
織
女
星
占
・
雲
氣
入
女
宿
女
占
・
雲
氣
入
瓠
瓜
星
占
・

雲
氣
入
天
津
星
占
・
雲
氣
入
虚
宿
星
占
・
雲
氣
入
天
壘
城
星
占
・
雲
氣
入
敗
臼

星
占
・
雲
氣
入
危
宿
星
占
・
雲
氣
入
室
宿
一
名
営
室
星
占
・
雲
氣
入
羽
林
星
占
・

雲
氣
入
北
落
師
門
星
占
・
雲
氣
入
璧
宿
星
占
・
雲
氣
入
奎
宿
星
占
・
雲
氣
入
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土
司
空
星
占
・
雲
氣
入
閣
道
星
占
・
雲
氣
入
附
露
星
占
・
雲
氣
入
王
良
星
占
・

雲
氣
入
婁
宿
星
占
・
雲
氣
入
天
倉
星
占
・
雲
氣
入
天
大
将
軍
星
占
・
雲
氣
入

胃
宿
星
占
・
雲
氣
入
天
廩
星
占
・
雲
氣
入
天
囷
星
占
・
雲
氣
入
大
陵
星
占
・

雲
氣
入
天
舡
星
占
・
雲
氣
入
積
尸
星
占
・
雲
氣
入
積
水
星
占
・
雲
氣
入
昴
宿

星
占
・
雲
氣
入
蒭
藁
星
占
・
雲
氣
入
天
苑
星
占
・
雲
氣
入
畢
宿
星
占
・
雲
氣

入
五
車
星
占
・
雲
氣
入
天
潢
星
占
・
雲
氣
入
天
高
星
占
・
雲
氣
入
咸
池
星
占
・

雲
氣
入
天
關
星
占
・
雲
氣
入
參
旗
星
占
・
雲
氣
入
天
園
星
占
・
雲
氣
入
觜
宿
占
・

雲
氣
入
天
厠
星
占
・
雲
氣
入
井
宿
占
・
雲
氣
入
積
水
星
占
・（
雲
氣
入
積
薪
星

占
（
（
（

？
）・
雲
氣
入
北
河
星
占
・（
雲
氣
入
南
河
星
占
？
）・
雲
氣
入
水
位
星
占
・

雲
氣
入
狼
星
占
・
雲
氣
入
弧
矢
星
占
・
雲
氣
入
老
人
星
占
・
雲
氣
入
鬼
宿
占
・

雲
氣
入
爟
星
占
・
雲
氣
入
柳
宿
占
・
雲
氣
入
酒
旗
星
占
・
雲
氣
入
星
宿
占
・
雲

氣
入
天
相
星
占
・
雲
氣
入
張
星
占
・
雲
氣
入
翼
宿
占
・
雲
氣
入
軫
宿
占
・
雲

氣
入
器
府
星
占
・
雲
氣
入
參
宿
占
・
雲
氣
入
玉
井
星
占

（
3
）
第
三
冊

　

本
冊
は
、
本
文
（
一
オ
～
三
十
六
ウ
）
以
外
の
記
載
は
な
い
。

木
星
在
春
季
占
・
木
星
在
春
變
色
白
無
光
占
・
木
星
在
春
變
色
赤
占
・
木
星

在
春
變
色
黒
占
・
木
星
在
春
青
色
占
・
木
星
在
春
初
出
小
而
後
大
占
・
木
星

初
出
大
而
後
小
占
・
木
星
去
其
舎
而
所
去
占
・
木
星
未
當
居
而
居
占
・
木
星

未
當
去
而
去
占
・
木
星
所
衝
之
方
占
・
木
星
有
暈
占
・
木
星
晝
見
與
日
争
光
占
・

火
星
在
夏
季
占
・
火
星
在
夏
變
色
青
占
・
火
星
在
夏
變
色
白
占
・
火
星
在
夏

變
色
黒
占
・
火
星
在
夏
旺
色
赤
占
・
火
星
在
夏
赤
如
炬
火
占
・
火
星
在
夏
失

度
吐
舌
占
・
火
星
在
夏
季
逆
行
二
舎
餘
占
・
火
星
留
以
庚
辛
之
日
占
・
火
星

在
夏
季
若
反
明
占
・
火
星
光
芒
如
正
旗
占
・
火
星
晝
見
自
暈
占
・
火
星
勾
已

繞
還
逆
行
占
・
火
星
當
入
不
入
占
・
火
星
當
出
不
出
占
・
土
星
在
夏
季
占
・

土
星
在
夏
季
變
色
白
占
・
土
星
在
夏
季
行
春
令
占
・
土
星
在
夏
季
行
冬
令
占
・

土
星
在
夏
季
色
旺
占
・
土
星
四
季
失
色
占
・
土
星
四
季
旺
占
・
土
星
白
而
潤

芒
占
・
土
星
在
夏
季
色
黄
大
無
光
占
・
土
星
自
生
暈
占
・
土
星
生
芒
角
占
・

土
星
色
白
素
占
・
土
星
色
黄
餌
魚
占
・
金
星
在
秋
季
占
・
金
星
在
秋
季
行
春

令
占
・
金
星
在
秋
季
行
冬
令
占
・
金
星
在
秋
季
行
夏
令
占
・
金
星
在
秋
季
旺

色
占
・
金
星
初
出
大
而
後
小
占
・
金
星
失
行
占
・
金
星
當
入
不
入
當
出
不
出

占
・
金
星
經
巳
午
未
位
占
・
金
星
行
盈
縮
暦
占
・
金
星
出
高
深
占
・
金
星
行

疾
行
遅
占
・
金
星
出
西
方
占
・
金
星
出
東
方
占
・
金
星
自
主
暈
占
・
金
星
晝

見
與
日
争
光
占
・
金
星
色
赤
焱
然
占
・
金
星
光
明
見
影
占
・
水
星
在
冬
季
旺
占
・

水
星
在
冬
季
行
冬
令
占
・
水
星
在
冬
季
行
夏
令
占
・
水
星
在
冬
季
行
秋
令
占
・

水
星
在
冬
季
旺
占
・
水
星
不
以
時
而
出
占
・
水
星
當
入
不
入
占
・
水
星
當
出

不
出
占
・
水
星
與
金
星
各
在
一
方
占
・
水
星
来
抵
金
星
占
・
金
星
環
遶
水
星
占
・

水
星
出
東
方
色
赤
占
・
水
星
經
天
晝
見
占

（
4
）
第
四
冊

本
冊
は
、
第
一
冊
同
様
に
「
目
録
」（
一
オ
～
三
オ
）
が
収
載
さ
れ
、
そ
の
後
、

本
文
（
四
オ
～
五
十
五
ウ
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
天
文
圖
象
玩
占

後
序
」（
五
十
六
オ
～
五
十
六
ウ
）
が
付
せ
ら
れ
本
書
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

重
抱
氣
・
四
珥
両
抱
氣
・
三
抱
両
珥
・
一
抱
一
背
・
背
玦
二
氣
・
冠
珥
一
氣
・

戴
珥
二
氣
・
冠
纓
二
氣
・
冠
紐
兩
珥
・
抱
珥
重
光
・
二
背
一
直
・
一
抱
両
珥
・

戴
冠
二
氣
・
珥
戴
二
氣
・
冠
紐
二
氣
・
珥
纓
二
氣
・
冠
珥
背
玦
・
背
玦
直
交
・

直
背
二
氣
・
抱
直
二
氣
・
虹
抱
両
氣
・
日
暈
・
半
暈
・
日
上
半
暈
・
半
暈
相
同
・

半
暈
・
兩
半
暈
相
合
・
暈
井
垣
如
車
輪
・
方
暈
上
下
二
輩
背
・
方
暈
・
交
暈
・

連
環
暈
・
重
暈
・
暈
内
抱
珥
・
暈
外
抱
珥
・
暈
珥
直
虹
・
暈
抱
背
・
暈
玦
二
氣
・

暈
負
二
氣
・
暈
珥
虹
・
暈
珥
虹
・
暈
背
二
氣
・
暈
抱
珥
虹
玦
・
暈
背
虹
直
珥
・

暈
四
抱
・
暈
抱
二
氣
・
重
暈
背
玦
・
半
暈
背
玦
・
半
暈
背
玦
・
暈
冠
珥
紐
・
暈

四
珥
四
玦
四
背
・
暈
負
二
氣
・
暈
珥
・
暈
白
虹
・
暈
四
背
・
暈
抱
二
氣
・
暈
背

二
氣
・
白
虹
貫
暈
・
暈
虹
・
雲
氣
如
眼
・
彗
星
見
日
下
・
日
食
妖
氣
・
日
食
黒
氣
・

日
食
氣
如
鳥
夾
日
・
日
食
暈
珥
・
日
食
有
白
兎
・
日
食
有
四
珥
・
日
食
暈
兩

珥
・
氣
如
人
隨
・
雲
如
禽
獣
・
雲
氣
如
杵
・
月
生
齒
・
月
垂
芒
・
月
自
天
垂
墜
・

月
暈
生
珥
・
月
暈
生
虹
・
月
暈
四
珥
・
月
暈
三
珥
・
重
暈
背
玦
・
月
暈
三
重
・
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暈
虹
霓
・
暈
白
氣
・
交
暈
・
月
暈
兩
珥
・
白
暈
貫
月
・
重
暈
珥
・
十
字
度
暈
・

月
暈
背
珥
・
重
半
暈
珥
・
月
暈
玦
珥
・
月
暈
珥
抱
・
暈
抱
二
氣
・
月
暈
戴
珥
・

白
虹
貫
暈
月
・
月
生
背
暈
・
連
環
及
斗
・
重
暈
于
魁
・
雜
氣
全
見
・
暈
日
月
・

抱
背
二
氣
・
戴
珥
・
月
生
背
玦
・
四
玦
・
月
生
背
玦
・
四
提
・
重
半
暈
珥

❷ 
引
用
書
目
・
諸
氏
説

　

本
書
は
、
上
図
下
文
形
式
で
あ
り
、
下
文
の
部
分
は
本
書
独
自
の
論
点
を
提
示
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
書
物
や
諸
氏
説
か
ら
の
引
用
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

以
下
各
冊
ご
と
に
引
用
書
目
を
全
て
掲
げ
よ
う
。
な
お
、
書
名
・
諸
氏
説
は
本
文
の

表
記
に
従
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
冊
で
は
、
洪
範
傳
・
乾
坤
寶
典
・
宋
志
・
京
房
・
武
密
占
・
開
元
占
・

古
今
占
・
乙
巳
占
・
尚
書
金
櫃
・
淮
南
子
・
太
公
・
春
秋
感
精
符
・
甘
徳
（
甘
氏
）・

乾
象
新
書
・
晋
志
・
天
文
録
・
王
朔
が
引
用
さ
れ
、
回
数
で
は
宋
志
が
多
い
。

　

第
二
冊
は
、
荊
州
占
・
天
文
録
・
楽
緯
執
圓
微
・
晋
書
の
四
書
に
限
ら
れ
て
お
り
、

特
に
天
文
録
・
晋
書
が
多
い
。

　

第
三
冊
は
、
朱
文
公
・
宋
志
・
石
申
・
左
傳
・
梓
慎
・
甘
徳
・
開
元
占
・
天
官
書
・

天
文
廣
要
・
荊
州
占
・
天
文
志
・
晋
書
・
晋
灼
・
元
命
包
・
司
馬
彪
の
各
書
が
引
用

さ
れ
、
中
で
も
朱
文
公
・
宋
志
・
開
元
占
が
多
い
。

　

第
四
冊
は
、
開
元
占
・
宋
志
・
乾
坤
寶
典
・
古
今
占
・
京
房
と
、
第
二
冊
に
続
き

引
用
書
目
は
少
な
く
、
そ
の
中
で
も
開
元
占
・
宋
志
が
多
い
。

　

全
冊
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
書
物
や
諸
氏
説
は
な
い
が
、宋
志
・
開
元
占
（
開

元
占
経
）
が
比
較
的
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、後
述
す
る
が
、

第
三
冊
に
「
朱
文
公
」
が
数
多
く
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
き

た
い
。

❸ 

三
種
の
序
文

　

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
に
は「
御
製
序
」・「
天
文
圖
象
玩
占
」（
序
文
）・「
天
文

圖
象
玩
占
後
序
」の
三
種
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
全
文
翻
刻
で
も
本

文
を
示
し
て
い
る
が
、
本
節
で
改
め
て
紹
介
し
、
出
典
な
ど
も
提
示
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
御
製
序

　

本
書
冒
頭
部
に
示
さ
れ
る
「
御
製
序
」
は
、
本
書
独
自
の
文
章
で
は
な
く
、
後
に

も
触
れ
る
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
付
さ
れ
る
「
御
製
天
元
玉
暦
祥
異
賦
序
」
と
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
十
冊
本（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。

請
求
番
号
三
〇
五
―
二
五
七
）
に
よ
る
校
勘
を
付
し
、
そ
の
後
、
読
み
下
し
・
出
典

の
提
示
を
し
て
お
く
。
御
製
序
の
出
典
に
関
し
て
は
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
検

討
を
行
っ
た
馮
錦
榮
氏
に
あ
る
が
（
（
（

、
煩
を
厭
わ
ず
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。
傍
線
部
が

御
製
序
と
重
な
る
部
分
で
あ
る
。

【
本
文
・
校
勘
】

御
製
序
（
一
）

在
天
之
五
行
、
在
人
為
五
事
。
五
事
脩
則
休
徴
應
、
失
則
咎
徴
應
。
天
人
感
應

之
機
神
矣
。
惟
天
心
仁
愛
人
君
、常
示
變
以
警
之
。
惟
君
明
（
二
）
必
敬
天
、子
（
三
）

所
示
警
、
皆
有
愓
厲
修
省
之
誠
、
未
嘗
忽
也
。
此
編
明
于
（
四
）
天
人
之
際
審
矣
。

朕
嗣
承
天
序
、祇
若
天
道
。
動
静
云
為
、恒
慎
諸
此
。
股
肱
大
臣
與
國
同
休
（
五
）

戚
相
均
。今
各
以
戒（
六
）、非
惟
使
達
夫
吉
凶
之
機
、亦
庶
幾
爕（
七
）理
之
助
云
。（
八
）

序
終

（
一
）
御
製
序
…
御
製
天
元
玉
曆
祥
異
賦
序
、（
二
）
君
明
…
明
君
、（
三
）

子
…
於
、（
四
）
于
…
於
、（
五
）
休
…
體
欣
、（
六
）
各
以
戒
…
各
以
賜
之
、

（
七
）
爕
…
其
爕
、（
八
）
序
文
の
後
に
、「
洪
熙
元
年
五
月
十
五
日
」
の
日

付
有
り

【
読
み
下
し
】

　
　
　

御
製
序

天
に
在
り
て
五
行
と
為
（
之
）
り
、
人
に
在
り
て
五
事
と
為
す
。
五
事
脩
ま

れ
ば
則
ち
休
徴
應
じ
、
失
す
れ
ば
則
ち
咎
徴
應
ず
。
天
人
感
應
の
機
は
神
た
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り
。
惟
れ
天
心
は
人
君
を
仁
愛
し
、
常
に
變
を
示
し
て
以
て
之
を
警
む
。
惟

れ
明
君
（
君
明
）
は
必
ず
天
を
敬
い
、
示
警
す
る
所
に
於
（
子
）
い
て
、
皆

な
愓て
き
れ
い厲
修し
ゅ
う
せ
い
省
の
誠
有
り
、
未
だ
嘗
て
忽ゆ
る
がせ
に
せ
ざ
る
な
り
。
此
の
編
は
天
人

の
際
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
審
ら
か
な
り
。
朕
天
序
を
嗣
承
し
、
祇
つ
つ
しん

で

天
道
に
若し
た
がう

。
動
静
云う
ん
い為

、恒
に
諸こ
れ

を
此
に
慎
む
。
股
肱
の
大
臣
は
國
と
體（
休
）

を
同
じ
く
し
欣
戚
（
戚
）
相
い
均
し
。
今
各
お
の
以
て
戒
め
、
惟た

だ
に
夫
の
吉

凶
の
機
に
達
せ
し
む
る
の
み
に
非
ず
、
亦
た
爕し
ょ
う
り理

の
助
け
を
庶こ
い
ね
が幾

う
と
云
う
。

【
出
典
】

　
　
『
書
集
伝
』（
南
宋
の
蔡
沈
撰
。
蔡
沈
は
朱
熹
の
弟
子
）
巻
四
・
洪
範
の
注

在
天
為
五
行
、
在
人
為
五
事
。
五
事
修
則
休
徴
各
以
類
應
之
。
五
事
失
則
咎

徴
各
以
類
応
之
。
自
然
之
理
也
。
然
必
曰
某
事
得
、
則
某
休
徴
応
、
某
事
失
、

則
某
咎
徴
応
、
則
亦
膠
固
不
通
、
而
不
足
與
語
造
化
之
妙
矣
。
天
人
之
際
未

易
言
也
。
失
得
之
幾
、
応
感
之
微
、
非
知
道
者
、
孰
能
識
之
哉
。

　
　
『
周
易
』
乾
卦

乾
。
元
。
享
。
利
。
貞
。
…
九
三
。
君
子
終
日
乾
乾
。
夕
惕
若
。
厲
无
咎
。

　
　
『
周
易
』
震
卦

震
。
亨
。
…
象
曰
。
洊
雷
震
。
君
子
以
恐
懼
脩
省
。

　
　
『
周
易
』
繋
辞
下
伝

夫
坤
、
天
下
之
至
順
也
。
徳
行
恆
簡
以
知
阻
。
能
說
諸
心
、
能
研
諸
侯
之
慮
。

定
天
下
之
吉
凶
、
成
天
下
之
亹
亹
者
。
是
故
、
變
化
云
為
。

　
　
『
尚
書
』
周
官

惟
周
王
撫
萬
邦
。
…
立
太
師
・
太
傅
・
太
保
。
茲
惟
三
公
。
論
道
経
邦
、
燮

理
陰
陽
。
官
不
必
備
、
惟
其
人
。

（
二
）
天
文
圖
象
玩
占
（
序
文
）

　

御
製
序
は
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
元
来
は『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』の
序
文
で
あ
り
、

本
序
こ
そ
が
本
書
の
序
文
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。本
序
で
は「
日
為
太
陽
之
精
」「
日

者
天
之
象
」
と
、
日
が
太
陽
の
精
・
天
の
象
で
あ
り
、
日
を
見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の

吉
凶
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
述
べ
、日
に
関
わ
る
十
の
用
語「
侵
・
象
・
觹
・
監
・

闇
・
瞢
・
弥
・
序
・
隮
・
想
」
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
が

ま
ず
「
日
」
に
関
わ
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
本
書
の
構
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
後
述
す

る
。
ま
た
、
序
文
中
に
『
周
礼
』
の
名
が
出
て
い
る
が
、
実
際
は
『
晋
書
』（
も
し

く
は
『
隋
書
』）
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
、『
周
礼
』
巻
二
十
五
・
春

官
の
経
文
は
「
眡
祲
掌
十
煇
之
灋
、
以
観
妖
祥
、
辨
吉
凶
。
一
曰
祲
、
二
曰
象
、
三

曰
鑴
、
四
曰
監
、
五
曰
闇
、
六
曰
瞢
、
七
曰
彌
、
八
曰
敘
、
九
曰
隮
、
十
曰
想
」
で

あ
り
、
確
か
に
序
文
の
文
章
と
近
い
が
、
序
文
「
想
」
の
「
青
飢
、
赤
兵
、
白
喪
、

黒
憂
、黄
熟
」と
い
う
記
述
は
、『
晋
書
』（『
隋
書
』）に
は
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、『
周

礼
』
経
文
や
鄭
司
農
注
に
は
「
想
、
雑
気
有
似
可
形
想
」
と
だ
け
し
か
な
く
、
こ
こ

か
ら
は
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
や
は
り
、『
晋
書
』（『
隋
書
』）
を
直
接

参
照
し
て
い
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

【
本
文
】天

文
圖
象
玩
占

日
為
太
陽
之
精
、
光
明
盛
實
而
當
盈
、
布
照
四
方
君
之
象
也
。
洪
範
傳
曰
、
日

者
天
之
象
也
。
君
父
夫
兄
之
類
、
中
國
之
應
。
有
周
礼
十
輝
之
象
。
皆
見
太

陽
之
旁
。
侵
・
象
・
觹
・
監
・
闇
・
瞢
・
弥
・
序
・
隮
・
想
。

祲
氣
、
侵
淫
相
侵
。
祲
者
陰
陽
五
色
之
氣
。
浸
淫
相
侵
、
抱
珥
皆
玦
之
、
属

虹
西
短
、
皆
為
侵
。

象
氣
、
成
其
形
象
。
象
者
雲
成
形
象
、
如
赤
鳥
夾
日
以
飛
之
類
。

觹
、
如
童
子
所
佩
之
觹
。
觹
者
日
旁
氣
刺
日
、
形
如
童
子
所
佩
之
觹
。

監
、
乃
雲
氣
臨
日
上
。
監
者
雲
氣
在
于
日
上
。

闇
者
、
日
月
食
之
而
日
或
脱
光
。
闇
者
日
月
食
之
、
或
脱
光
。

瞢
、
則
日
無
光
而
瞢
。
瞢
昏
暗
、
瞢
者
瞢
瞢
不
光
明
也
。

弥
、
謂
白
虹
貫
日
而
弥
天
。
弥
者
白
虹
弥
天
而
貫
日
。
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序
、
謂
冠
珥
重
叠
而
相
向
。
序
者
氣
如
山
而
在
日
上
。
又
云
、
冠
珥
皆
璚
重

叠
次
序
于
日
旁
。

隮
、
暈
虹
而
朝
隮
于
西
。
隮
者
雲
氣
也
。
或
曰
、
虹
詩
所
謂
朝
隮
于
西
是
也
。

想
、
思
想
而
似
如
何
状
。
想
謂
氣
五
色
有
形
象
。
青
飢
、
赤
兵
、
白
喪
、
黒
憂
、

黄
熟
。
或
曰
、
想
者
思
也
。
赤
氣
為
人
狩
之
形
、
可
想
而
知
其
吉
凶
。

會
輯
書
目
及
各
家
占
在
于
下
巻
之
終

【
出
典
】

　
『
晋
書
』
巻
十
二
・
志
第
二
・
天
文
志
中
（『
隋
書
』
巻
二
十
一
・
天
文
志
下
に
も

ほ
ぼ
同
文
）

日
為
太
陽
之
精
、
主
生
養
恩
徳
、
人
君
之
象
也
。
人
君
有
瑕
、
必
露
其
慝
以

告
示
焉
。
故
日
月
行
有
道
之
国
則
光
明
、
人
君
吉
昌
、
百
姓
安
寧
。 （
七
曜
条
）

『
周
礼
』
眡
昆
氏
掌
十
煇
之
法
、
以
観
妖
祥
、
弁
吉
凶
。
一
曰
祲
、
謂
陰
陽
五

色
之
気
、
浸
淫
相
侵
。
或
曰
、
抱
珥
背
璚
之
属
、
如
虹
而
短
是
也
。
二
曰
象
、

謂
雲
気
成
形
、
象
如
赤
烏
、
夾
日
以
飛
之
類
是
也
。
三
曰
觿
、
日
傍
気
、
刺
日
、

形
如
童
子
所
佩
之
觿
。
四
曰
監
、
謂
雲
気
臨
在
日
上
也
。
五
曰
闇
、
謂
日
月
蝕
、

或
曰
脱
光
也
。
六
曰
瞢
、謂
瞢
瞢
不
光
明
也
。
七
曰
彌
、謂
白
虹
彌
天
而
貫
日
也
。

八
曰
序
、謂
気
若
山
而
在
日
上
。
或
曰
、冠
珥
背
璚
、重
疊
次
序
、在
于
日
旁
也
。

九
曰
隮
、
謂
暈
気
也
。
或
曰
、
虹
也
、『
詩
』
所
謂
「
朝
隮
于
西
」
者
也
。
十

曰
想
、
謂
気
五
色
有
形
想
也
、
青
饑
、
赤
兵
、
白
喪
、
黒
憂
、
黄
熟
。
或
曰
、
想
、

思
也
、
赤
気
為
人
狩
之
形
、
可
思
而
知
其
吉
凶
也
。（
十
煇
条
）

『
周
礼
』
眡
祲
氏
掌
十
煇
之
法
、
以
観
妖
祥
、
弁
吉
凶
、
有
祲
・
象
・
鐫
・
監
・
闇
・

瞢
・
彌
・
序
・
隮
・
想
凡
十
。
後
代
名
変
、
説
者
莫
同
。
今
録
其
著
応
以
次
之
云
。

（
日
蝕
条
）

　
『
太
白
陰
経
』（
唐
末
に
編
纂
さ
れ
た
総
合
的
な
兵
書
・
李
筌
著
）巻
八
・
雑
占
総
序

経
日
月
者
、実
也
。
光
明
盛
実
、布
照
四
方
、神
霊
禦
之
、葵
藿
向
之
。
太
陽
之
精
、

積
而
成
象
、
光
明
外
発
、
體
魄
内
含
。
故
人
君
法
之
、
吉
凶
禍
変
、
則
必
照

臨
下
土
。

　
『
太
平
御
覧
』
巻
三
・
天
部
三

劉
向
『
洪
範
伝
』
曰
、
日
者
、
昭
明
之
大
表
、
光
景
之
大
紀
、
群
陽
之
精
、
衆

貴
之
象
也
。
故
曰
、「
日
出
而
天
下
光
明
、
日
入
而
天
下
冥
晦
、
此
其
効
也
。」

故
日
者
天
之
象
、
君
父
夫
兄
之
類
、
中
国
之
応
也
。
明
王
之
踐
位
、
群
賢
履
職
、

天
下
和
平
、黎
民
康
寧
、則
日
麗
其
精
、明
揚
其
景
耀
、抱
珥
重
光
、以
見
吉
祥
、

君
獲
慶
賀
。

（
三
）
後
序

　

後
序
は
、
第
四
冊
の
最
後
に
付
さ
れ
た
、
本
書
の
締
め
く
く
り
部
分
に
当
た
る
。

こ
の
序
は
大
き
く
二
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
半
部
は
、
本
書
編
纂

の
理
由
や
本
書
が
典
拠
と
し
た
書
物（『
観
象
玩
占
』『
詳
異
賦
』な
ど
十
余
家
の
書
）、

書
名
の
由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
本
文
の
他
に
、
前
半

部
の
読
み
下
し
と
訳
を
付
し
た
。
出
典
は
、
後
半
部
に
つ
い
て
一
部
だ
け
確
認
（
完

全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
見
逃
せ
な
い
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
後
半
部
の
「
日
陽
人
君
之
象
也
。
月
陰
后
妃
之
象
也
」
と
い
う
出

典
が
確
認
で
き
る
部
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
部
分
は
、
本
書
の
内
容
に
深

く
関
わ
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
も
「
故
図
日
月
変
異
之
形
状
」
と
述
べ
、

あ
く
ま
で
も
「
日
月
」
に
の
み
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
本
書
が
「
日
月

変
異
」
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
本
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
り
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

【
本
文
】天

文
圖
象
玩
占
後
序

　

夫
天
象
者
氣
也
。乃
陰
陽
五
形
之
精
、生
於
太
陽
之
旁
。样
變
無
窮
占
書
雜
涇
。

然
載
其
名
而
未
載
其
形
。
雖
占
無
拠
、
以
是
為
非
。
因
此
、
今
将
觀
象
玩
占

詳
異
賦
等
十
餘
家
書
、
都
類
集
在
一
處
、
起
自
日
瑞
應
之
占
。
析
成
二
百
四

占
、
依
經
考
究
、
採
為
慶
雲
瑞
氣
之
圖
。
謹
按
諸
書
、
註
其
样
異
休
咎
之
占
、

名
曰
圖
象
玩
占
。
俾
觀
者
一
覧
于
斯
常
變
之
道
、
瞭
然
在
目
、
則
崇
天
之
術
、
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不
亦
神
乎
。
謹
識
於
後
。

　

日
陽
人
君
之
象
也
。月
陰
后
妃
之
象
也
。君
后
動
興
天
合
。故
事
機
将
發
於
下
、

則
天
象
、
光
見
於
上
、
吉
也
凶
也
。
告
報
無
忒
欲
君
后
脩
省
彌
之
。
此
天
心
仁

愛
之
深
意
也
。
故
圖
日
月
變
異
之
形
状
、
旁
考
諸
家
經
驗
之
占
、
極
其
精
密
伎
。

後
世
君
淂
之
、
以
為
脩
徳
之
戒
。
臣
得
之
、
以
為
調
變
之
助
。
夫
豈
小
補
哉
吁
。

天
人
感
應
之
際
、
淵
乎
微
矣
。

【
前
半
部
読
み
下
し
】

夫
れ
天
象
は
氣
な
り
。
乃
ち
陰
陽
五
形
の
精
、
太
陽
の
旁
に
生
ず
。
样
（
祥
）

変
は
占
書
雜
涇
（
注
）
を
窮
め
る
無
し
。
然
る
に
其
の
名
を
載
せ
て
未
だ
其

の
形
を
載
せ
ず
。
占
う
と
雖
も
拠
る
も
の
無
け
れ
ば
、
是
を
以
て
非
と
為
す
。

此
れ
に
因
り
て
、
今 
『
觀
象
玩
占
』『
詳
異
賦
』
等
十
餘
家
の
書
を
将
て
、
都

な
一
處
に
類
集
し
て
、「
日
瑞
應
之
占
」
自
り
起
し
て
、
析
し
て
二
百
四
占
と

成
し
、
經
に
依
り
て
考
究
し
、
採
り
て
慶
雲
瑞
氣
之
圖
を
為
す
。
謹
し
ん
で

諸
書
を
按
じ
て
、
其
の
样
（
祥
）
異
休
咎
の
占
を
註
す
。
名
づ
け
て
圖
象
玩

占
と
曰
う
。

【
前
半
部
訳
】

天
象
は
気
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
陰
陽
五
形
の
精
は
太
陽
の
傍
に
生
ず
る
の

で
あ
る
。
祥
瑞
変
異
に
つ
い
て
は
、
占
書
雑
注
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
名
称
（
説
明
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
を
載
せ
て
、
そ
の

形
状
は
載
せ
て
は
い
な
い
。
占
断
を
行
お
う
と
し
て
も
、根
拠
と
す
る
も
の（
つ

ま
り
形
状
の
図
）
が
無
い
た
め
、例
え
是
で
あ
っ
て
も
非
と
見
な
し
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
今
、『
観
象
玩
占
』『
詳
異
賦
』
な
ど
十
余
家
の
書
を
み
な
一
所
に

集
成
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
日
瑞
応
之
占
」
か
ら
始
め
て
、
二
百
四
占
（
の
占
条
）

を
選
り
す
ぐ
り
、
経
典
に
依
拠
し
て
よ
く
検
討
し
、（
そ
の
中
か
ら
）
採
録
し

て
（
各
条
の
）
慶
雲
瑞
気
の
図
を
作
っ
た
。
謹
ん
で
諸
書
（
占
書
雑
注
）
を

勘
案
し
て
祥
異
休
咎
の
占
文
を
各
占
条
に
注
記
し
た
。
名
付
け
て『
図
象
玩
占
』

と
言
う
。

【
出
典
】

『
晋
書
』
巻
十
二
・
志
第
二
・
天
文
志
中
（
七
曜
条
）

日
為
太
陽
之
精
、
主
生
養
恩
徳
、
人
君
之
象
也
。
人
君
有
瑕
、
必
露
其
慝
以

告
示
焉
。
…
月
為
太
陰
之
精
、
以
之
配
日
、
女
主
之
象
。
以
之
比
徳
、
刑
罰

之
義
。
…

❹ 

『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
つ
い
て

　

前
節
に
お
い
て
「
御
製
序
」
が
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
序
を
引
き
写
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
書
が
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
何
ら
か

の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
本
書
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
本
節
で
『
天

元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、『
天
元
玉
暦
祥

異
賦
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
論
考
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、先
行
研
究
と
し
て
は
、

早
く
は
馮
錦
榮
氏
の
研
究
（
（
（

が
あ
り
、
近
年
そ
の
不
足
を
補
っ
た
佐
々
木
聡
氏
に
よ
る

詳
細
な
研
究
（
（
（

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
両
氏
の
研
究
に
よ
り
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

を
理
解
す
る
手
掛
か
り
は
格
段
に
増
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
も
、
両
氏
（
特

に
数
多
く
の
原
本
調
査
を
行
っ
た
佐
々
木
氏
の
論
考
）
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ

と
、
あ
ら
か
じ
め
了
解
し
て
頂
き
た
い
（
（
（

。

『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
は
、
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
天
文
五
行
占
を
集
成
し
た
術
数

類
書
で
あ
る
。『
仁
宗
実
録
』
巻
六
・
洪
煕
元
年
正
月
丙
戌
（
十
五
日
）
条
に
は
、

賜
三
公
及
六
部
尚
書
『
天
元
玉
暦
（
祥
）
異
賦
』。
上
初
得
此
書
以
示
侍
臣
曰
、

天
道
人
事
未
嘗
判
為
二
途
、
有
動
於
此
、
必
応
於
彼
。
朕
少
侍
太
祖
毎
徴
以

慎
修
敬
天
。朕
未
嘗
敢
怠
。此
書
言
簡
理
当
。左
右
輔
臣
亦
宜
知
之
。遂
命
印
刊
、

上
親
製
序
曰
、
…

と
あ
り
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
が
仁
宗
の
施
策
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
、

秘
蔵
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
臣
下
ら
に
示
さ
れ
「
印
刊
」
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
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る
（
（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
佐
々
木
氏
は
、
実
際
に
は
高
位
の
臣
下
の
み
な
ら
ず
、
比
較

的
広
く
頒
布
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
現
在
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
・

韓
国
・
ア
メ
リ
カ
に
四
十
部
以
上
の
伝
本
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
確
認
さ
れ
て
い
な

い
伝
本
が
あ
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
（
（
（

、
佐
々
木
氏
の
推
測
は
妥
当
で
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
実
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
は
形
式
や
内
容
は
一
様
で
は
な
く
、
形
式

か
ら
大
き
く
分
け
る
と
以
下
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
A
）
有
図
有
注
本
…
（
a
）
彩
色
抄
本
、（
b
）
刊
本

（
B
）
無
図
有
注
本

（
C
）
無
図
無
注
本

佐
々
木
氏
が
「
代
表
的
形
式
」
と
評
す
る
よ
う
に
、（
Ａ
）
が
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

に
お
い
て
最
も
伝
本
も
多
く
、
本
書
『
天
文
図
象
玩
占
』
を
考
え
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
（
a
）
は
、
本
書
同
様
に
上
下
二
段
に
分
か
れ
、
上
段

に
彩
色
で
図
が
描
か
れ
、
下
段
に
様
々
な
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
た
占
文
が
配
さ
れ
て

お
り
、
本
書
と
同
形
式
で
あ
る
。
こ
の
形
式
で
は
、
基
本
的
に
主
文
に
「
朱
文
公

曰
」
と
記
さ
れ
た
文
章
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
占
文
が
記
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、（
b
）

は
（
a
）
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
、彩
色
は
な
い
。（
Ｂ
）（
Ｃ
）
は
そ
の
名
の
通
り
、

共
に
図
が
無
く
、
当
然
上
下
二
段
形
式
で
は
な
く
、
本
書
と
は
形
式
を
異
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
成
立
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
佐
々
木
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

佐
々
木
氏
に
よ
る
と
、「
最
も
古
い
無
図
有
注
本
か
ら
無
図
無
注
本
が
作
ら
れ
、
そ

れ
を
底
本
と
し
て
明
・
仁
宗
の
と
き
内
府
刊
本
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
改
め
て
無

図
無
注
本
と
無
図
有
注
本
及
び
北
宋
・
仁
宗
御
撰
の『
宝
元
天
人
祥
異
書
』を
参
考
に
、

新
た
に
注
釈
を
諸
書
か
ら
集
め
て
、
彩
色
抄
本
（
有
図
有
注
本
）
が
作
ら
れ
た
」
の

で
あ
り
、
彩
色
抄
本
の
成
立
時
期
は
「
仁
宗
崩
御
の
前
後
」
と
想
定
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
上
記
の
記
号
で
示
す
と
（
Ｂ
）
→
（
Ｃ
）
→
（
Ａ
）
の
順
で
成
立
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
佐
々
木
氏
の
文
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

一
百
二
十
五
・
宝
元
二
年
（
一
〇
三
九
）
十
一
月
癸
巳
条
に
、

癸
巳
、
以
皇
子
生
、
燕
宗
室
於
太
清
楼
、
読
『
三
朝
宝
訓
』、
賜
御
詩
。
又
出

『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
示
輔
臣
。
其
書
蓋
上
所
集
天
地
・
辰
緯
・
雲
気
・
雑
占
、

凡
七
百
五
十
六
、
釐
三
十
門
、
為
十
巻
。

と
あ
る
よ
う
に
、
北
宋
の
仁
宗
代
に
作
成
さ
れ
た
大
部
の
天
文
五
行
占
書
で
あ
り
、

「
輔
臣
に
示
す
」
と
い
う
点
も
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
類
似
し
て
お
り
、
明
の
仁

宗
は
北
宋
の
仁
宗
の
事
跡
を
意
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
日

本
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
て
お
り
（
函
架
番
号
四
〇
四
函
一
五
号
）、
佐
々

木
氏
の
調
査
に
よ
り
台
湾
国
家
図
書
館
に
一
部
、
上
海
図
書
館
に
三
部
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
本
書
や
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』（
Ａ

―
a
）
同
様
に
、上
下
二
段
の
上
図
下
文
形
式
で
あ
り
、図
も
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
本
書
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
書
物
で
あ
る
。

❺ 

『
天
文
図
象
玩
占
』
の
原
形

　

さ
て
、
先
程
来
述
べ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
「
御
製
序
」
が
、
多
少
の
相

違
点
が
あ
る
も
の
の
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
序
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
や
上
下

二
段
の
上
図
下
文
形
式
で
あ
る
こ
と
、
図
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
書
と
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、後
序
に
「
此
れ
に
因
り
て
、今 『
観
象
玩
占
』『
詳マ
マ
異
賦
』

等
十
余
家
の
書
を
将
て
、都
な
一
処
に
類
集
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、編
者
は
『
観

象
玩
占
（
（
（

』『（
天
元
玉
暦
）
祥
異
賦
』
を
見
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
序
文
の
出
典
か
ら
『
晋
書
』
天
文
志
（『
隋
書
』
天
文
志
）
な
ど
も
参
照
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
（
（1
（

。
そ
こ
で
、
今
一
度
引
用
書
目
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
第
三
冊
に
「
朱
文
公
」
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
で
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あ
ろ
う
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
朱
文
公
」
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
特
徴

で
あ
り
（
（1
（

、
少
な
く
と
も
第
三
冊
が
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、本
書
全
体
と
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』（
内
閣
文
庫
の
彩
色
十
冊
本
を
参
照
）

と
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
本
書
第
二
冊
と
第
三
冊
は
、
図
案
・
内
容
・

項
目
と
も
に
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
内
閣
本
を
例
に
取
る
と
、
本
書
第
二
冊
は
十
冊
の
内
の
第
八
冊
に
、
本
書

第
三
冊
は
第
五
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
東
洋
文
庫
本
で
は
、

本
書
第
二
冊
は
、一
つ
は
第
九
冊
（
明
本
）、一
つ
は
第
七
冊
（
朝
鮮
本
）
に
相
当
し
、

本
書
第
三
冊
に
つ
い
て
は
、
共
に
第
五
冊
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す

る
と
、
本
書
第
三
冊
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
第
五
冊
終
記
三
十
六
葉
」
は
、
明

本
の
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
十
冊
本
の
第
五
冊
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
、第
二
冊
・

第
三
冊
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
中
の
一
冊
を
そ
れ
ぞ
れ
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
伝
存
す
る
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
全
て
が
同
一
構
成
を
取

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、本
書
は
内
閣
本
十
冊
本
と
同
系
統
の
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

を
写
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
、ひ
と
ま
ず
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
問
題
な
の
は
本
書
第
一
冊
と
第
四
冊
で
あ
る
。
両
冊
に
は
「
朱
文
公
」

か
ら
の
引
用
は
な
く
、
な
に
よ
り
も
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
は
合
致
し
な
い
の
で

あ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。

燭
耀
（
図
4
）

宋
志
曰
、
聖
人
在
上
、
群
賢
履
職
、
乗
土
徳
旺
、
其
政
太
平
、
則
五
色
。
其

五
行
之
色
備
具
、
燭
耀
不
主
于
一
也
。

京
房
曰
、
聖
人
在
上
、
寅
亮
天
工
、
則
日
之
光
明
五
色
備
具
。

　

本
項
目
は
、
本
書
第
一
冊
に
含
ま
れ
て
お
り
、
項
目
名
は
「
燭
耀
」
で
あ
る
。
上

段
で
は
、
太
陽
が
中
心
に
あ
り
、
上
下
に
雲
が
描
か
れ
て
い
る
。
背
景
は
浅
葱
色
で
、

図4　『天文図象玩占』第一冊・燭耀

太
陽
は
赤
で
色
付
け
さ
れ
、
太
陽
か
ら
赤
・
青
・
黄
の
線
が
放
射
線
状
に
延
び
て
い

る
。
太
陽
上
の
雲
は
、
左
上
は
黄
色
で
、
右
上
は
上
部
が
青
、
下
部
が
赤
で
塗
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
下
の
雲
は
最
内
部
が
赤
で
、
外
部
は
青
色
で
あ
る
。
そ
の
間

は
、背
景
と
同
色
と
な
っ
て
い
る
。
下
段
で
は
、「
宋
志
」
と
「
京
房
」
が
引
用
さ
れ
、

そ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
共
に
、
聖
人
が
治
世
を
行
っ
て
い
る
と
、
日
の
光
が

五
色
で
耀
く
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
図
と
文
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』（
内
閣
十
冊
本
。
但
し
、
図
は
岩
瀬
文
庫
本
［
分

類
番
号
一
一
四
―
二
二
］
を
掲
示
）
の
相
当
部
分
を
見
て
み
よ
う
（
傍
線
部
が
異
な

る
部
分
。
以
下
、
同
様
）。

聖
人
在
上
占
（
図
5
）

朱
文
公
曰
、
聖
人
在
上
、
五
色
燭
耀
。

宋
志
曰
、
聖
人
在
上
、
群
臣
履
職
、
乗
土
徳
王
、
其
太
平
、
則
五
色
。
倶
燭

耀
至
於
一
也
。

京
房
曰
、
聖
人
在
上
、
寅
亮
天
工
、
則
日
之
光
明
五
色
備
矣
。
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注
目
す
べ
き
は
、
項
目
名
が
「
聖
人
在
上
占
」（
岩
瀬
文
庫
本
は
「
聖
人
在
上
吉

占
」）
と
、
本
書
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、「
朱
文
公
」
を
引
用
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
段
の
図
案
も
異
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
単
に

太
陽
と
雲
だ
け
の
表
現
で
あ
っ
た
も
の
が
、
官
服
ら
し
き
も
の
を
纏
っ
た
人
物
（
恐

ら
く
聖
人
で
あ
ろ
う
）
が
中
心
に
描
か
れ
、
背
後
に
山
が
描
か
れ
、
太
陽
は
そ
の
山

の
上
に
あ
り
、
ま
た
太
陽
の
回
り
に
五
色
の
雲
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
で

は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
建
物
や
樹
木
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
内
閣
本
以
外
の
諸

本
も
多
少
の
相
異
が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
図
案
は
内
閣
本
と
同
じ
で
あ
り
、
本
書

よ
り
も
複
雑
な
図
案
と
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
影
響
を
与
え
た
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』（
宮
内

庁
本
を
参
照
）
と
も
比
較
し
て
み
よ
う
。

聖
人
在
上
則
五
色
燭
耀
占
（
図
6
）

宋
志
曰
、
聖
人
在
上
、
群
臣
履
職
、
来
土
徳
王
、
其
太
平
、
則
五
色
。
備
具
、

倶
燭
耀
至
于
一
也
。

京
房
曰
、
聖
人
在
上
、
寅
亮
天
工
、
則
五
色
備
矣
。

　

こ
こ
で
は
、図
案
は
本
書
に
近
く
、人
物
や
建
物
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
朱

文
公
」
が
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
項
目
に
関
し
て
は
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
よ

り
も
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
本
書
に
は
な
い
山
が

描
か
れ
て
お
り
、
本
書
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
何
よ
り
も

項
目
名
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
相
異
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
冊
と
第
四
冊
の
内
容
は
、
関
連
す
る
項
目
が
あ
っ
た
と
し
て

も
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
や
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
と
は
合
致
せ
ず
、
ま
た
、
上
記

の
よ
う
に
関
連
す
る
項
目
す
ら
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
序
で
言
及
さ
れ

て
い
る
『
観
象
玩
占
』
と
も
本
書
は
合
致
し
な
い
。『
観
象
玩
占
』（
蓬
左
文
庫
本
を

参
照
し
た
）
は
、
一
部
（
巻
一
～
十
）
に
天
文
図
・
星
宿
図
が
載
る
が
、
そ
れ
以
外

で
は
図
は
記
さ
れ
ず
、
ま
た
上
下
二
段
組
で
も
な
い
た
め
、
本
書
を
こ
こ
か
ら
作
成

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
冊
と
第
四
冊
に
つ
い
て
は
出
典
が

図5　西尾市岩瀬文庫蔵『御製天元玉歴祥賦』・
聖人在上吉占

図6　宮内庁書陵部蔵『宝元天人祥異書』第二冊・
聖人在上五色燭耀占
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不
明
な
の
で
あ
り
、
第
二
冊
・
第
三
冊
の
よ
う
に
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
を
直
接
写

し
た
と
は
、
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
一
体
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
今
一
度
、
第
一
冊
と
第
四
冊
を
見
て
み
る
と
、
第
二
冊
・
第
三
冊
に
は

見
ら
れ
な
い
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
目
録
の
存
在
で
あ

る
。
通
常
目
録
は
、
全
体
の
冒
頭
部
分
に
の
み
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
で

は
何
故
か
第
一
冊
と
第
四
冊
の
両
冊
冒
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
の
目
録
は
第

一
冊
に
収
載
さ
れ
た
各
項
目
が
、
第
四
冊
も
同
様
に
第
四
冊
に
収
載
さ
れ
た
各
項
目

が
目
録
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
対
応
関
係
は
明
確
で
あ
る
（
但
し
、
多
少
の
誤

脱
は
あ
る
）。
と
な
る
と
、第
二
冊
・
第
三
冊
に
も
目
録
が
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
第
一
冊
と
第
四
冊
に
収
載
さ
れ
た
項
目
の
特
徴

で
あ
る
。
両
冊
に
収
載
さ
れ
、
占
文
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
全
て
日
・
月
の
雲
気
占

で
あ
る
の
に
対
し
、
第
二
冊
・
第
三
冊
は
五
星
や
星
宿
の
雲
気
占
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
今
一
度
序
文
と
後
序
の
記
載
を
思
い
出
し
て
頂
き
た
い
。
序
文
で
は
、
本
書

を
説
明
す
る
際
に
日
に
関
す
る
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
序
で
も
問
題
と
し

て
い
た
の
は
、
日
と
月
の
こ
と
の
み
で
あ
る
。
本
書
全
体
に
関
わ
る
は
ず
の
序
文
・

後
序
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、実
は
第
一
冊
と
第
四
冊
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、

第
二
冊
・
第
三
冊
の
内
容
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
後
序
の
「
析
し
て
二
百
四
占
と
成
し
」
と
あ
る
数
も
問
題
で
あ
る
。

試
み
に
、
第
一
冊
と
第
四
冊
の
項
目
数
を
数
え
て
み
る
と
、
第
一
冊
が
一
〇
七
項

目
、
第
四
冊
が
一
〇
六
項
目
の
合
計
二
一
三
項
目
と
な
る
。
但
し
、
本
文
の
記
さ
れ

た
丁
数
（
一
丁
二
項
目
）
で
計
算
す
る
と
、
第
一
冊
が
一
〇
四
項
目
、
第
四
冊
が

一
〇
二
項
目
の
合
計
二
〇
六
項
目
と
な
る
。
多
少
の
誤
差
は
あ
る
も
の
の
、「
析
し

て
二
百
四
占
と
成
し
」
は
、第
一
冊
と
第
四
冊
を
合
計
し
た
数
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
後
序
は
両
冊
の
こ
と
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
点
を
総
合
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
た
だ
一
つ
。
そ
れ
は
、
第
一
冊
と
第

四
冊
の
み
が
元
来
の
『
天
文
図
象
玩
占
』
で
あ
り
、
第
二
冊
・
第
三
冊
は
そ
れ
に
後

か
ら
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
序
文
に
は
、「
会
輯
書
目
及
び

各
家
の
占
は
下
巻
之
終
に
在
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、「
下
巻
」
と
い
う
表
記
か

ら
上
下
二
巻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
。
す

な
わ
ち
、
本
書
『
天
文
図
象
玩
占
』
は
本
来
は
上
下
二
冊
（
も
し
く
は
二
巻
）
で
作

成
さ
れ
た
日
月
の
雲
気
占
が
記
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
成
立
に
関
し
て
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
編
者
が
独
自
に
図
・
文
章
を
付
し
た
こ
と
、
二
つ
は
、
藍
本
が
存
在
し
、
編
者

は
た
だ
そ
れ
を
写
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
は
、
藍
本
は
存
在
す
る
が
、
編
者

が
そ
れ
を
独
自
に
編
纂
し
直
し
た
こ
と
で
あ
る
。
藍
本
の
有
無
で
あ
る
が
、本
書
は
、

後
序
に
「
样
（
祥
）
変
は
占
書
雜
涇
（
注
）
を
窮
め
る
無
し
。
然
る
に
其
の
名
を
載

せ
て
未
だ
其
の
形
を
載
せ
ず
。
占
う
と
雖
も
拠
る
も
の
無
け
れ
ば
、
是
を
以
て
非
と

為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
の
存
在
は
占
う
際
に
必
須
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
う

か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
図
な
し
で
は
本
書
は
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
り
、
本
書
作

成
の
目
的
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
此
の
書
は
言
簡
に
し
て

理
当
な
り
。
左
右
の
輔
臣
、亦
た
宜
し
く
之
を
知
る
べ
し
」（
明
『
仁
宗
実
録
』
巻
六
・

洪
煕
元
年
正
月
丙
戌
条
）
と
あ
る
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
編
纂
目
的
（
学
習
に

便
が
よ
い
）
と
も
リ
ン
ク
す
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
本
書
の
図
は
彩
色
も
あ
り
、
ま
た

数
も
多
く
図
を
独
自
に
描
く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、
何
ら
か
の
手
本
が
あ
っ

た
と
み
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
（
（1
（

。

　

そ
し
て
、
第
一
冊
・
第
四
冊
の
配
列
が
実
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
配
列
・
項

目
に
近
い
も
の
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
第
一
冊
の
四
十
九
オ
「
提
気
」（『
天
元

玉
暦
祥
異
賦
』「
日
旁
提
気
占
」）
→
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』「
雜
気
刺
日
占
」
→
第

四
冊
の
四
オ
「
重
抱
気
」（『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』「
日
旁
重
抱
両
珥
占
」）
と
、
冊
を

跨
い
で
一
応
配
列
が
つ
な
が
る
（
（1
（

。
ま
た
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
文
章
が
完
全
に

異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
、
本
書
に
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
序
と
ほ

ぼ
同
文
の
「
御
製
序
」
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
影
響
を
排
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除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
第
一
冊
と
第
四
冊
は
、
現
存
す
る

『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
別
系
統
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
書
の
決
定
的
な
相
異
は
、
本
書
第
一
冊
・
第
四
冊
で
は
『
天

元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
特
徴
で
あ
る
「
朱
文
公
」
を
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
に
図
も
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
よ
り
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
。
そ
う
考
え
る
と
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
よ
り
以
前
の
成
立
で
、「
朱
文
公
」
を

引
用
し
て
い
な
い
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
の
別
系
統
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

但
し
、
こ
れ
に
も
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
御
製
序
」
の
存
在
で
あ
る
が
、
こ
の

点
は
、
第
二
冊
・
第
三
冊
を
付
し
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
解
決
で

き
る
（
（1
（

。
し
か
し
、
配
列
・
項
目
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
ほ
う
が
よ
り
重
な
る
と

い
う
点
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
で
は
、
本
書
は
作

成
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
決
定
的
な
こ
と
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
が
、

可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
本
書
の
存
在
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』

と
は
配
列
・
項
目
が
、
よ
り
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
近
い
も
の
が
存
在
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
う
な
ら
ば
、
本
書

は
そ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
天
下
に
残
さ
れ
た
大
変
貴
重
な
孤
本
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

❻ 

『
天
文
図
象
玩
占
』
の
日
本
へ
の
伝
来
と
成
立
の
問
題

　

蓬
左
文
庫
は
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
尾
張
徳
川
家
が
収
集
し
た
書

籍
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
庫
（
書
庫
）
は
「
御
文
庫
」
と
総
称
さ
れ
、

多
く
の
蔵
書
目
録
が
作
成
さ
れ
た
。
蔵
書
目
録
は
古
い
も
の
は
廃
棄
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
っ
た
が
、
尾
張
徳
川
家
の
場
合
は
、
比
較
的
多
く
の
蔵
書
目
録
が
幸
い
な
こ

と
に
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
蔵
書
目
録
は
「
御
書
籍
目
録
」（
寛
永
目
録
）・「
御

文
庫
御
書
目
録
」（
寛
政
目
録
）・「
尾
張
御
文
庫
御
書
目
」（
文
化
十
三
年
目
録
）
な

ど
様
々
な
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
括
弧
内
で
示
し
た
「
年
号
＋
目

録
」
で
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
（
（1
（

。

　

さ
て
、
本
書
が
蔵
書
目
録
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、「
天
明
二
年
目
録
（
（1
（

」
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
単
に
「
天
文
図
象
玩
占　

写
本　

四
冊
」
と
記
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、「
寛
政
目
録
（
（1
（

」
に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ

て
い
る
。

一
、
天
文
図
象
玩
占　

二
百
六
十
九　

写
本　

四
冊

此
御
本
享
保
六
年　

御
本
丸
ヨ
リ
出
候
御
本
之
内
ニ
有
之
。
享
保
御
目
録
ニ
ハ

雲
氣
書
六
冊
と
有
之
候
得
共
、
右
六
冊
之
内
二
冊
ハ
、
源
敬
様
御
書
物
之
内
、

史
異
編
之
内
ニ
而
御
座
候
付
、
今
般
相
訂
申
候
。

　

本
書
は
「
御
時
代
不
詳
御
書
籍
」
の
一
つ
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
経
緯
に
よ
る
と
、
本
書
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
「
御

本
丸
」
か
ら
出
し
た
御
本
の
内
に
あ
っ
た
。
享
保
の
目
録
に
は
「
雲
気
書
六
冊
」
と

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
冊
は
源
敬
様
（
初
代
当
主
徳
川
義
直
）
の
書
物
の
う
ち
、『
史

異
編
』
の
内
に
あ
た
る
た
め
、
今
回
訂
正
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
御
本
丸
」
は
、

享
保
六
年
以
前
は
書
物
奉
行
の
管
轄
外
で
あ
っ
た
書
物
を
、
書
物
奉
行
に
引
き
継
い

だ
も
の
で
あ
っ
て
、
来
歴
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
義
直
・
光
友
の
蔵
書
と
判
明
す

る
書
籍
も
少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
（
（1
（

、
本
書
も
ま
た
義
直
・
光
友
の

蔵
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
（1
（

。
こ
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、
享
保
の
目
録
で
は

「
雲
気
書
」
の
書
名
で
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
六
冊
で
あ
っ
た
が
そ
の
う

ち
二
冊
は
『
史
異
編
』
の
も
の
で
あ
り
本
来
は
四
冊
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者

に
関
し
て
、
同
じ
く
「
寛
政
目
録
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（「
敬
公
（
義
直
）

書
籍
」
と
し
て
収
載
）。

一
、
史
異
編　

百
四
十
五　

唐
本　

六
冊

此
御
本
寛
永
五
年
辰
御
買
上
、
寛
永
慶
安
御
目
録
ニ
史
異
六
冊
と
記
し
有
之
。
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享
保
御
目
録
ニ
ハ
史
異
編
四
冊
と
記
し
有
之
。
寛
保
改
之
節
、
史
異
六
冊
之
御

本
不
相
見
候
付
、
当
時
無
御
座
由
之
御
目
録
ニ
書
載
申
候
得
共
、
其
後
史
異
編

四
冊
之
御
本
見
出
、
此
御
本
之
事
相
知
候
と
相
見
、
寛
永
御
目
録
へ
二
冊
不

見
之
書
込
、
寛
保
御
目
録
ニ
史
異
編
四
冊
辰
年
御
買
上
と
書
載
申
候
。
今
般
吟

味
仕
候
処
、
享
保
六
年
御
本
丸
ヨ
リ
出
候
御
本
丸
之
内
ニ
雲
気
書
六
冊
有
之
。

右
之
内
四
冊
ハ
赤
表
紙
、二
冊
ハ
玉
子
表
紙
之
由
、享
保
御
目
録
ニ
書
付
有
之
。

寛
保
安
永
之
御
目
録
相
准
し
来
候
。
天
明
二
年
改
之
節
如
何
い
た
し
候
事
ニ

哉
。
右
六
冊
之
内
玉
子
表
紙
二
冊
ハ
瑞
竜
院
様
御
隠
居
ノ
後
御
書
目
之
内
江

祥
異
図
説
二
冊
と
書
加
、
雲
気
書
六
冊
を
四
冊
と
張
訂
申
候
付
、
享
保
寛
保

之
御
目
録
吟
味
仕
候
処
、
瑞
竜
院
様
御
隠
居
ノ
後
御
書
籍
之
内
ニ
祥
異
図
説

ハ
無
御
座
候
、
段
々
吟
味
仕
候
得
共
、
此
二
冊
ハ
史
異
編
四
冊
之
御
本
と
大

小
綴
糸
紙
等
迄
全
同
物
尓
而
全
部
無
紛
相
見
申
候
。
元
合
刻
六
冊
ニ
而
寛
永
慶

安
御
目
録
ニ
六
冊
と
記
し
、
其
後
二
冊
被
召
上
御
本
丸
ニ
納
申
候
付
、
享
保
御

目
録
以
来
四
冊
ニ
相
成
候
事
と
相
見
申
候
、
仍
而
相
訂
申
候
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、『
史
異
編
』
は
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
買
い
上
げ
、
寛

永
・
慶
安
の
目
録
に
は
「
史
異
六
冊
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
享

保
の
目
録
に
は
「
史
異
編
四
冊
」
と
あ
り
、
冊
数
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
。
寛
保
の

点
検
時
に
「
史
異
六
冊
」
を
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
目
録
に
書
い

た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
四
冊
だ
け
を
見
付
け
た
の
で
、
当
該
書
だ
と
思
い
、
寛
永
の

目
録
に
「
二
冊
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
の
書
き
込
み
を
し
て
、
寛
保
の
目
録
に
「
史

異
編
四
冊
辰
年
御
買
上
」
と
書
き
記
し
た
。
そ
し
て
、
寛
政
の
調
査
に
お
い
て
、
享

保
六
年
に
本
丸
か
ら
出
た
書
物
で
あ
る
「
雲
気
書
六
冊
」
に
対
し
て
、
天
明
二
年
の

調
査
で
、
こ
れ
ら
六
冊
の
う
ち
二
冊
を
光
友
（
瑞
竜
院
様
）
の
目
録
中
に
「
祥
異
図

説
」
と
書
き
加
え
、「
雲
気
書
」
六
冊
を
四
冊
と
訂
正
を
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
が

（
こ
の
と
き
、
書
名
を
「
天
文
図
象
玩
占
」
と
し
た
と
の
記
述
は
な
く
、
上
記
の
「
天

文
図
象
玩
占
」
の
項
目
と
の
書
名
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
）、
享
保
・
寛
保
の
点
検
で

は
光
友
の
蔵
書
に
は
「
祥
異
図
説
」
が
無
か
っ
た
の
で
、
両
者
の
相
異
の
原
因
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
二
冊
が
実
は
『
史
異
編
』
の
一
部
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
つ
ま

り
、
元
々
六
冊
だ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
二
冊
が
本
丸
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
享

保
目
録
以
来
四
冊
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
訂
正
し

た
の
だ
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
御
本
丸
」
に
召
し
上
げ
ら
れ

た
二
冊
が
、
上
述
し
た
『
天
文
図
象
玩
占
』
の
項
目
に
記
さ
れ
た
「
雲
気
書
」
に
紛

れ
込
ん
で
い
た
二
冊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
冊
が
「
雲
気
書
」、
す
な
わ
ち
、

『
天
文
図
象
玩
占
』に
含
ま
れ
て
一
書
と
み
な
さ
れ
て
い
た
理
由
で
あ
る
が
、そ
れ
は
、

『
史
異
編
』
全
六
冊
の
内
、
第
五
冊
・
第
六
冊
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
図
説
』（
上
記
し

た
Ａ
―
b
に
相
当
す
る
）だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
（
（2
（

。
実
際
、蓬
左
文
庫
蔵
の『
史
異
編
』

第
五
冊
・
第
六
冊
は
、
外
題
が
「
祥
異
圖
説
」
と
記
さ
れ
、
細
字
で
「
史
異
編
六
冊

之
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
上
記
か
ら
天
明
二
年
の
調
査
で
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
よ
う
）。
そ
し
て
、
こ
れ
は
彩
色
で
は
な
く
、
本
書
に
含
む
に
は
躊

躇
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
図
下
文
形
式
で
、
か
つ
、
雲
気
占
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
同
一
の
も
の
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
寛
政
の
調
査

で
改
め
て
確
認
し
、
分
類
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。

　

と
な
る
と
、
本
書
や
『
史
異
編
』
は
共
に
、
初
代
藩
主
徳
川
義
直
、
も
し
く
は
二

代
光
友
の
時
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蓬
左
文
庫
の
形
成

母
体
の
一
つ
は
、
徳
川
家
康
が
駿
府
に
お
い
て
収
集
し
た
書
籍
が
家
康
の
死
後
、
御

三
家
に
分
配
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
駿
河
御
譲
本
」
で
あ
る
。
駿
河
御
譲
本
は
、
全
体

の
七
割
が
中
国
・
朝
鮮
か
ら
将
来
し
た
書
籍
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
朝
鮮
本
が
漢
籍

の
半
数
以
上
を
占
め
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
駿
河
御
譲
本
を
相
続
し

た
義
直
と
続
く
光
友
は
、
自
ら
も
多
く
の
書
籍
を
買
い
求
め
る
な
ど
し
て
、
文
庫
の

充
実
に
努
め
た
。
特
に
漢
籍
の
割
合
が
高
い
の
だ
が
、
駿
河
御
譲
本
と
は
異
な
り
中

国
版
本
が
激
増
し
て
お
り
、
中
国
か
ら
の
輸
入
本
（
唐
本
）
を
積
極
的
に
求
め
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
収
集
過
程
で
、
本
書
や
『
史
異
編
』
が
尾
張
藩
に
持

ち
込
ま
れ
た
（
購
入
・
献
上
・
召
上
な
ど
）
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。『
史
異
編
』
に
は
、「
唐
本
」「
御
買
上
」

と
明
確
に
中
国
か
ら
の
輸
入
本
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
に

関
し
て
は
そ
う
し
た
類
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
（
（2
（

。
そ
れ
は
、
本
書
が
朝
鮮
本
に
多
い

「
五
つ
目
綴
」
と
い
う
綴
じ
方
を
し
て
い
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
本
書
が
作
成
さ
れ

た
場
所
（
こ
れ
は
尾
張
徳
川
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
経
路
に
も
関
わ
る
）
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
（2
（

。
上
記
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
元
来
二
冊
本
で
あ
っ
た
も
の
を

四
冊
に
組
み
替
え
て
い
る
。
果
た
し
て
、
そ
う
し
た
作
業
が
い
つ
・
ど
こ
で
行
わ
れ

た
の
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
朝
鮮
本
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
中
国
大
陸
（
明
以
降
）
で
編
纂
さ
れ
朝
鮮
半
島
に
伝
来

し
た
も
の
を
装
丁
し
直
し
た
可
能
性
で
あ
り
、
二
つ
は
朝
鮮
半
島
で
編
纂
さ
れ
た
可

能
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
朝
鮮
半
島
で
独
自
に
編
集
・
作
図
さ
れ
た
場
合
と
、

朝
鮮
半
島
で
藍
本
を
元
に
編
集
し
た
場
合
と
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
可

能
性
を
疑
わ
せ
る
の
は
、「
御
製
序
」
の
あ
り
方
で
あ
る
。「
御
製
序
」
は
『
天
元
玉

暦
祥
異
賦
』（
A
―
a
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
管
見
の
も
の
は
、
全
て
「
御
製

天
元
玉
暦
祥
異
賦
序
」
と
正
式
名
称
を
記
し
て
お
り
、「
御
製
序
」
と
省
略
し
て
記

す
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、「
洪
熙
元
年
正
月
十
五
日
」（
内
閣
本
は
五
月
）

と
い
う
年
代
も
本
書
の
み
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
御
製
序
」
が
や
や
適
当
に
作
成
さ

れ
た
感
じ
を
受
け
る
。
果
た
し
て
、
明
代
に
皇
帝
御
製
の
序
を
軽
く
扱
う
こ
の
よ
う

な
行
動
が
許
さ
れ
る
の
か
と
疑
問
に
な
る
。
も
し
、
朝
鮮
半
島
で
真
似
て
付
さ
れ
た

の
な
ら
ば
、
合
点
が
い
く
。
ま
た
、『
古
鮮
冊
府
』
に
「
天
元
玉
暦
祥
異
賦
」
が
あ

り
（
（2
（

、
こ
う
し
た
占
書
が
朝
鮮
半
島
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
上
に
、
ハ

ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
絵
入
り
占
書
で
あ
る
『
唐
四
柱
』
は
、
中
国
の
書
物
『
演
禽
斗

数
三
世
相
』『
大
易
断
例
卜
筮
元
亀
』
な
ど
と
の
共
通
性
が
確
認
で
き
る
と
い
う
（
（2
（

。

朝
鮮
半
島
で
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
占
書
を
独
自
に
編
纂
し
直
す
こ
と
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
で
作
成
、
も
し
く
は
改
装
さ
れ
た
書
が
日
本
に
伝
来
し
、

尾
張
徳
川
家
へ
と
入
っ
た
可
能
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
朝

鮮
半
島
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
は
、
対
馬
藩
宗
家
で
あ
る
。
宗
家
が
幕
府
官
学

の
林
家
へ
も
朝
鮮
本
を
貸
し
出
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
（2
（

、
内
閣

本
の
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
が
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
（
但
し
、
明
本
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
ル
ー
ト
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
藤
本
幸
夫
氏
に
よ
る
と
宗

家
蔵
本
は
ほ
と
ん
ど
全
て
渋
引
き
褐
色
表
紙
に
改
装
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
（
（2
（

、
本
書

は
丹
表
紙
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
致
し
な
い
。
果
た
し
て
、
本
書
を
朝
鮮
本
と
し
て
考

え
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
、
第
二
冊
・
第
三
冊
が
い
つ
付
け
加
え
ら
れ
た

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
が
用
紙
形
態
に
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
ど
こ
に
項
目
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
各
冊
の
項
目
名
記

載
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
第
一
冊
は
、
上
段
に
は
図
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
下
段

右
端
に
項
目
名
、
続
い
て
、
占
文
が
記
さ
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
・
2
・

4
参
照
）。
第
二
冊
は
途
中
ま
で
第
一
冊
と
同
じ
構
成
を
取
っ
て
い
る
が
、
五
十
三

オ
「
雲
気
入
天
厠
星
占
」
か
ら
、
項
目
名
が
上
段
図
の
右
端
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
（
図
3
参
照
）、
第
三
冊
も
全
て
上
段
図
右
端
に
項
目
名
が
記
さ
れ
る
形
態
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
四
冊
に
な
る
と
、
再
び
第
一
冊
と
同
様
に
下
段
右
端
に
項

目
名
を
記
す
形
態
に
戻
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
冊
と
第
四
冊
が
同
一
書
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
、
第
一
冊
・
第
四

冊
を
書
い
た
。
そ
の
た
め
、
両
冊
の
用
紙
の
形
態
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

あ
る
程
度
余
分
に
用
紙
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
余
っ
た
紙
で
第
二
冊

を
写
し
て
い
た
が
、
途
中
で
紙
が
切
れ
、
改
め
て
作
成
し
た
際
に
、
用
紙
の
形
態
が

少
し
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
と
め
る
と
、
第
一
冊
→
第
四

冊
→
第
二
冊
（
途
中
で
用
紙
変
更
）
→
第
三
冊
の
順
で
書
き
継
い
で
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
の
が
、
第
二
冊
に
発
生
し
た
項
目
配
列
の
錯
簡
で
あ
る
。

内
閣
本
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
よ
る
と
、五
十
三
オ
の
項
目
「
雲
気
入
天
厠
星
占
」
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の
前
に
、「
雲
気
入
參
宿
占
」「
雲
気
入
玉
井
星
占
」
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両

項
目
が
本
書
第
二
冊
で
は
、
六
十
三
オ
・
ウ
の
第
二
冊
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
項
目
配
列
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
確
か
に
異
な
り

こ
の
点
を
根
拠
と
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点
に

注
目
し
て
管
見
・
比
較
を
し
た
諸
本
（
内
閣
本
・
東
洋
文
庫
本
［
二
種
。
明
抄
本
と

朝
鮮
本
］・
ソ
ウ
ル
大
本
）
で
は
、
こ
の
配
列
―
雲
気
入
參
宿
占
→
雲
気
入
玉
井
星

占
→
雲
気
入
天
厠
星
占
―
は
全
て
同
じ
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

は
基
本
的
に
全
て
の
伝
本
で
こ
の
配
列
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
本
書
で
の
錯

簡
は
、
用
紙
変
更
の
際
に
発
生
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
の
書
写
順
序
が
上
記
の
通
り
だ
と
す
る
と
、
本
書
全
四
冊

は
全
て
同
一
箇
所
に
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
果
た
し
て
、
そ
れ
が
中
国
大

陸
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
朝
鮮
半
島
で
あ
っ
た
の
か
。
筆
者
は
前
者
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。理
由
の
一
つ
は
上
述
し
た
表
紙
の
色
の
相
異
で
あ
る
が
、

も
う
一
つ
は
本
書
が
「
五
つ
目
綴
」
で
あ
る
こ
と
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
寛
政
目
録
」

の
記
述
で
あ
る
。「
寛
政
目
録
」
か
ら
享
保
の
目
録
で
は
本
書
の
名
称
が
「
雲
気
書
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
現
存
し
て
い
る
『
天
文
図
象
玩
占
』
に
は
、
明
確
に
表
紙
上
に
「
天
文

圖
象
玩
占
（
共
四
）」
と
外
題
が
墨
書
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
享

保
目
録
の
筆
録
者
が
現
存
本
書
の
外
題
を
見
て
い
た
ら
、「
雲
気
書
」
と
い
う
名
称

を
目
録
に
付
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
享
保
目
録
作
成
時
に
は
、
本

書
に
は
外
題
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、「
雲
気
書
」
と
い
う
外
題
の
記
さ
れ
た

表
紙
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、「
享
保
目
録
」
作

成
後
か
ら
「
天
明
二
年
目
録
」
が
作
成
さ
れ
た
時
期
ま
で
の
間
に
、
本
書
に
『
天
文

図
象
玩
占
』
と
い
う
名
称
が
外
題
に
加
え
ら
れ
て
、
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
に
、
恐
ら
く
す
で
に
古
く
な
っ
て
い
た
表
紙
が
付
け
替
え
ら

れ
、「
五
つ
目
綴
」
に
改
装
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（2
（

。

　

蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
明
本
を
ラ
ン
ダ
ム
に
取
り
上
げ
て
調
査
し
た
結
果
、
全

て
が
明
本
に
最
も
多
い
形
態
で
あ
る
「
四
つ
目
綴
」
で
あ
っ
た
（
（2
（

。
上
記
で
取
り
上
げ

た
『
史
異
編
』
や
『
祥
異
図
説
』
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
義
直
編
纂
書
で

あ
る
『
神
祇
宝
典
』（
請
求
番
号
一
三
〇
―
一
五
）
や
藩
の
命
令
に
よ
り
編
纂
さ
れ

た
尾
張
国
の
地
誌
で
あ
る
『
尾
張
志
』（
請
求
番
号
一
三
七
―
一
）、
ま
た
蔵
書
目
録

類
の
中
に
も
「
五
つ
目
綴
」
の
も
の
が
あ
る
（
（3
（

。
尾
張
藩
で
作
成
さ
れ
た
書
物
の
中
に

は
、「
五
つ
目
綴
」
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
確
実
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
諸
点
を
総
合
的
に
考
え
て
み
る
と
、
本
書
は
中
国
で
作
成
さ
れ
日
本
に
輸

入
さ
れ
た
明
本
で
あ
り
、
購
入
・
献
上
・
召
上
な
ど
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
初
代

義
直
、
も
し
く
は
二
代
光
友
の
時
代
に
尾
張
徳
川
家
に
持
ち
込
ま
れ
、
し
ば
ら
く
の

間
は
藩
主
の
元
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
多
く
の
明
本
と
同
様
に
「
四
つ
目

綴
」
で
あ
り
、
外
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
「
雲
気
書
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
享
保
六
年
に
本
丸
か
ら
書
庫
に
写
さ
れ
、
こ
の
時
六
冊
本
で
は
な

く
四
冊
本
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
（
（3
（

、
天
明
二
年
の
目
録
作
成
の
頃
ま
で
に
は

表
紙
が
付
け
替
え
ら
れ
、
外
題
に
「
天
文
圖
象
玩
占
」
と
の
表
記
が
付
け
加
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
（3
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
ま
で
で
、
本
書
の
紹
介
と
成
立
・
伝
来
の
問
題
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
本

書
は
彩
色
本
で
あ
り
、
な
お
か
つ
保
存
状
態
も
よ
い
た
め
（
（3
（

、
蓬
左
文
庫
の
展
覧
会
な

ど
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本

稿
の
検
討
で
全
て
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
書
（
特
に
第
一
冊
と

第
四
冊
の
原
『
天
文
図
象
玩
占
』）
が
「
天
下
の
孤
本
」
と
称
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
な
内
容
を
持
つ
、
貴
重
な
書
物
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

最
後
に
一
つ
付
言
し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
所
蔵
さ
れ
る
だ
け
で
、
利
用
さ
れ
た

形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
は
い
え
、
そ
れ
が
必
要
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
の
検
討
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
本
書
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（
1
）　

蓬
左
文
庫
に
つ
い
て
は
『
蓬
左
文
庫
―
歴
史
と
蔵
書
―
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、

二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。

（
2
）　

カ
ッ
コ
付
き
は
上
段
に
図
が
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
項
目
名
・
占
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い

も
の
で
あ
る
。
項
目
名
は
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』（
内
閣
本
）
か
ら
類
推
し
た
。

（
3
）　

馮
錦
榮
「『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
小
考
―
占
星
術
の
対
象
と
な
っ
た
天
体
・
気
象
現
象
を
中

心
に
」（
山
田
慶
兒
・
田
中
淡
編
『
中
國
古
代
科
學
史
論 

續
編
（
天
文
學 

數
學
）』、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
一
年
）。

（
4
）　

前
掲
3
馮
論
文
。

註 関
連
書
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
受
容
・
展
開
の
様
相
が
見

て
取
れ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
書
物
の
流
通
・
流
布
の
多
様
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
「
漢
籍
」（
唐
本
・
朝
鮮
本
）

の
位
置
を
考
え
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
全
体
に
お
け
る
本
書
・
本
書
関
連
本
、
ひ

い
て
は
「
漢
籍
」
全
体
の
位
置
づ
け
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
志
向
さ
せ
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
言
う
な
れ
ば
、
本
書
を
輸
入
し
所
蔵
・
伝
存
し
て
い

く
こ
と
は
、
本
書
を
東
ア
ジ
ア
文
化
と
し
て
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、「
占
い
」「
占
書
」
に
対
す
る
東
ア
ジ
ア
の
認
識
の
問
題
を
考
え
る
契

機
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ

こ
で
ひ
と
ま
ず
こ
の
拙
い
論
を
擱
筆
し
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
全
文
翻
刻
・
図
版
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
図
版
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
宮
内
庁

書
陵
部
の
他
、
国
立
公
文
書
館
・
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
・
上
海
図
書
館
・
ソ
ウ

ル
大
学
奎
章
閣
な
ど
資
料
の
閲
覧
を
快
く
許
可
し
て
下
さ
っ
た
諸
機
関
に
改
め
て
謝

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
佐
々

木
聡
氏
や
様
々
な
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
場
で
ご
教
示
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
5
）　

佐
々
木
聡
「『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
成
立
過
程
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
東
方
宗
教
』

一
二
二
、二
〇
一
三
年
）。

（
6
）　 

筆
者
も
佐
々
木
氏
と
は
別
に
諸
本
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
に
は
、
筆
者
の
実
見
し
た
知
見

も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
念
の
た
め
、
調
査
し
た
諸
本
を
挙
げ
て
お
く
と
、
名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
（
A
︱
b
二
種
）、
国
立
公
文
書
館
（
A
︱
a
、
A
︱
b
、
C
各
一
種
）、
公
益
財
団
法

人
東
洋
文
庫
（
A
︱
a
二
種
、
う
ち
一
種
朝
鮮
本
。
A
︱
b
一
種
。
C
一
種
朝
鮮
本
）、
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
（
A
︱
a
一
種
、
朝
鮮
本
）、
中
国
上
海
図
書
館
（
A
︱
a
二
種
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
大
学
奎
章
閣（
A
︱
a
一
種
、C
二
種
、全
て
朝
鮮
本
）と
な
る
。
記
号
は
本
文
参
照
の
こ
と
。

（
7
）　

な
お
、
現
在
の
残
る
諸
本
に
は
、
多
く
「
洪
煕
元
年
正
月
十
五
日
」
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

（
8
）　

時
折
、
日
本
や
中
国
で
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
思
わ
れ
る
書
物
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
掛
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

（
9
）　

唐
の
李
淳
風
撰
と
言
わ
れ
る
が
、
後
世
の
仮
託
で
あ
る
。

（
10
）　
「
十
余
家
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
と
す
る
他
は
な
い
。

（
11
）　

こ
の
「
朱
文
公
」
は
朱
子
と
は
直
接
関
係
が
な
い
こ
と
が
す
で
に
馮
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
佐
々
木
氏
は
更
に
一
歩
進
め
て
、
金
末
元
初
の
岳
熙
載
の
作
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
12
）　

上
下
二
段
（
上
図
下
文
）
構
成
を
と
る
形
式
は
、
天
文
書
・
占
書
を
例
に
取
る
と
、
古
く
は

馬
王
堆
漢
墓
出
土
帛
書
（
馬
王
堆
帛
書
）
の
「
天
文
気
象
雑
占
」
や
敦
煌
文
書
P
二
五
一
二
「
星

占
残
巻
」
に
も
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
伝
存
し
て
い
る
「
三
家
簿
讃
」（
京
都
府
総
合

資
料
館
蔵
・
若
杉
家
文
書
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
蓬
左
文
庫
も
所
蔵
し
て
い
る
『
大

易
断
例
卜
筮
元
亀
』（
請
求
番
号
一
〇
一
―
一
九
）
は
、
図
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
中

国
に
お
い
て
伝
統
的
な
書
式
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
天
文
書
・
占
書
以
外
で
も
、
敦
煌
文
書
P

二
〇
一
〇
「
観
音
経
図
巻
」、
P
二
六
八
三
「
瑞
応
図
画
巻
」
な
ど
は
、
上
図
（
彩
色
）
下
文

形
式
を
取
っ
て
お
り
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
13
）　

但
し
、
第
一
冊
で
は
四
十
九
ウ
以
降
、
出
典
が
不
明
と
な
る
た
め
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

を
直
接
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
も
あ
る
。

（
14
）　

但
し
、「
御
製
序
」
と
序
文
冒
頭
が
一
紙
で
表
裏
の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
気
に
な
る
。

（
15
）　

尾
張
徳
川
家
の
蔵
書
目
録
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
は
、
杉
浦
豊
治
「
諸
『
御
文
庫
御
書
物

目
録
』
―
自
寛
永
至
天
保
約
二
百
年
間
の
蔵
書
目
録
―
」（
同
『
蓬
左
文
庫
典
籍
樷
録　

駿
河

御
譲
本
』、人
文
科
学
研
究
会
、一
九
七
五
年
）、山
本
祐
子
「
尾
張
藩
『
御
文
庫
』
に
つ
い
て
（
一
）

―
義
直
・
光
友
の
蔵
書
を
中
心
に
―
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
八
、一
九
八
五
年
）、

同
「
尾
張
藩
『
御
文
庫
』
に
つ
い
て
（
二
）
―
蔵
書
目
録
か
ら
み
た
『
御
文
庫
』
の
展
開
―
」

（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
九
、一
九
八
六
年
）、「
尾
張
徳
川
家
の
文
庫
と
蔵
書
目
録
」（
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修
『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
）、

桐
原
千
文
「
蓬
左
文
庫
」（
稲
葉
伸
道
編
『
今
、
開
か
れ
る
文
庫
の
魅
力
』、
名
古
屋
大
学
大
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学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
16
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修
『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
』
第
四
巻
、ゆ
ま
に
書
房
、一
九
九
九
年
。

（
17
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修
『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
』
第
六
巻
、ゆ
ま
に
書
房
、一
九
九
九
年
。

（
18
）　

前
掲
15
山
本
論
文
「
尾
張
藩
『
御
文
庫
』
に
つ
い
て
（
一
）」。

（
19
）　
「
寛
政
目
録
」
で
は
、「
御
時
代
不
詳
御
書
籍
」
に
つ
い
て
「
瑞
龍
院
様
御
代
之
御
書
物
ニ
而

も
可
有
御
座
哉
ニ
奉
存
候
」
と
、
光
友
（
瑞
龍
院
様
）
蒐
集
の
書
物
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し

て
お
り
、
そ
の
推
定
に
よ
る
の
か
『
東
西
御
文
庫
入
記
』（
請
求
番
号
一
四
八
―
九
六
）
で
は
、

本
書
が
寛
政
十
一
年
段
階
で
は
「
瑞
龍
院
様
御
本
」
の
「
北
之
方
三
之
御
棚
」
に
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
な
お
、『
史
異
編
』
は
「
源
敬
様
御
書
物
」
の
「
西
四
之
御
棚
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

な
お
、『
史
異
編
』
に
含
ま
れ
る
も
の
と
は
別
に
蓬
左
文
庫
に
は
『
天
元
玉
暦
祥
異
図
説
』（
請

求
番
号
一
一
九
―
一
八
）
が
現
存
し
、「
天
明
二
年
目
録
」
に
も
「
祥
異
図
説　

唐
本　

二
冊
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　
「
安
永
九
年
目
録
」
に
「
享
保
六
年
丑
十
一
月
御
本
丸
ヨ
リ
出
ル
御
書
物
」
と
あ
る
「
雲
氣
書

　

同
（
写
本
）　

二
部　

六
冊
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て

い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修
『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
』
第
三
巻
、

ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
。

（
22
）　

但
し
、「
写
本
」
と
い
う
記
載
は
、中
国
大
陸
に
お
け
る
写
本
と
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
う
し
た
意
味
で
は
、「
唐
本
」
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　

も
ち
ろ
ん
、
中
国
大
陸
で
製
作
さ
れ
た
も
の
の
中
に
も
「
五
つ
目
綴
」
の
本
は
あ
る
。
但

し
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
伝
本
が
現
在
も
韓
国
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
に
も

多
く
の
朝
鮮
本
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
ら
が
み
な
「
五
つ
目
綴
」
で
あ
る
た
め
、

以
下
で
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
他
に
、
本
書
表
紙
に
は
朝
鮮
本
に
見
ら
れ
る
文
様
が
押
刻
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

（
24
）　

ち
な
み
に
、『
天
文
図
象
玩
占
』
の
名
は
見
え
な
い
。

（
25
）　

金
時
徳「『
唐
四
柱
』試
論
―
中
国
・
日
本
の
文
献
と
の
書
誌
学
的
な
比
較
に
よ
っ
て
―
」（『
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
入
り
占
本
の
国
際
的
比
較
研
究
」
報
告
書
』、
慶
應
義
塾
大
学
戦
略
的
研
究

基
盤
形
成
支
援
事
業
、
二
〇
一
二
年
）。

（
26
）　

藤
本
幸
夫『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
・
集
部
』前
言（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）。

（
27
）　

前
掲
26
藤
本
著
。

（
28
）　

本
文
で
掲
げ
た
「
寛
政
目
録
」
の
『
史
異
編
』
の
項
目
で
「
赤
表
紙
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
改
装
に
あ
た
っ
て
も
同
系
色
を
選
択
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
29
）　

調
査
し
た
の
は
、
以
下
の
諸
本
で
あ
る
。『
観
象
玩
占
』（
請
求
番
号
一
一
〇
―
二
。
明
。
鈔

本
）、『
玉
洞
金
書
霊
課
』（
請
求
番
号
六
二
―
九
六
。
明
。
鈔
本
）、『
重
刻
天
文
秘
畧
』（
請
求

番
号
一
五
六
―
四
五
、
明
［
万
暦
四
十
三
年
序
］、
版
本
）、『
新
鐫
翰
林
評
選
歴
科
四
書
伝
世

輝
珍
程
文
』（
請
求
番
号
一
五
七
―
二
九
、
明
［
万
暦
二
十
五
年
序
］、
版
本
）、『
困
知
記
』（
請

求
番
号
一
六
一
―
四
、
明
［
天
啓
三
年
］、
版
本
）、『
王
門
宗
旨
』（
請
求
番
号
一
五
六
―
七
〇
、

明
［
万
暦
十
三
年
序
］、
版
本
）、『
祝
子
罪
知
録
』（
請
求
番
号
一
六
一
―
七
、
明
［
万
暦
四
十

年
序
］、
版
本
）、『
遜
志
斎
集
』（
請
求
番
号
一
六
九
―
六
、
明
［
万
暦
四
年
重
刊
序
］、
版
本
）、

『
仏
祖
歴
代
通
載
』（
請
求
番
号
一
〇
四
―
三
四
、
明
、
版
本
）、『
新
刻
校
正
古
本
大
字
音
釈
三

国
志
伝
通
俗
演
義
』（
請
求
番
号
一
一
八
―
一
、
明
［
万
暦
中
］、
版
本
）。

（
30
）　
「
禁
中
ヘ
御
借
シ
ノ
御
書
籍
之
覚
」「
慶
安
四
年
御
書
籍
払
帳
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修

『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
）、「
天
明
二
年
目
録
」、『
御

書
籍
目
録
（
寛
保
三
年
改
）』（
請
求
番
号
一
四
八
―
四
三
）。

（
31
）　

作
成
時
に
四
冊
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
か
（
つ
ま
り
、
原
『
天
文
図
象
玩
占
』
と
は
別
に
、

本
書
第
二
冊
・
第
三
冊
部
分
が
作
成
さ
れ
た
か
）
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
に
入
っ
て
き
た

と
き
に
は
四
冊
本
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
32
）　

残
念
な
が
ら
現
在
の
状
態
で
は
改
装
し
た
の
か
ど
う
か
の
形
跡
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、
本
書
が
朝
鮮
本
で
あ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
完
全

に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
書
を
実
見
す
る
と
、
第
一
冊
だ
け
紙
が
少
し
黄

ば
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
が
作
成
当
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
伝

来
以
降
に
傷
ん
だ
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
も
し
、
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
一
冊

の
傷
み
に
よ
り
、
表
紙
が
付
け
替
え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
一

冊
に
不
自
然
な
穴
が
空
い
て
い
る
。
真
ん
中
の
綴
じ
目
（
五
つ
目
の
う
ち
の
三
番
目
）
の
や

や
左
上
に
そ
の
穴
は
あ
り
、
そ
の
穴
は
「
歯
足
倶
見
」（
十
九
ウ
）
ま
で
続
い
て
い
る
。
恐
ら

く
こ
れ
は
、
綴
じ
目
を
つ
け
よ
う
と
し
た
痕
で
あ
り
、
通
常
よ
り
も
中
よ
り
に
開
け
て
し
ま
っ

た
た
め
、
図
案
の
部
分
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
こ
こ
で
の
綴
じ
を
諦
め
た
痕
な
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
改
装
の
証
拠
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
付
言
し
て
お
く
。

（
33
）　

現
在
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
）、
保
存
状
態
に
問
題
が
あ
り
、
原
則
原
本
閲
覧
不
可
と
な
っ

て
い
る
。
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附
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
天
文
図
象
玩
占
』
全
文
翻
刻

【
凡
例
】

・
下
文
の
占
文
の
み
を
翻
刻
し
た
。

・
文
字
は
基
本
的
に
底
本
に
忠
実
に
示
し
て
い
る
が
、
異
体
字
は
任
意
に
直
し
た
。

・
句
読
点
は
筆
者
が
任
意
に
付
し
た
。

【
第
一
冊
】

（
外
題
）
天
文
圖
象
玩
占　

共
四

（
見
返
）
此
巻
前
後
共
五
十
五
葉

（
一
オ
）
御
製
序

在
天
之
五
行
、
在
人
為
五
事
。
五
事
脩
則
休
徴
應
、
失
則
咎
徴
應
。
天
人
感
應
之
機

神
矣
。
惟
天
心
仁
愛
人
君
、
常
示
變
以
警
之
。
惟
君
明
必
敬
天
子
所
、
示
警
、
皆
有

愓
厲
修
省
之
誠
、
未
嘗
忽
也
。
此
編
明
于
天
人
之
際
審
矣
。
朕
嗣
承
天
序
、
祇
若
天

道
。
動
静
云
為
、
恒
慎
諸
此
。
股
肱
大
臣
與
國
同
休
戚
相
均
。
今
各
以
戒
、
非
惟
使

達
夫
吉
凶
之
機
、
亦
庶
幾
爕
理
之
助
云
。

序
終

（
一
ウ
）
天
文
圖
象
玩
占

日
為
太
陽
之
精
、
光
明
盛
實
而
當
盈
、
布
照
四
方
君
之
象
也
。
洪
範
傳
曰
、
日
者
天

之
象
也
。
君
父
夫
兄
之
類
、中
國
之
應
。
有
周
礼
十
輝
之
象
。
皆
見
太
陽
之
旁
。
侵
・

象
・
觹
・
監
・
闇
・
瞢
・
弥
・
序
・
隮
・
想
。

祲
氣
、
侵
淫
相
侵
。
祲
者
陰
陽
五
色
之
氣
。
浸
淫
相
侵
、
抱
珥
皆
玦
之
、
属
虹
西
短
、

皆
為
侵
。

象
氣
、
成
其
形
象
。
象
者
雲
成
形
象
、
如
赤
鳥
夾
日
以
飛
之
類
。

觹
、
如
童
子
所
佩
之
觹
。
々
者
日
旁
氣
刺
日
、
形
如
童
子
所
佩
之
觹
。

監
、
乃
雲
氣
臨
日
上
。
監
者
雲
氣
在
于
日
上
。

闇
者
、
日
月
食
之
而
日
或
脱
光
。
闇
者
日
月
食
之
、
或
脱
光
。

（
二
オ
）

瞢
、
則
日
無
光
而
瞢
。
瞢
昏
暗
、
瞢
者
瞢
、
々
不
光
明
也
。

弥
、
謂
白
虹
貫
日
而
弥
天
。
弥
者
白
虹
弥
天
而
貫
日
。

序
、
謂
冠
珥
重
叠
而
相
向
。
序
者
氣
如
山
而
在
日
上
。
又
云
、
冠
珥
皆
璚
重
叠
次
序

于
日
旁
。

隮
、
暈
虹
而
朝
隮
于
西
。
隮
者
雲
氣
也
。
或
曰
、
虹
詩
所
謂
朝
隮
于
西
是
也
。

想
、
思
想
而
似
如
何
状
。
想
謂
氣
五
色
有
形
象
。
青
飢
、
赤
兵
、
白
喪
、
黒
憂
、
黄

熟
。
或
曰
、
想
者
思
也
。
赤
氣
為
人
狩
之
、
形
可
想
而
知
其
吉
凶
。

會
輯
書
目
及
各
家
占
在
于
下
巻
之
終

（
二
ウ
）
天
文
圖
象
玩
占
目
録

日
之
瑞
應
一
十
一
占

　

日
之
應
氣　

瑞
異　

祥
光　

燭
耀　

熒
煌　

二
慧　

重
光　

黄
氣　

青
雲　

龍
鳳

抱
日　

黄
人
守
日

日
之
凶
變
二
十
四
占

黒
氣
蔽
塞　

過
中
光
暗　

日
未
入
無
光　

日
已
出
光
暗　

色
赤
如
赭　

色
赤
如
血　

無
雲
光
暗　

雲
尽
赤
無
光　

平
分
再
出
再
没　

日
消
小

（
三
オ
）

日
隕
至
地　

日
闘　

星
月
晝
見　

飛
星
犯
日　

妖
日
宵
出　

衆
日
並
出　

當
晝
明

暗　

日
中
黒
氣　

齒
足
倶
見　

日
月
並
出　

日
氣
黒
色　

日
氣
青
色　

日
氣
色
黄　

日
氣
色
黒

日
旁
異
氣
三
十
六
占

青
龍
守
日　

黒
氣
如
人　

赤
雲
如
輪　

雲
如
虎
躅　

氣
如
冬
株　

如
人
持
牽　

青

氣
如
馬　

氣
青
如
鷄　

氣
似
斧
鉞　

青
氣
如
杵　

赤
氣
如
血　

氣
如
席
布　

赤
氣

如
牛　

青
氣
如
人　

雲
氣
如
車　

青
氣
占　

氣
如
人
頭　

直
氣
占　

交
氣
占　

黒

雲
貫
日

（
三
ウ
）

　

氣
如
死
蛇　

氣
如
二
鳥　

氣
如
龍
形　

氣
如
旗　

雲
氣
如
箒　

白
氣
扶
日　

赤
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氣
如
三
島　

赤
雲
如
鷄　

雲
氣
如
箭　

雲
氣
如
交
蛇　

曲
雲
向
日　

氣
青
黄
赤
白　

氣
如
蛇　

赤
雲
在
上　

氣
雲
交
貫　

雲
氣
如
蛇
交
貫

日
旁
雜
氣
一
十
八
占

左
右
抱
氣　

左
右
背
氣　

両
珥
占　

直
氣　

三
珥　

四
珥
占　

交
氣　

玦
氣　

格

氣　

紐
氣　

纓
氣　

戴
氣　

承
氣　

冠
氣　

負
氣　

履
氣　

戟
氣　

捉
氣

暈
珥
一
十
三
占

（
四
オ
）
＊
空
白

（
四
ウ
）

半
暈
両
珥　

半
暈
向
上
両
珥　

半
暈
重
半
暈　

重
半
暈
下
珥　

上
下
連
環
四
珥　

日
暈
連
環
四
珥　

暈
不
合
珥　

重
半
暈
珥　

左
上
角
珥　

右
下
角
珥　

日
上
重
々

半
暈
珥　

日
下
重
半
暈
珥

天
文
圖
象
玩
占
目
録
畢

（
五
オ
）
日
之
應
氣　

洪
範
傳
曰
、
日
者
天
子
之
象
也
。
君
父
夫
兄
之
類
、
中
国
之
應
。
乾
坤
寶
典
曰
、
光

明
外
發
、
魄
體
内
全
、
匿
精
揚
輝
、
圓
而
常
満
、
此
人
君
之
徳
也
。
晝
夜
有
節
、
循

度
有
常
、
春
生
夏
養
、
秋
収
冬
殺
、
人
君
之
政
也
。

（
五
ウ
）
瑞
異

宋
志
曰
、
君
徳
應
于
天
、
上
下
和
平
、
則
舎
王
字
。
日
中
有
王
字
也
。

（
六
オ
）
祥
光

宋
志
曰
、
人
君
徳
政
皆
徳
、
則
色
精
明
揚
光
、
光
異
于
常
光
也
。

（
六
ウ
）
燭
耀

宋
志
曰
、
聖
人
在
上
、
群
賢
履
職
、
乗
土
徳
旺
、
其
政
太
平
、
則
五
色
。
其
五
行
之

色
備
具
、
燭
耀
不
主
于
一
也
。
京
房
曰
、
聖
人
在
上
、
寅
亮
天
工
、
則
日
之
光
明
五

色
備
具
。

（
七
オ
）
熒
煌

宋
志
曰
、
人
君
有
徳
、
天
下
大
豊
、
則
有
彗
。
々
者
光
芒
出
如
彗
四
出
也
。

（
七
ウ
）
二
彗

宋
志
曰
、
天
下
大
慶
、
一
歳
再
赦
、
則
有
二
彗
。

（
八
オ
）
重
光

宋
志
曰
、
有
封
禅
之
慶
、
則
重
。
々
有
光
而
其
外
一
重
赤
、
是
謂
重
光
也
。

（
八
ウ
）
黄
氣

宋
志
曰
、
人
君
宮
中
有
喜
、
則
其
上
有
黄
氣
潤
澤
也
。

（
九
オ
）
青
雲

宋
志
曰
、
擧
賢
良
于
國
、
則
有
青
雲
潤
澤
于
西
北
。

（
九
ウ
）
龍
鳳
抱
日　

宋
志
曰
、
君
聖
臣
賢
、
天
下
順
心
、
則
氣
如
龍
鳳
亀
鶴
形
、
圓
而
抱
之
也
。

（
十
オ
）
黄
人
守
日

宋
志
曰
、
外
國
入
貢
、
則
有
二
黄
人
守
之
。

（
十
ウ
）
黒
氣
蔽
塞

宋
志
曰
、
日
火
不
明
、
上
下
蔽
塞
、
群
臣
恣
而
専
刑
。

（
十
一
オ
）
過
中
光
暗

宋
志
曰
、
日
過
中
時
無
光
、
徳
政
不
明
也
。
臣
擅
専
權
。

（
十
一
ウ
）
日
未
入
無
光

宋
志
曰
、日
入
亭
、々
無
光
、曰
、日
死
。
又
曰
、朔
日
紫
色
、占
、為
喪
、為
侯
王
死
。

（
十
二
オ
）
日
已
出
光
暗

宋
志
曰
、
日
出
兩
竿
亭
、
々
無
光
、
曰
、
日
病
。
又
曰
、
黄
色
無
光
占
、
為
侯
王
病
。

（
十
二
ウ
）
色
赤
如
赭

宋
志
曰
、
日
赤
如
火
光
、
或
如
赭
色
、
大
将
戦
死
。
武
密
占
曰
、
主
負
于
臣
、
百
姓

怨
、
而
天
下
旱
。

（
十
三
オ
）
色
赤
如
血

宋
志
曰
、
日
赤
如
血
、
其
下
有
喪
、
及
叛
、
國
乱
、
灾
癘
、
盗
賊
並
起
。

（
十
三
ウ
）
無
雲
光
暗

宋
志
曰
、
日
當
晝
無
雲
而
光
暗
、
是
謂
晝
昏
。
陰
反
陽
。
臣
叛
君
、
奸
臣
盛
。
法
令

不
行
。
又
、
為
殺
戮
死
亡
之
兆
。
若
雜
以
殺
氣
寒
濁
者
、
大
咎
。
其
下
分
土
三
日
内
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有
雨
、
不
占
。

（
十
四
オ
）
雲
尽
赤
無
光

宋
志
曰
、
天
下
雲
盡
赤
、
日
色
無
光
者
、
有
兵
。

（
十
四
ウ
）
中
分
再
出
再
没

宋
志
曰
、
日
中
分
、
或
出
非
其
所
、
再
出
再
没
生
、
其
下
亡
土
。

（
十
五
オ
）
日
消
小
日
中
鳥
燕
見

宋
志
曰
、
日
消
小
、
其
下
君
長
凶
。
開
元
占
曰
、
消
小
、
則
奪
威
勢
也
。
日
中
鳥
見
、

主
不
明
為
政
亂
。
國
有
白
衣
會
、
将
軍
出
旗
旌
擧
一
去
、
其
下
國
分
凶
。
若
出
軍
遇

之
、
将
軍
敗
亡
。
日
中
見
飛
燕
、
其
下
君
長
凶
。

（
十
五
ウ
）
日
隕
至
地　

宋
志
曰
、
日
隕
至
地
、
其
下
失
政
。
古
今
占
曰
、
日
隕
于
地
、
天
下
鼎
立
也
。
又
曰
、

鼎
有
三
足
、
日
隕
于
地
、
有
三
主
争
立
天
下
。
三
者
数
之
極
也
。
故
言
天
下
鼎
立
也
。

（
十
六
オ
）
日
闘

宋
志
曰
、日
闘
者
、別
有
假
象
。
共
日
體
相
凌
、離
而
復
合
、合
而
復
離
日
、為
失
光
、

乍
明
乍
暗
。
或
鳥
體
倶
見
、
在
于
食
時
之
前
、
晡
晩
以
後
者
、
為
日
闘
。
々
者
、
兩

競
之
象
、
天
子
悪
之
。
夷
狄
兵
盗
賊
倶
起
。
乙
巳
占
曰
、
日
中
鳥
不
見
、
不
謂
之
闘
。

（
十
六
ウ
）
日
月
晝
見

宋
志
曰
、
月
與
大
星
並
晝
見
、
是
謂
争
明
。
大
国
弱
小
国
強
、
有
立
侯
王
。
日
無
光

而
星
明
有
光
者
、
国
邑
天
子
不
能
制
。

（
十
七
オ
）
飛
流
犯
日
〈
飛
星
自
上
而
下
、
流
星
自
下
而
上
〉

宋
志
曰
、
飛
星
流
星
犯
日
、
若
日
映
而
赤
色
向
日
而
流
者
、
天
子
改
政
、
國
不
安
、

而
民
流
、
土
荒
。
翳
日
、
王
者
惡
之
。
映
日
前
鋭
後
方
、
下
有
反
當
臣
、
宮
室
不
安
、

天
下
振
動
。
若
日
無
光
、
民
疫
死
。

（
十
七
ウ
）
妖
星
宵
出

宋
志
曰
、
日
夜
出
、
名
日
陰
明
、
天
下
兵
起
、
臣
下
陵
上
、
洪
水
流
行
。
日
月
並
夜

見
者
、
天
下
分
乱
。
尚
書
金
櫃
曰
、
日
夜
出
、
綱
紀
絶
滅
、
大
臣
専
權
。
威
權
奪
。

無
救
、
則
大
臣
弑
其
主
、
奪
共
邦
、
其
救
也
。
親
仁
賢
退
、
驕
臣
慎
、
四
時
布
恩
恵
、

赦
天
下
、則
日
夜
出
、不
為
傷
也
。
開
元
占
曰
、五
留
大
乱
、天
命
殛
之
、妖
星
宵
出
。

（
十
八
オ
）
衆
日
並
出

宋
志
曰
、兩
日
並
出
、天
下
用
兵
、無
道
者
亡
。
又
曰
、是
謂
陽
明
。
假
主
抗
衡
、並
争
、

則
其
下
國
乱
。
三
日
並
不
過
三
旬
、
諸
侯
争
。
衆
日
並
出
、
天
下
分
。
若
兩
軍
相
當
、

数
日
並
出
。
衆
日
者
、
其
象
似
日
而
非
日
也
。
淮
南
子
、
尭
之
時
、
十
日
出
、
焦
禾

稼
草
木
而
民
無
所
食
。
尭
乃
使
羿
射
十
日
、
九
鳥
皆
死
墜
其
翼
。

（
十
八
ウ
）
當
晝
明
晦

宋
志
曰
、日
昼
昬
行
人
無
影
、到
暮
不
止
者
、為
刑
急
。
又
曰
、不
出
一
年
、有
大
水
。

昼
昬
而
群
鳥
鳴
、
失
政
分
土
。
洪
範
傳
曰
、
日
正
晝
而
暗
晦
者
、
陰
反
為
陽
、
而
臣

反
制
君
也
。

（
十
九
オ
）
日
中
黒
氣

宋
志
曰
、
日
中
黒
子
者
、
察
天
不
順
之
異
也
。
黒
氣
者
、
亦
、
為
日
薄
。
皆
陰
也
。

若
乍
三
乍
五
、
則
臣
有
謀
。
又
曰
、
臣
蔽
主
、
不
明
所
致
也
。
黒
子
若
黒
氣
、
乍
三

乍
五
、
臣
謀
。
君
為
乱
爵
賞
不
平
。
太
公
曰
、
日
中
有
氣
、
若
一
若
二
至
四
五
者
、

教
令
不
明
。
三
宮
、
為
乱
爵
賞
不
平
。

（
十
九
ウ
）
齒
足
倶
見

宋
志
曰
、
雲
間
日
影
屬
地
者
、
為
足
。
赤
者
、
有
擧
兵
。
白
者
、
有
敗
将
破
軍
。
日

有
齒
足
、
其
下
叛
。
春
秋
感
精
符
曰
、
夷
狄
並
侵
、
戦
用
将
、
則
日
垂
擧
足
。

（
二
十
オ
）
日
月
並
出

宋
志
曰
、
日
月
並
出
、
國
分
、
兵
起
。
若
相
去
尺
寸
、
臣
叛
而
謀
上
。
又
曰
、
日
月

並
照
、
日
光
不
盛
、
月
獨
盛
、
皆
為
后
妃
擅
權
。
又
曰
、
日
月
並
晝
見
、
起
兵
臣
叛
。

洪
範
傳
曰
、
越
國
之
亡
也
。
日
月
並
出
、
其
後
越
滅
、
臣
欺
其
君
、
夷
狄
侵
中
國
也
。

（
二
十
ウ
）
赤
色
占

宋
志
曰
、
日
之
色
赤
、
則
無
智
。
京
房
曰
、
發
號
施
令
、
動
害
百
姓
、
日
應
之
而
赤
。

（
二
十
一
オ
）
青
色
占

宋
志
曰
、日
之
色
青
白
、則
君
弱
。
京
房
曰
、人
君
軟
弱
、海
内
皆
貧
、則
日
色
青
而
白
。

（
二
十
一
ウ
）
黄
色
占
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宋
志
曰
、
日
之
色
黄
、
君
聞
善
不
與
。
京
房
曰
、
賢
者
之
言
、
行
之
而
蔽
其
人
、
有

其
美
、
以
自
揚
厥
異
、
色
黄
。

（
二
十
二
オ
）
黒
色
占

宋
志
曰
、
日
之
色
黒
、
則
君
悪
見
于
民
。
京
房
曰
、
臣
不
能
進
、
見
于
君
、
怨
悪
百

姓
、
則
日
黒
。

（
二
十
二
ウ
）
青
龍
守
日

宋
志
曰
、黒
氣
如
龍
銜
日
、有
叛
臣
。
若
色
青
而
守
日
、臣
有
謀
。
亦
、戒
酒
膳
。
扶
日
、

亦
如
之
也
。

（
二
十
三
オ
）
黒
氣
如
人

宋
志
曰
、
日
中
有
雲
如
人
、
或
黒
氣
如
人
、
臥
背
、
若
在
傍
者
、
皆
為
叛
臣
。

（
二
十
三
ウ
）
赤
雲
如
輪

宋
志
曰
、
赤
雲
扶
日
、
或
曲
如
輪
在
日
傍
、
名
曰
提
。
皆
為
兵
起
、
失
地
。

（
二
十
四
オ
）
雲
如
虎
躅

宋
志
曰
、
雲
如
虎
躅
在
日
下
者
、
大
将
叛
。

（
二
十
四
ウ
）
氣
如
冬
株

宋
志
曰
、
氣
如
冬
株
在
日
傍
、
兵
起
、
客
勝
。
一
曰
、
冬
株
、
又
曰
、
冬
樹
。

（
二
十
五
オ
）
如
人
持
牽

宋
志
曰
、
如
人
所
持
如
人
牽
在
日
下
者
、
其
下
臣
叛
。

（
二
十
五
ウ
）
青
氣
如
馬

宋
志
曰
、
雲
如
青
馬
向
日
下
者
、
或
兩
青
鳥
相
向
在
日
下
者
、
人
主
有
憂
。

（
二
十
六
オ
）
氣
如
青
鷄

宋
志
曰
、
氣
如
青
鷄
相
向
日
下
者
、
人
主
有
憂
。

（
二
十
六
ウ
）
氣
如
斧
鉞

宋
志
曰
、
如
斧
鉞
在
日
側
旁
者
、
君
憂
。

（
二
十
七
オ
）
赤
氣
如
杵

宋
志
曰
、赤
雲
氣
如
杵
截
日
、萬
人
死
。
又
曰
、雲
如
杵
長
丈
餘
、来
衝
者
、君
悪
之
。

（
二
十
七
ウ
）
赤
氣
如
血

宋
志
曰
、
赤
氣
覆
日
如
血
光
者
、
大
旱
、
民
流
千
里
。

（
二
十
八
オ
）
氣
如
布
席

宋
志
曰
、氣
如
布
席
掩
日
、両
軍
相
當
、其
下
大
戦
。
若
色
白
在
日
傍
、尤
甚
萬
人
死
。

（
二
十
八
ウ
）
赤
氣
如
牛

宋
志
曰
、
赤
氣
如
牛
守
日
、
其
下
有
兵
。
色
赤
扶
日
、
亦
如
之
。

（
二
十
九
オ
）
青
氣
如
人

宋
志
曰
、
青
氣
如
人
垂
衣
在
日
下
、
為
天
子
之
氣
。

（
二
十
九
ウ
）
雲
氣
如
車

宋
志
曰
、
日
始
出
有
雲
如
車
蓋
、
則
必
雨
也
。

（
三
十
オ
）
青
氣
占

宋
志
曰
、
青
氣
在
日
上
下
者
、
吉
。
可
出
軍
。

（
三
十
ウ
）
黒
雲
貫
日

宋
志
曰
、
日
出
、
及
日
欲
入
黒
雲
横
貫
之
、
不
出
三
日
、
有
暴
雨
。
日
始
出
而
隔
、

其
下
有
兵
、
有
雨
、
則
解
之
。

（
三
十
一
オ
）
直
氣

宋
志
曰
、
日
傍
有
氣
直
立
、
或
貫
日
者
、
宮
中
有
争
闘
之
事
。

（
三
十
一
ウ
）
交
氣

宋
志
曰
、
氣
如
交
蛇
在
于
日
旁
者
、
其
下
有
賊
遊
之
。

（
三
十
二
オ
）
氣
如
人
頭　
　
　

宋
志
曰
、
氣
如
人
頭
旌
旗
在
日
旁
、
為
兵
戦
。
甘
徳
曰
、
日
傍
氣
如
人
頭
、
流
血
之

象
。
乾
象
新
書
曰
、
日
旁
氣
如
旌
旗
者
、
有
兵
流
血
。

（
三
十
二
ウ
）
氣
如
死
蛇

宋
志
曰
、
赤
氣
死
蛇
在
于
日
下
者
、
大
飢
疫
。

（
三
十
三
オ
）
氣
如
二
鳥

宋
志
曰
、
赤
雲
如
鳥
夾
日
而
飛
、
主
君
憂
。

（
三
十
三
ウ
）
雲
氣
如
龍

宋
志
曰
、
雲
如
龍
在
于
日
上
下
、
主
有
風
雨
之
候
。
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（
三
十
四
オ
）
氣
如
旗

乾
象
新
書
曰
、
日
旁
氣
如
旌
旗
、
有
兵
流
血
。

（
三
十
四
ウ
）
雲
氣
如
箒

宋
志
曰
、
赤
雲
如
箒
夾
日
、
或
両
頭
鋭
在
日
旁
、
其
下
不
利
先
擧
兵
。

（
三
十
五
オ
）
白
氣
扶
日

宋
志
曰
、
白
雲
廣
二
尺
在
日
左
右
、
其
分
、
兵
起
、
國
憂
也
。

（
三
十
五
ウ
）
赤
氣
如
三
鳥

宋
志
曰
、
赤
雲
如
三
鳥
啄
日
者
、
必
有
兵
起
。

（
三
十
六
オ
）
赤
雲
如
鷄

宋
志
曰
、
赤
雲
如
雄
鷄
在
于
日
上
、
不
出
三
月
、
兵
喪
。

（
三
十
六
ウ
）
雲
氣
如
箭

宋
志
曰
、
氣
如
箭
外
内
于
日
下
者
、
不
出
三
月
、
兵
出
。
又
曰
、
三
年
。

（
三
十
七
オ
）
氣
如
虎

乾
坤
寶
典
曰
、
日
旁
氣
如
伏
虎
守
日
、
大
将
謀
乱
也
。

（
三
十
七
ウ
）
曲
雲
向
日

宋
志
曰
、
赤
雲
曲
向
日
、
不
出
三
日
、
有
自
立
侯
王
。

（
三
十
八
オ
）
氣
青
黄
赤
白

宋
志
曰
、
赤
白
青
黄
氣
刺
日
、
其
分
、
有
兵
喪
。

（
三
十
八
ウ
）
雲
似
虹

宋
志
曰
、
赤
雲
如
虹
與
日
倶
出
、
所
歸
國
分
、
有
兵
憂
。

（
三
十
九
オ
）
赤
雲
在
上

宋
志
曰
、
日
未
出
而
有
赤
雲
見
于
日
上
、
君
側
有
佞
臣
。

（
三
十
九
ウ
）
雲
氣
交
貫

宋
志
曰
、
氣
相
穿
貫
于
日
傍
者
、
将
不
和
、
有
背
主
者
。
白
、
則
其
下
君
長
凶
。

（
四
十
オ
）
雲
氣
如
蛇

宋
志
曰
、雲
如
蛇
貫
日
、青
、則
疫
五
穀
傷
。
赤
、則
有
叛
。
黄
、乃
為
之
交
兵
。
白
、

為
起
兵
。
黒
、
則
多
雨
。

（
四
十
ウ
）
左
右
抱
氣

宋
志
曰
、
氣
黄
曲
向
日
、
為
抱
。
當
有
子
孫
喜
。
臣
下
忠
。
鄰
國
来
降
。
晋
志
、
日

旁
氣
如
半
環
向
日
、
為
抱
。
乙
巳
曰
、
若
兩
軍
相
當
、
則
為
和
解
也
。

（
四
十
一
オ
）
左
右
背
氣

宋
志
曰
、
形
曲
向
外
、
則
為
背
。
々
叛
乖
逆
之
象
。
示
其
下
有
反
者
。
天
文
録
曰
、

氣
大
者
、
為
背
。
小
者
、
為
玦
。

（
四
十
一
ウ
）
一
珥

宋
志
曰
、一
珥
有
氣
在
日
旁
、為
喜
。
両
軍
相
當
、欲
和
解
所
在
分
、無
軍
為
拜
将
也
。

　

両
珥

宋
志
曰
、
両
珥
者
、
氣
圓
小
而
在
日
左
右
、
主
壽
考
。
珥
常
扶
日
、
如
民
不
失
天
常
。

王
朔
曰
、
日
珥
等
、
両
軍
相
當
、
無
相
柰
何
也
。

（
四
十
二
オ
）
直
氣

宋
志
曰
、
長
丈
餘
直
立
者
、
旁
為
直
氣
、
則
下
有
自
立
者
。
乙
巳
占
曰
、
其
分
有
自

立
王
者
。

（
四
十
二
ウ
）
三
珥

宋
志
曰
、
三
珥
、
其
色
黄
白
、
女
后
有
喜
。
黄
、
喜
。
白
、
喪
。
赤
、
兵
。
青
、
疾
。

黒
、
水
。

（
四
十
三
オ
）
四
珥

宋
志
曰
、
四
珥
、
天
子
有
子
孫
之
慶
。
或
立
王
。
京
房
曰
、
日
朝
五
珥
、
國
憂
、
兵

起
。
多
珥
、
必
有
大
咎
。
甘
氏
曰
、
日
有
六
珥
、
命
曰
大
提
。
其
分
有
喪
。

（
四
十
三
ウ
）
交
氣

宋
志
曰
、
状
類
両
直
相
交
淫
悖
、
亂
之
象
。
乙
巳
占
曰
、
人
主
有
悖
之
行
、
則
有
此

氣
。
開
元
占
曰
、
交
者
青
赤
如
暈
状
、
或
如
合
背
、
或
正
直
交
者
、
交
也
。
両
氣
相

交
也
。
或
相
貫
穿
、
或
相
悖
交
。
主
内
亂
。
軍
中
不
和
所
致
也
。

（
四
十
四
オ
）
玦
氣

宋
志
曰
、
形
似
背
中
有
肢
骵
類
山
字
、
則
為
玦
。
見
、
則
君
不
和
、
上
下
玦
傷
。
天

文
録
曰
、
氣
小
者
、
為
玦
。
大
者
、
為
背
。
乙
巳
占
曰
、
両
軍
相
當
所
臨
者
、
敗
軍
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必
戦
。

（
四
十
四
ウ
）
直
格
氣

宋
志
曰
、
氣
青
赤
横
在
日
上
下
者
、
為
格
。
格
闘
之
象
也
。

（
四
十
五
オ
）
紐
氣

宋
志
曰
、
氣
小
而
圓
一
二
在
日
下
左
右
、
為
紐
氣
。
又
云
、
曲
双
垂
背
、
為
紐
。
々

氣
者
、
喜
氣
也
。
乾
坤
寶
典
曰
、
人
君
将
有
紐
、
女
寵
進
幸
之
象
也
。

（
四
十
五
ウ
）
纓
氣

宋
志
曰
、
氣
小
在
日
下
而
曲
向
上
者
、
為
纓
氣
。
淂
地
喜
也
。

（
四
十
六
オ
）
戴
氣

宋
志
曰
、
氣
横
在
日
上
形
直
而
其
上
徴
起
者
、
為
戴
。
々
者
、
徳
也
。
推
戴
福
佑
之

象
。
主
國
有
喜
。
人
君
徳
至
于
天
、
則
有
之
。
古
今
占
曰
、
小
降
曲
而
曰
戴
。
天
文

録
曰
、
氣
在
日
上
、
大
曰
戴
、
小
曰
冠
。
所
臨
之
分
當
、
主
進
爵
、
分
立
侯
王
。
鮮

明
黄
潤
、
為
吉
。
純
青
白
黒
、
為
凶
。

（
四
十
六
ウ
）
承
氣

宋
志
曰
、
氣
小
如
半
暈
状
在
日
下
、
為
臣
承
君
也
。
又
曰
、
日
下
有
黄
氣
三
重
。
若

抱
名
曰
、
承
福
。
人
君
有
喜
、
且
淂
地
。
乾
坤
寶
典
曰
、
君
臣
相
承
、
主
有
喜
也
。

又
曰
、
日
下
有
氣
承
之
、
不
出
其
年
、
将
帥
有
攻
城
、
淂
地
之
喜
也
。

（
四
十
七
オ
）
冠
氣

宋
志
曰
、
氣
抱
在
日
上
者
、
為
冠
氣
。
主
冠
帯
之
象
。
當
主
王
侯
封
建
親
戚
、
國
當

有
喜
。
天
文
録
曰
、
氣
小
者
、
為
冠
。

（
四
十
七
ウ
）
負
氣

宋
志
曰
、
氣
小
如
半
暈
状
在
日
上
、
為
負
氣
。
為
淂
地
之
喜
。
又
曰
、
未
出
而
日
上
、

有
黄
氣
如
半
暈
、
人
君
有
徳
。

（
四
十
八
オ
）
履
氣

宋
志
曰
、
氣
如
履
、
或
直
立
在
日
下
、
皆
為
履
氣
。
主
内
外
安
寧
。

（
四
十
八
ウ
）
戟
氣

宋
志
曰
、
長
而
斜
倚
日
旁
、
則
為
戟
。
戈
戟
相
傷
。

（
四
十
九
オ
）
提
氣

宋
志
曰
、
氣
如
赤
雲
類
珥
而
長
、
為
提
氣
。
有
兵
亡
。
晋
志
曰
、
氣
形
三
角
在
日
四

旁
、
為
提
。
一
曰
、
日
旁
氣
如
車
輪
、
亦
、
主
兵
興
。

（
四
十
九
ウ
）
半
暈
両
珥

宋
志
曰
、
主
有
大
風
雨
。
七
日
無
風
雨
、
海
中
兵
起
。

（
五
十
オ
）
半
暈
向
上
及
両
珥

主
有
大
風
急
。
無
風
雨
、
則
有
兵
起
。

（
五
十
ウ
）
上
重
半
暈
及
両
珥

主
有
風
雨
。
無
、
則
兵
亦
興
之
。

（
五
十
一
オ
）
下
重
半
暈
珥

主
有
大
風
雨
。
無
、
則
主
有
暴
兵
。

（
五
十
一
ウ
）
上
下
連
環
四
珥

主
有
喜
。
亦
、
主
南
北
有
兵
。
日
暈
四
珥
鮮
明
、
亦
、
同
占
之
。

（
五
十
二
オ
）
日
暈
東
西
連
環
四
珥

主
東
西
兵
起
。
亦
、
主
喜
也
。

（
五
十
二
ウ
）
上
重
半
暈
珥

主
天
下
有
大
風
雨
。
無
風
雨
、
則
有
北
軍
大
戦
。

（
五
十
三
オ
）
下
重
半
暈
珥

主
天
下
有
大
風
雨
。
無
、
則
主
有
南
軍
大
戦
。
三
日
内
有
風
雨
、
則
解
之
。

（
五
十
三
ウ
）
暈
不
合
珥

主
有
大
風
雨
。
無
風
雨
、
主
有
海
中
兵
起
、
則
乱
。

（
五
十
四
オ
）
重
半
暈
珥

主
有
大
兵
。
三
日
内
有
風
雨
、
則
解
之
。
若
大
戦
軍
勝
。

（
五
十
四
ウ
）
左
上
角
珥

主
東
北
方
軍
勝
戦
之
、
則
吉
。

　

右
上
角
珥

主
西
北
方
軍
勝
戦
之
、
則
吉
。
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下
珥

主
南
軍
勝
戦
之
、
則
吉
。
此
為
三
占
非
一
象
之
占
。

（
五
十
五
オ
）
左
下
角
珥

主
東
南
方
軍
勝
戦
之
、
則
吉
。

　

右
下
角
珥

主
西
南
方
軍
勝
戦
之
、
則
吉
。

　

上
珥

主
北
方
軍
戦
勝
。
此
為
三
占
非
一
象
之
占
。

（
五
十
五
ウ
）
四
珥

宋
志
曰
、
四
珥
、
天
子
有
喜
、
有
子
孫
之
慶
、
或
立
王
。
京
房
曰
、
日
朝
五
珥
、
國

憂
、
兵
起
。
多
珥
、
必
有
大
咎
。
甘
氏
曰
、
日
有
六
珥
、
命
曰
大
提
。
其
分
有
喪
。

【
第
二
冊
】

（
外
題
）
天
文
圖
象
玩
占　

共
四

（
一
オ
・
遊
紙
）
箱
三
百
二
番　

冩
本　
　

天
文
圖
象
玩
占
四
冊

（
一
ウ
・
遊
紙
）
六
十
一
頁

（
二
オ
）
雲
氣
入
紫
薇
垣
占

荊
州
占
曰
、
有
雲
氣
如
鷄
雛
出
、
此
子
孫
之
氣
。
赤
黄
氣
潤
澤
入
、
天
子
有
喜
。
黄

白
氣
如
旗
起
人
、
主
壽
。
如
杯
破
碗
入
、
有
璧
玉
喜
。
白
氣
出
、
有
喪
。
黒
氣
入
、

有
兵
。

（
二
ウ
）
雲
氣
入
北
極
占

天
文
録
曰
、
北
極
北
辰
最
尊
者
也
。
其
紐
星
天
福
也
。
黄
白
氣
入
、
兵
起
。
黒
氣
入
、

大
人
憂
。
黄
白
氣
如
禽
獣
類
走
、
如
飛
鳥
之
入
神
氣
、
有
喜
。

（
三
オ
）
雲
氣
入
鈎
陳
占

樂
緯
執
圖
微
曰
、
鈎
陳
、
主
後
宮
。
黄
白
氣
出
、
不
戦
兵
在
外
者
罷
。
赤
氣
出
、
将

功
。
蒼
白
黒
氣
入
、
皆
主
大
司
馬
憂
。

（
三
ウ
）
雲
氣
入
天
皇
大
帝
占

天
文
録
曰
、
天
皇
大
帝
、
其
神
曰
、
耀
魄
寶
也
。
主
天
文
象
。
黄
白
氣
入
、
有
喜
、

出
則
改
主
王
者
。

（
四
オ
）
雲
氣
入
四
輔
占

天
文
録
曰
、
四
輔
星
佐
也
。
黄
白
氣
出
、
将
相
有
喜
。
黒
氣
入
、
有
病
。

（
四
ウ
）
雲
氣
入
五
帝
内
座
星
占

天
文
録
曰
、
五
帝
内
座
在
華
蓋
之
下
、
黄
氣
入
、
君
有
喜
、
當
立
宗
廟
。
氣
入
不
出

六
十
日
、
太
子
即
位
。

（
五
オ
）
雲
氣
入
天
柱
星
占

天
文
録
曰
、
天
柱
、
主
建
政
教
。
赤
黄
氣
入
、
天
子
喜
、
封
廟
陵
事
。
氣
出
、
天
子

受
喜
、
三
公
受
爵
。
黒
氣
入
、
将
相
死
。

（
五
ウ
）
雲
氣
入
六
甲
星
占

天
文
録
曰
、
六
甲
、
主
分
陰
陽
化
時
節
。
黄
雲
入
、
術
士
興
。
蒼
白
雲
氣
入
、
太
史

官
受
賜
。

（
六
オ
）
雲
氣
入
御
女
星
占

天
文
録
曰
、
御
女
、
主
御
妻
之
象
也
。
白
黄
氣
入
、
有
子
孫
喜
。
黄
氣
入
、
后
妃
受

賜
。
蒼
白
氣
入
、
后
宮
多
病
。

（
六
ウ
）
雲
氣
入
女
史
星
占

天
文
録
曰
、
女
史
、
主
婦
人
之
微
者
、
主
傳
漏
。
黄
白
雲
氣
入
、
女
史
有
喜
慶
。

（
七
オ
）
雲
氣
入
柱
史
星
占

天
文
録
曰
、
柱
史
、
古
者
、
有
左
右
史
記
事
、
此
之
象
也
。
黄
氣
入
、
君
賜
爵
禄
。

蒼
白
氣
入
、
左
右
史
死
。
黄
白
氣
入
、
柱
史
遷
。

（
七
ウ
）
雲
氣
入
大
理
星
占

天
文
録
曰
、
大
理
、
評
斷
刑
獄
。
黄
白
氣
入
、
有
赦
刑
罸
之
官
、
受
遷
。
黒
氣
入
、

决
獄
不
平
刑
罸
官
、
受
黜
。

（
八
オ
）
雲
氣
入
陰
徳
星
占

天
文
録
曰
、
陰
徳
、
主
周
給
賑
撫
。
黄
氣
入
、
天
子
有
喜
、
諸
侯
受
賜
。
黒
青
氣
出
、

天
子
憂
之
。
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（
八
ウ
）
雲
氣
入
天
牀
星
占

天
文
録
曰
、
天
牀
、
主
寝
舎
燕
休
。
赤
黄
氣
入
、
天
子
有
喜
。
黄
氣
出
、
后
宮
有
子

孫
之
喜
。
白
氣
入
、
君
不
安
。
青
氣
入
、
君
有
憂
。

（
九
オ
）
雲
氣
入
華
蓋
星
占

華
蓋
如
蓋
状
所
以
覆
蔽
帝
座
。
黄
氣
入
、
天
子
有
喜
。
赤
氣
出
、
侯
王
受
賜
。

（
九
ウ
）
雲
氣
入
傳
舎
星
占

天
文
録
曰
、
傳
舎
、
主
客
舘
舎
。
黒
氣
入
、
胡
兵
侵
中
國
。

（
十
オ
）
雲
氣
入
華
蓋
占

天
文
録
曰
、華
蓋
如
蓋
状
所
以
蔽
覆
帝
座
。
黄
氣
入
、天
子
喜
。
赤
氣
出
、侯
王
受
賜
。

　

雲
氣
入
八
穀
星
占

天
文
録
曰
、
八
穀
、
主
歳
豊
倹
。
黒
氣
入
、
萬
物
不
収
大
荒
倹
。

（
十
ウ
）
雲
氣
入
文
昌
星
占

天
文
録
曰
、
文
昌
、
天
之
六
府
也
。
黄
雲
氣
入
、
三
公
受
賜
。
三
公
受
賜
。
蒼
白
氣

入
、
将
相
憂
。
赤
黒
氣
入
、
三
公
黜
。

（
十
一
オ
）
雲
氣
入
天
牢
星
占

天
文
録
曰
、
天
牢
、
主
貴
人
之
牢
也
。
黒
氣
大
圓
長
三
四
尺
出
、
貴
人
親
属
有
憂
。

（
十
一
ウ
）
雲
氣
入
勢
星
占

天
文
録
曰
、
勢
星
、
主
助
宣
王
命
内
常
侍
官
。
黄
白
氣
入
、
中
官
受
賜
。
赤
氣
入
、

中
官
叛
。
黒
氣
入
、
中
官
憂
。

（
十
二
オ
）
雲
氣
入
北
斗
星
占

天
文
録
曰
、
北
斗
七
政
之
樞
機
也
。
有
五
綵
雲
氣
入
、
天
子
立
太
子
。
赤
氣
覆
之
。

黄
氣
入
、
君
喜
。
黒
氣
入
、
民
憂
。
赤
氣
入
、
宮
廟
火
災
。
黒
氣
如
禽
獣
状
入
、
虜

入
塞
。

（
十
二
ウ
）
雲
氣
入
天
理
星
占

天
文
録
曰
、
天
理
、
主
執
法
之
官
。
赤
氣
入
中
、
兵
起
、
将
相
行
兵
。

（
十
三
オ
）
雲
氣
入
相
星
占

天
文
録
曰
、
相
星
、
主
總
領
百
司
而
掌
邦
教
。
黄
氣
入
、
諸
侯
有
喜
。

（
十
三
ウ
）
雲
氣
入
太
陽
守
星
占

天
文
録
曰
、
太
陽
守
、
主
大
将
大
臣
之
象
。
黄
氣
入
、
大
臣
受
賜
。
蒼
白
氣
入
、
将

軍
戦
死
。
赤
氣
入
、
宰
相
憂
。

（
十
四
オ
）
雲
氣
入
天
乙
星
占

天
文
録
曰
、
天
一
、
主
戦
闘
、
知
吉
凶
。
黄
氣
入
、
君
臣
和
、
萬
物
成
、
朝
多
賢
士
、

天
下
太
平
。
黒
氣
入
、
宰
相
黜
。

（
十
四
ウ
）
雲
氣
入
太
乙
星
占

天
文
録
曰
、
太
乙
、
主
風
雨
水
旱
兵
饑
。
黄
白
氣
入
、
百
官
受
賜
。
赤
氣
入
、
兵
革

遍
野
。
蒼
白
氣
入
、
民
多
疫
疾
。

（
十
五
オ
）
雲
氣
入
天
棓
星
占

天
文
録
曰
、
天
棓
、
主
分
争
與
刑
罸
。
蒼
白
氣
入
、
兵
起
将
死
。
黄
白
氣
入
、
臣
有

拜
賜
。
黒
氣
入
、
大
人
憂
。

（
十
五
ウ
）
雲
氣
入
玄
戈
星
占

玄
戈
、
主
胡
兵
。
黒
氣
入
、
胡
兵
進
。
白
氣
入
、
胡
人
疾
疫
。

（
十
六
オ
）
雲
氣
入
太
微
垣
占

天
文
録
曰
、
太
微
垣
、
三
光
之
庭
。
黄
白
氣
入
有
光
、
人
主
益
壽
。
黄
氣
如
箒
入
、

有
婦
人
喜
。
赤
黄
氣
入
、
天
子
有
剣
喜
、
氣
如
獣
入
、
天
子
用
獣
賜
諸
侯
。
白
氣
如

杯
椀
入
、
有
璧
玉
喜
。
若
青
黒
赤
氣
入
、
皆
有
憂
。

（
十
六
ウ
）
雲
氣
入
東
西
掖
門
星
占

天
文
録
曰
、
左
掖
門
在
端
門
東
、
右
液
門
在
端
門
西
。
若
左
右
掖
門
有
黄
氣
入
、
天

子
喜
。
蒼
白
氣
出
、
有
喪
事
。
青
氣
入
、
有
兵
事
起
。
黒
氣
入
、
有
憂
。

（
十
七
オ
）
雲
氣
入
五
帝
座
占

天
文
録
曰
、
五
帝
座
在
太
微
垣
中
。
黄
氣
入
、
天
子
有
孫
喜
。
青
赤
氣
入
、
近
臣
有

謀
。
蒼
白
氣
入
、
有
喪
事
。

（
十
七
ウ
）
雲
氣
入
幸
臣
星
占

天
文
録
曰
、
幸
臣
者
親
愛
之
官
、
常
常
侍
太
子
。
青
赤
氣
出
、
五
帝
座
入
幸
臣
中
、

不
出
六
十
日
、
近
臣
謀
。
君
氣
不
明
者
不
成
、
氣
明
者
成
。
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（
十
八
オ
）
雲
氣
入
太
子
星
占

天
文
録
曰
、
太
子
者
帝
之
儲
也
。
黄
氣
入
、
太
子
喜
。
黒
氣
入
、
太
子
憂
。

（
十
八
ウ
）
雲
氣
入
後
官
星
占

天
文
録
曰
、
從
官
、
主
疾
病
巫
人
。
黒
氣
入
、
受
戮
。
黄
氣
入
、
巫
人
受
爵
。

（
十
九
オ
）
雲
氣
入
郎
位
星
占

天
文
録
曰
、
哀
鳴
郎
位
也
。
黄
氣
入
潤
澤
、
中
郎
受
賜
。
黒
氣
入
、
中
郎
雙
死
。
蒼

白
氣
入
、
中
郎
為
亂
。
赤
氣
入
、
中
郎
兵
起
。

（
十
九
ウ
）
雲
氣
入
三
台
星
占

天
文
録
曰
、
三
台
者
、
在
人
曰
三
公
。
黄
氣
入
、
将
相
有
喜
。
黒
氣
入
、
三
公
憂
。

蒼
白
氣
入
、
三
公
黜
。

（
二
十
オ
）
雲
氣
入
五
諸
侯
星
占

天
文
録
曰
、
五
諸
侯
、
主
刺
擧
戒
不
虞
。
蒼
白
氣
入
、
諸
侯
有
喪
。

（
二
十
ウ
）
雲
氣
入
天
市
垣
占

天
文
録
曰
、
天
市
垣
、
天
子
之
市
、
天
子
之
所
會
也
。
黄
白
氣
入
、
繒
帛
常
集
天
子
、

市
中
有
神
氣
如
奇
物
入
、
天
子
喜
。
黄
白
氣
入
、
萬
物
賤
。
蒼
黒
氣
入
、
萬
物
貴
。

赤
氣
入
、
市
中
有
火
災
。

（
二
十
一
オ
）
雲
氣
入
貫
索
星
占

天
文
録
曰
、
貫
索
、
主
賤
人
之
牢
也
。
蒼
白
氣
入
、
天
子
亡
地
。
赤
氣
入
、
兵
起
。

黒
氣
入
、
獄
多
枉
死
。
黄
氣
入
、
天
子
喜
。

（
二
十
一
ウ
）
雲
氣
入
女
牀
星
占

天
文
録
曰
、
女
牀
、
主
後
宮
女
御
也
。
黄
氣
入
、
後
宮
有
福
。
白
氣
入
、
有
喪
。
黒

氣
入
、
有
死
者
。
青
氣
入
、
宮
女
多
疾
病
。

（
二
十
二
オ
）
雲
氣
入
角
宿
星
占

晉
書
曰
、
角
宿
、
為
天
門
。
左
角
為
理
、
主
刑
。
右
角
為
将
、
主
兵
。
有
蒼
白
氣
入

左
角
星
、
兵
敗
出
。
右
角
星
、
戦
有
憂
。

（
二
十
二
ウ
）
雲
氣
入
庫
樓
星
占

天
文
録
曰
、
庫
樓
兵
庫
之
府
。
有
赤
氣
千
尋
、
天
子
自
将
兵
。

（
二
十
三
オ
）
雲
氣
入
亢
星
占

晉
書
曰
、
亢
宿
、
為
天
子
之
内
朝
廷
也
。
有
雲
氣
入
、
民
主
饑
疫
。

（
二
十
三
ウ
）
雲
氣
入
折
威
星
占

天
文
録
曰
、
折
威
、
主
斷
獄
。
黄
白
氣
入
、
有
和
親
、
天
子
喜
。
蒼
白
氣
入
、
大
臣

為
亂
。
黒
氣
入
、
天
子
惡
之
。

（
二
十
四
オ
）
雲
氣
入
攝
提
星
占

天
文
録
曰
、
攝
提
、
為
楯
擁
夾
帝
座
。
黄
氣
、
公
卿
受
賜
。
青
氣
入
、
九
卿
憂
。
赤

氣
入
、
戈
楯
用
。
黒
氣
入
、
大
臣
死
。

（
二
十
四
ウ
）
雲
氣
入
大
角
星
占

天
文
録
曰
、
大
角
、
天
王
座
也
。
青
氣
入
、
千
尋
如
搶
衝
過
者
、
殿
梁
折
。
青
氣
掩
、

君
憂
。
白
氣
、
有
喪
。
黄
氣
出
、
國
有
喜
。

（
二
十
五
オ
）
雲
氣
入
氐
宿
星
占

晉
書
曰
、
氐
宿
、
為
宮
后
妃
之
府
也
。
蒼
白
雲
入
、
疾
疫
流
行
。
黒
氣
入
、
大
水
。

（
二
十
五
ウ
）
雲
氣
入
招
揺
星
占

天
文
録
曰
、
招
揺
、
為
天
庫
。
蒼
白
氣
入
、
相
死
。
赤
氣
入
、
兵
亂
。
黄
氣
入
、
兵

罷
。
白
氣
入
、
大
人
憂
。

（
二
十
六
オ
）
雲
氣
入
梗
河
星
占

天
文
録
曰
、
梗
河
、
主
予
鋒
俻
不
虞
。
赤
氣
入
、
有
大
戦
。
蒼
白
氣
入
、
将
死
。

（
二
十
六
ウ
）
雲
氣
入
騎
官
星
占

天
文
録
曰
、
騎
官
、
天
子
宿
衞
之
士
也
。
蒼
白
氣
入
、
騎
官
死
。

（
二
十
七
オ
）
雲
氣
入
房
宿
星
占

晋
書
曰
、
房
、
為
明
堂
布
政
之
宮
。
黄
雲
如
人
入
者
、
后
妃
有
娠
。
赤
氣
入
、
兵
起
。

（
二
十
七
ウ
）
雲
氣
入
心
宿
星
占

晉
書
曰
、
心
宿
、
為
天
王
之
位
也
。
青
氣
入
、
天
子
使
諸
侯
。
赤
氣
入
、
太
子
受
賜
。

（
二
十
八
オ
）
雲
氣
入
積
卒
星
占

天
文
録
曰
、
積
卒
、
為
五
営
軍
士
。
主
掃
除
。
青
赤
氣
入
、
大
臣
持
政
欲
論
兵
事
。

（
二
十
八
ウ
）
雲
氣
入
尾
宿
星
占
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晉
書
曰
、
尾
宿
、
為
后
宮
之
場
、
后
妃
之
府
。
蒼
白
氣
入
、
君
有
故
臣
来
。
氣
出
、

臣
有
亂
。

（
二
十
九
オ
）
雲
氣
入
龜
星
占

天
文
録
曰
、
龜
星
、
主
賛
神
明
定
吉
凶
。
赤
氣
入
、
卜
祝
官
憂
。

（
二
十
九
ウ
）
雲
氣
入
天
江
星
占

天
文
録
曰
、天
江
、主
太
陰
。
青
氣
入
、車
騎
出
。
黒
氣
入
、多
雨
水
。
黄
氣
入
、兵
罷
。

黄
氣
出
、
兵
出
。

（
三
十
オ
）
雲
氣
入
傳
説
星
占

天
文
録
曰
、
傳
説
、
主
后
宮
女
巫
也
。
主
興
長
子
孫
祝
祠
神
靈
。
赤
氣
入
、
女
巫
憂
。

（
三
十
ウ
）
雲
氣
入
魚
星
占

天
文
録
曰
、魚
星
、主
理
陰
陽
。
知
雲
雨
之
期
。
赤
氣
入
、兵
起
、将
憂
。
氣
出
、兵
罷
。

黄
氣
入
、
天
子
用
事
。
氣
出
兵
起
。

（
三
十
一
オ
）
雲
氣
入
箕
宿
星
占

晉
書
曰
、
箕
宿
、
亦
后
妃
之
府
也
。
蒼
白
氣
入
、
四
夷
内
侵
。
黄
氣
入
、
蠻
夷
来
賓
。

（
三
十
一
ウ
）
雲
氣
入
斗
宿
一
名
南
斗
星
占

晉
書
曰
、
南
斗
、
為
天
廟
丞
相
太
宰
之
位
。
蒼
白
雲
入
、
多
風
。
赤
雲
入
、
兵
起
。

（
三
十
二
オ
）
雲
氣
入
牛
宿
星
占

晋
書
曰
、
牛
宿
、
為
関
梁
、
主
犠
牲
。
蒼
白
雲
入
、
多
疾
疫
。
赤
雲
入
、
有
兵
攻
城
。

（
三
十
二
ウ
）
雲
氣
入
九
坎
星
占

天
文
録
曰
、
九
坎
、
主
溝
渠
導
引
泉
源
。
青
氣
入
、
天
下
旱
。
黒
氣
入
、
百
川
溢
。

（
三
十
三
オ
）
雲
氣
入
河
皷
星
占

天
文
録
曰
、
河
皷
、
天
皷
也
。
主
天
子
軍
皷
。
黄
白
氣
入
、
天
子
喜
。
赤
氣
入
、
兵

起
。
黒
氣
入
、
将
死
。
青
氣
入
、
将
憂
。

（
三
十
三
ウ
）
雲
氣
入
織
女
星
占

天
文
録
曰
、
織
女
星
、
天
女
也
。
主
瓜
菓
絲
綿
珎
寶
。
蒼
白
氣
入
、
女
子
有
疾
。
赤

氣
入
、
女
子
多
死
於
兵
。
黒
氣
入
、
女
子
憂
。
黄
氣
入
、
女
子
有
喜
。

（
三
十
四
オ
）
雲
氣
入
女
宿
女
占

晋
書
曰
、
女
宿
、
妻
妾
之
稱
、
婦
職
之
卑
也
。
赤
氣
入
、
婦
女
多
以
兵
死
。
白
雲
入
、

女
多
疾
疫
。

（
三
十
四
ウ
）
雲
氣
入
瓠
瓜
星
占

天
文
録
曰
、
瓠
瓜
、
主
天
子
菓
園
也
。
蒼
白
氣
入
、
菓
多
不
實
。
赤
氣
入
、
天
下
菓

多
實
。
黄
氣
入
、
天
子
以
菓
賜
諸
侯
。
黒
氣
入
、
食
菓
多
致
疾
疫
。

（
三
十
五
オ
）
雲
氣
入
天
津
星
占

天
文
録
曰
、天
津
、主
四
瀆
津
梁
。
黄
白
氣
入
、天
子
有
徳
令
。
蒼
黒
氣
入
、主
大
水
。

（
三
十
五
ウ
）
雲
氣
入
虚
宿
星
占

晋
書
曰
、
虚
宿
、
為
廟
堂
。
主
祭
祀
禱
祝
事
。
黄
氣
入
、
天
子
以
喜
起
廟
祠
。
蒼
白

赤
氣
入
、
有
土
工
蓋
屋
之
事
。

（
三
十
六
オ
）
雲
氣
入
天
壘
城
星
占

天
文
録
曰
、
天
壘
城
、
主
鬼
方
北
夷
之
事
。
黄
氣
掩
之
、
北
夷
滅
、
有
疾
疫
。

（
三
十
六
ウ
）
雲
氣
入
敗
臼
星
占

天
文
録
曰
、
敗
臼
、
主
敗
亡
、
灾
害
。
黒
雲
氣
入
、
人
主
憂
。

（
三
十
七
オ
）
雲
氣
入
危
宿
星
占

晋
書
曰
、
危
宿
、
為
天
市
。
主
宗
廟
宮
室
。
又
、
主
営
造
受
藏
之
事
。
蒼
白
氣
入
、

風
雨
損
屋
。

（
三
十
七
ウ
）
雲
氣
入
室
宿
一
名
営
室
星
占

晋
書
曰
、
営
室
、
為
宗
廟
。
又
、
為
軍
粮
之
府
也
。
黄
氣
入
、
光
潤
如
日
月
、
天
子

有
男
子
之
祥
。
白
氣
入
、
有
喪
。
赤
氣
入
、
有
兵
起
。

（
三
十
八
オ
）
雲
氣
入
羽
林
星
占

天
文
録
曰
、
羽
林
軍
、
主
天
軍
翊
衞
也
。
蒼
白
氣
入
、
后
憂
。
黄
氣
入
、
后
喜
、
或

受
太
子
所
献
。
累
氣
入
、
諸
侯
悪
之
。

（
三
十
八
ウ
）
雲
氣
入
北
落
師
門
星
占

天
文
録
曰
、
北
落
師
門
、
主
北
方
藩
落
。
蒼
白
氣
入
、
憂
疾
病
。
黒
氣
入
、
主
憂
。

黄
白
氣
入
、
天
子
喜
。
出
、
中
使
出
。

（
三
十
九
オ
）
雲
氣
入
璧
宿
星
占
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晋
書
曰
、
東
璧
、
主
文
章
天
下
圖
書
之
秘
府
。
赤
氣
如
日
月
潤
澤
入
、
男
子
之
祥
。

白
雲
入
、
大
人
憂
。

（
三
十
九
ウ
）
雲
氣
入
奎
宿
星
占

晋
書
曰
、
奎
宿
、
為
天
下
武
庫
。
又
、
主
以
兵
禁
暴
横
。
黄
雲
氣
入
、
天
子
宮
中
有

喜
。
黒
氣
入
、
有
憂
。
蒼
赤
氣
入
、
有
受
命
来
降
者
。

（
四
十
オ
）
雲
氣
入
土
司
空
星
占

天
文
録
曰
、
土
司
空
、
主
掌
水
土
事
。
黄
氣
入
、
土
工
興
國
移
京
邑
。

（
四
十
ウ
）
雲
氣
入
閣
道
星
占

天
文
録
曰
、
閣
道
、
主
輦
閣
之
道
。
黄
氣
入
、
天
子
喜
。
白
氣
入
、
有
急
事
。
黒
氣

入
、
主
有
疾
。

（
四
十
一
オ
）
雲
氣
入
附
露
星
占

天
文
録
曰
、
附
露
、
主
便
閣
道
逕
也
。
蒼
白
氣
入
、
太
僕
死
。
赤
氣
入
、
太
僕
受
誅
。

（
四
十
一
ウ
）
雲
氣
入
王
良
星
占

天
文
録
曰
、
王
良
星
、
主
太
子
奉
車
御
官
也
。
青
氣
入
、
奉
車
御
官
憂
、
墜
車
。
赤

氣
入
、
奉
車
御
官
、
有
斧
鉞
之
憂
。
黄
氣
入
、
奉
車
御
官
、
受
賜
。

（
四
十
二
オ
）
雲
氣
入
婁
宿
星
占

晋
書
曰
、
婁
宿
、
主
苑
牧
犠
牲
供
給
郊
祀
。
黄
氣
入
、
貴
人
受
賜
。
白
氣
入
、
人
民

受
賞
。
赤
氣
入
、
主
兵
。

（
四
十
二
ウ
）
雲
氣
入
天
倉
星
占

天
文
録
曰
、
天
倉
、
主
五
穀
所
藏
待
邦
之
用
。
黄
氣
入
、
歳
大
熟
。
蒼
白
氣
入
、
歳

不
熟
。
赤
氣
入
、
兵
起
、
大
旱
、
倉
庫
有
火
災
。

（
四
十
三
オ
）
雲
氣
入
天
大
将
軍
星
占

天
文
録
曰
、天
大
将
軍
、天
之
大
将
軍
也
。
蒼
白
氣
入
、軍
多
疾
。
赤
氣
入
、主
兵
出
。

（
四
十
三
ウ
）
雲
氣
入
胃
宿
星
占

晉
書
曰
、
胃
宿
、
為
天
子
厨
藏
、
主
倉
庫
廩
。
蒼
白
氣
入
、
有
糶
粟
事
。
黒
氣
入
、

倉
囷
敗
穀
腐
。

（
四
十
四
オ
）
雲
氣
入
天
廩
星
占

天
文
録
曰
、
天
廩
、
主
積
黍
以
享
祀
。
青
氣
入
、
蝗
虫
大
旱
。
黄
氣
入
、
歳
多
粟
麦
。

黒
氣
入
、
多
水
。

（
四
十
四
ウ
）
雲
氣
入
天
囷
星
占

天
文
録
曰
、
天
囷
、
主
給
御
廩
粢
盛
。
青
白
氣
入
、
歳
飢
、
民
流
亡
。

（
四
十
五
オ
）
雲
氣
入
大
陵
星
占

天
文
録
曰
、
大
陵
、
一
曰
、
積
京
、
主
丘
陵
墳
墓
死
喪
。
白
氣
入
、
有
大
兵
喪
。
赤

氣
入
、
多
戦
死
。

（
四
十
五
ウ
）
雲
氣
入
天
舡
星
占

天
文
録
曰
、
天
舡
、
主
道
利
渉
。
青
氣
入
、
天
子
不
可
乗
御
舡
。
黄
氣
入
、
天
子
乗

舡
、
有
喜
。

（
四
十
六
オ
）
雲
氣
入
積
尸
星
占

天
文
録
曰
、
積
尸
在
大
陵
中
墓
也
。
主
死
喪
。
蒼
白
氣
入
、
人
多
死
。
黒
氣
入
、
民

多
疾
疫
。

（
四
十
六
ウ
）
雲
氣
入
積
水
星
占

天
文
録
曰
、
積
水
、
主
官
水
供
給
須
食
。
蒼
白
氣
入
、
有
水
災
。

（
四
十
七
オ
）
雲
氣
入
昴
宿
星
占

晋
書
曰
、
昴
宿
、
為
旄
頭
胡
星
也
。
有
蒼
赤
氣
入
、
人
民
疾
疫
、
妖
言
起
、
胡
兵
入
。

（
四
十
七
ウ
）
雲
氣
入
蒭
藁
星
占

天
文
録
曰
、
蒭
藁
、
主
積
藁
之
屬
。
赤
氣
入
、
有
大
憂
。
天
子
因
火
散
財
。
黄
氣
入
、

天
子
財
寶
出
。

（
四
十
八
オ
）
雲
氣
入
天
苑
星
占

天
文
録
曰
、
天
苑
、
主
天
子
養
禽
獣
之
苑
。
蒼
白
氣
入
、
獣
多
病
。
黄
氣
入
、
牛
馬

蕃
息
。
黒
氣
入
、
牛
馬
多
死
。

（
四
十
八
ウ
）
雲
氣
入
畢
宿
星
占

晋
書
曰
、
畢
、
為
邉
兵
、
主
戈
獵
。
白
氣
入
畢
口
、
其
歳
大
人
必
有
生
者
。
赤
氣
入
、

必
有
兵
起
、
旱
、
火
災
。
蒼
白
氣
入
、
歳
多
収
。

（
四
十
九
オ
）
雲
氣
入
五
車
星
占
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天
文
録
曰
、
五
車
、
天
子
之
五
兵
車
舎
也
。
蒼
白
氣
入
、
民
不
安
、
多
流
亡
。
赤
氣

入
、
兵
起
。

（
四
十
九
ウ
）
雲
氣
入
天
潢
星
占

天
文
録
曰
、
天
潢
、
主
河
津
渡
渉
事
。
黄
氣
入
、
天
子
喜
、
安
和
、
兵
罷
。
蒼
白
氣
、

有
喪
。
赤
氣
入
、
兵
起
、
庫
有
火
。

（
五
十
オ
）
雲
氣
入
天
高
星
占

天
文
録
曰
、
天
高
、
主
望
八
方
雲
氣
、
今
觀
星
之
臺
象
。
白
氣
入
、
旱
霜
害
稼
禾
。

（
五
十
ウ
）
雲
氣
入
咸
池
星
占

天
文
録
曰
、
咸
池
、
主
陂
澤
魚
鱉
池
沼
。
黄
氣
入
、
有
喜
事
。
黒
氣
入
、
大
水
、
蒼

白
氣
入
、
魚
多
死
。
赤
氣
入
、
主
旱
。

（
五
十
一
オ
）
雲
氣
入
天
關
星
占

天
文
録
曰
、
天
関
、
主
邉
防
道
路
。
黄
氣
入
、
四
方
来
貢
王
帛
。

（
五
十
一
ウ
）
雲
氣
入
參
旗
星
占

天
文
録
曰
、
參
旗
、
為
天
子
弓
旗
也
。
主
弓
弩
之
候
。
赤
氣
入
、
西
胡
来
侵
。

（
五
十
二
オ
）
雲
氣
入
天
園
星
占

天
文
録
曰
、
天
園
、
主
蔬
菜
之
所
也
。
有
白
氣
入
、
兵
起
。

（
五
十
二
ウ
）
雲
氣
入
觜
宿
占

晋
書
曰
、
觜
觹
、
為
三
軍
之
候
。
有
黄
雲
入
、
兵
出
。
黒
氣
入
、
大
人
憂
。

（
五
十
三
オ
）
雲
氣
入
天
厠
星
占

天
文
録
曰
、
天
厠
、
為
溷
隠
、
主
腰
下
疾
。
赤
氣
入
、
兵
起
。
黒
氣
入
、
大
人
憂
。

黄
氣
入
、
天
子
喜
。

（
五
十
三
ウ
）
雲
氣
入
井
宿
占

晉
書
曰
、
東
井
、
為
水
衡
、
主
法
令
。
黄
氣
入
、
有
水
澤
事
興
。
赤
雲
入
、
有
大
水
、

成
疾
病
。

（
五
十
四
オ
）
雲
氣
入
積
水
星
占

天
文
録
曰
、
積
水
、
主
水
官
供
給
酒
食
。
蒼
白
氣
入
、
憂
水
。

（
五
十
四
ウ
）
＊
図
は
あ
る
も
、
項
目
名
・
占
文
共
に
な
し
。
内
閣
本
『
天
元
玉
暦

祥
異
賦
』
は
「
雲
氣
入
積
薪
星
占
」。

（
五
十
五
オ
）
雲
氣
入
北
河
星
占

天
文
録
曰
、
北
河
、
主
胡
門
。
白
氣
入
、
邉
境
有
兵
。
又
、
主
胡
王
死
。

（
五
十
五
ウ
）
＊
図
は
あ
る
も
、
項
目
名
・
占
文
共
に
な
し
。
内
閣
本
『
天
元
玉
暦

祥
異
賦
』
は
「
雲
氣
入
南
河
星
占
」。

（
五
十
六
オ
）
雲
氣
入
水
位
星
占

天
文
録
曰
、
水
位
、
主
水
衡
瀉
溢
。
赤
氣
入
、
大
旱
、
歳
飢
荒
。

（
五
十
六
ウ
）
雲
氣
入
狼
星
占

天
文
録
曰
、
狼
星
、
主
野
将
侵
掠
。
赤
氣
入
、
有
兵
革
、
胡
人
侵
掠
、
民
驚
。

（
五
十
七
オ
）
雲
氣
入
弧
矢
星
占

天
文
録
曰
、
弧
矢
、
方
矢
也
。
主
行
陰
謀
以
備
盗
。
赤
氣
入
、
民
驚
。
一
日
、
胡
入

中
國
。
黒
氣
入
、
胡
人
多
病
死
。

（
五
十
七
ウ
）
雲
氣
入
老
人
星
占

天
文
録
曰
、
老
人
星
、
主
壽
攷
。
白
雲
掩
、
老
人
憂
。

（
五
十
八
オ
）
雲
氣
入
鬼
宿
占

晋
書
曰
、
輿
鬼
、
主
視
民
察
奸
謀
。
白
雲
入
、
有
疾
病
。
黒
氣
入
、
大
人
憂
。

（
五
十
八
ウ
）
雲
氣
入
爟
星
占

天
文
録
曰
、
爟
星
、
主
烽
火
備
驚
急
。
赤
氣
入
、
天
下
烽
火
動
。

（
五
十
九
オ
）
雲
氣
入
柳
宿
占

晋
書
曰
、柳
、為
厨
宰
、主
尚
食
和
滋
味
。
赤
雲
入
、有
失
火
之
憂
。
黄
雲
入
、有
赦
。

（
五
十
九
ウ
）
雲
氣
入
酒
旗
星
占

天
文
録
曰
、
酒
旗
、
主
宴
會
觴
酌
。
赤
氣
入
、
君
以
酒
食
。

（
六
十
オ
）
雲
氣
入
星
宿
占

晋
書
曰
、
七
星
、
主
衣
文
繍
。
蒼
白
雲
入
、
大
人
憂
。
赤
雲
入
、
四
曲
五
曲
不
止
者
、

臣
亡
。

（
六
十
ウ
）
雲
氣
入
天
相
星
占

天
文
録
曰
、
天
相
、
大
臣
之
象
。
若
黄
氣
入
、
大
臣
喜
。
黒
氣
入
、
将
相
憂
。
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（
六
十
一
オ
）
雲
氣
入
張
星
占

晋
書
曰
、
張
、
主
珎
寶
宗
廟
。
黄
白
氣
入
潤
澤
、
天
子
因
喜
賜
客
。
氣
出
、
天
子
使

諸
侯
。
赤
氣
入
、
用
丘
賜
物
。

（
六
十
一
ウ
）
雲
氣
入
翼
宿
占

晋
書
曰
、
翼
、
為
天
楽
府
、
主
非
徊
。
赤
氣
入
、
有
暴
兵
。
黒
氣
三
夜
不
出
、
有
暴

兵
、
大
人
憂
、
兵
起
。

（
六
十
二
オ
）
雲
氣
入
軫
宿
占

晋
書
曰
、
軫
、
主
冢
宰
輔
臣
之
職
。
黄
白
氣
入
、
天
子
用
車
馬
賜
諸
侯
。
黒
氣
如
杵

入
、
大
人
墮
車
。

（
六
十
二
ウ
）
雲
氣
入
器
府
星
占

天
文
録
曰
、
器
府
、
楽
器
之
府
也
。
赤
氣
掩
之
、
音
楽
廢
。

（
六
十
三
オ
）
雲
氣
入
參
宿
占

晋
書
曰
、
參
、
為
大
臣
、
主
鉄
鉞
斬
刈
。
有
蒼
白
雲
入
、
憂
災
。
赤
氣
入
、
内
兵
起
。

（
六
十
三
ウ
）
雲
氣
入
玉
井
星
占

天
文
録
曰
、
玉
井
、
主
水
泉
以
給
庖
厨
。
青
氣
入
、
井
水
不
可
食
。

【
第
三
冊
】

（
外
題
）
天
文
圖
象
玩
占　

共
四

（
見
返
）
三
十
五
頁

（
一
オ
）
木
星
在
春
季
占

朱
文
公
曰
、
歳
星
、
為
福
、
其
占
在
春
。
宋
志
曰
、
歳
星
、
乃
少
陽
發
揮
之
官
位
。

居
正
卯
與
太
歳
更
為
表
裏
、
名
曰
歳
星
。
主
福
徳
東
方
、
故
春
占
之
。

（
一
ウ
）
木
星
在
春
變
色
白
無
光
占

朱
文
公
曰
、
白
無
光
、
風
雨
總
至
。
宋
志
曰
、
春
行
秋
令
、
則
歳
星
變
色
而
無
光
、

人
有
大
疫
。
颷
風
暴
雨
總
至
。
主
藜
莠
蓬
蒿
。
並
興
國
當
、
大
水
寒
氣
總
至
。
寇
戎

来
征
。
天
多
陰
沈
。
淫
雨
大
降
。
兵
革
並
起
也
。

（
二
オ
）
木
星
在
春
變
色
赤
占

朱
文
公
曰
、
赤
有
角
、
旱
煖
早
臻
。
宋
志
曰
、
春
行
夏
令
、
則
星
變
赤
而
有
芒
角
、

雨
水
不
時
、
草
木
早
落
、
國
将
有
恐
大
旱
、
煖
氣
早
来
、
蟲
蝗
為
害
、
人
多
疫
癘
、

時
雨
不
降
、
小
麥
不
収
。

（
二
ウ
）
木
星
在
春
變
色
黒
占

朱
文
公
曰
、色
黒
、有
非
時
之
令
。
宋
志
曰
、春
行
冬
令
、則
星
乃
變
黒
而
水
澇
、為
災
。

雪
霜
大
降
、
首
種
不
成
。
陽
氣
不
勝
、
民
多
相
掠
。
寒
氣
時
發
、
草
木
皆
肅
。

（
三
オ
）
木
星
在
春
青
色
占

朱
文
公
曰
、
色
青
、
為
應
候
之
温
。
宋
志
曰
、
色
青
、
是
本
色
其
體
潤
澤
有
芒
氣
、

皆
為
福
慶
。

（
三
ウ
）
木
星
在
春
初
出
小
而
後
大
占

朱
文
公
曰
、
初
出
小
而
日
益
大
、
國
利
之
本
。
宋
志
曰
、
初
出
小
而
日
益
大
、
所
居

國
利
。

（
四
オ
）
木
星
初
出
大
而
後
小
占

朱
文
公
曰
、
初
出
大
而
日
漸
小
、
國
耗
之
因
。

（
四
ウ
）
木
星
去
其
舎
而
所
去
占

朱
文
公
曰
、
去
其
舎
而
所
去
之
國
、
為
兵
、
為
飢
、
失
地
之
害
。
之
他
舎
而
所
之
之

地
、
為
慶
、
為
樂
、
得
地
之
忻
。
宋
志
曰
、
歳
星
去
其
舎
而
之
他
舎
所
去
之
國
、
為

兵
、
為
飢
、
為
凶
、
為
失
地
。
所
居
之
國
、
為
慶
、
為
樂
、
為
昌
、
為
得
地
。

（
五
オ
）
木
星
未
當
居
而
居
占

朱
文
公
曰
、
未
當
居
而
居
當
去
而
不
去
者
、
皆
為
福
慶
。
宋
志
曰
、
若
未
當
居
而
居

當
去
而
不
去
、
既
已
去
之
復
還
而
居
之
、
皆
為
有
福
。

（
五
ウ
）
木
星
未
當
去
而
去
占

朱
文
公
曰
、
未
當
去
而
去
當
居
而
不
居
者
、
其
國
凶
屯
。
宋
志
曰
、
當
居
而
不
居
未

當
去
而
去
、
既
不
居
之
。
又
、
復
去
之
在
左
右
揺
、
其
國
屯
。
石
申
曰
、
其
國
人
主

有
憂
也
。
左
傳
曰
、
魯
襄
公
二
十
八
年
、
歳
之
在
星
紀
而
經
於
玄
枵
。
梓
慎
曰
、
今

茲
宋
鄭
。

（
六
オ
）
木
星
所
衝
之
方
占
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朱
文
公
曰
、
所
衝
之
方
、
乃
有
殃
咎
、
所
在
之
國
可
以
伐
人
。
宋
志
曰
、
盈
縮
以
其

舎
分
所
在
國
、有
厚
徳
也
。
五
穀
豊
昌
人
不
可
伐
、可
以
伐
人
、其
對
為
衝
、乃
有
殃
。

（
六
ウ
）
木
星
有
暈
占

朱
文
公
曰
、
若
自
暈
、
則
為
喪
事
。
甘
徳
曰
、
木
星
自
生
暈
者
、
則
有
喪
事
。

（
七
オ
）
木
星
晝
見
與
日
争
光
占

朱
文
公
曰
、
其
晝
見
、
則
為
強
臣
。
傳
曰
、
晝
見
、
為
強
臣
。
占
曰
、
歳
星
晝
見
與

日
争
光
、
文
弱
武
強
。

（
七
ウ
）
火
星
在
夏
季
占

朱
文
公
曰
、
熒
惑
、
主
罰
于
時
、
為
夏
。
宋
志
曰
、
勞
惑
、
乃
火
之
精
、
為
視
。
且

以
審
理
之
道
、
必
有
審
于
視
聴
。
不
法
、
皆
自
熒
惑
變
生
。
聖
人
因
而
名
之
熒
惑
。

一
曰
、
罰
星
、
主
紏
察
南
方
属
火
。
故
夏
占
之
。

（
八
オ
）
火
星
在
夏
變
色
青
占

朱
文
公
曰
、
色
青
而
變
者
、
暴
風
損
苗
。
宋
志
曰
、
夏
令
行
春
、
則
色
變
青
。
蝗
虫

為
災
、
暴
風
為
格
、
秀
草
不
實
、
五
穀
晩
熟
、
百
虫
時
起
、
其
國
乃
亂
。

（
八
ウ
）
火
星
在
夏
變
色
白
占

朱
文
公
曰
、
色
白
而
昧
者
、
苦
雨
傷
稼
。
宋
志
曰
、
夏
行
春
令
、
則
其
星
色
白
而
昧
、

苦
雨
数
来
、
五
穀
不
榮
、
草
木
零
落
、
果
實
早
成
、
民
殃
於
疫
。

（
九
オ
）
火
星
在
夏
變
色
黒
占

朱
文
公
曰
、
色
黒
、
則
雹
凍
變
生
。
宋
志
曰
、
夏
行
冬
令
、
則
其
星
色
黒
而
芒
、
草

木
旱
枯
、
水
敗
城
郭
、
雹
凍
傷
五
穀
、
暴
兵
来
。

（
九
ウ
）
火
星
在
夏
旺
色
赤
占

朱
文
公
曰
、
色
赤
、
則
赫
㬢
施
化
。
宋
志
曰
、
色
赤
、
則
赫
曦
施
化
。
其
本
體
旺
者
、

皆
為
福
昌
。

（
十
オ
）
火
星
在
夏
赤
如
炬
火
占

朱
文
公
曰
、
赤
如
炬
火
、
兵
喪
、
因
亂
臣
小
人
而
生
。
開
元
占
曰
、
熒
惑
色
赤
如
炬

火
、
小
人

槍
。
不
有
亂
臣
、
則
有
大
喪
。
兵
大
起
、
先
起
者
亡
、
後
起
者
昌
。

（
十
ウ
）
火
星
在
夏
失
度
吐
舌
占

朱
文
公
曰
、失
度
吐
舌
、旱
火
従
宮
殿
高
臺
而
發
。
開
元
占
曰
、熒
惑
失
度
、或
吐
舌
、

所
以
戒
人
君
也
。
不
救
、
則
大
旱
。
失
火
燔
焼
宮
殿
。
追
功
録
、
能
爵
賢
任
、
徳
養

幼
孤
、
恤
鰥
寡
、
則
熒
惑
還
度
、
而
天
心
淂
矣
。

（
十
一
オ
）
火
星
在
夏
季
逆
行
二
舎
餘
占

朱
文
公
曰
、
逆
行
二
舎
之
餘
、
或
火
焚
、
或
有
女
灾
。
開
元
占
曰
、
熒
惑
逆
行
二
舎

半
、
有
火
災
。
一
曰
、
有
女
災
。
一
曰
、
有
大
水
。

（
十
一
ウ
）
火
星
留
以
庚
辛
之
日
占

朱
文
公
曰
、
留
以
庚
辛
之
日
、
有
大
喪
、
而
有
戦
伐
。
開
元
占
曰
、
熒
惑
若
以
庚
辛

之
日
留
者
、
天
下
有
大
喪
、
及
有
兵
。

（
十
二
オ
）
火
星
在
夏
季
若
反
明
占

朱
文
公
曰
、
若
反
明
者
、
為
備
、
為
主
惡
。
宋
志
曰
、
若
反
明
、
則
為
水
備
而
雨
至
。

天
官
書
曰
、
火
星
當
出
東
方
、
其
出
西
曰
、
反
明
。
主
命
者
惡
之
。
開
元
占
曰
、
火

出
西
方
逆
行
、
是
謂
反
明
。
又
曰
、
入
西
方
反
出
、
為
反
明
、
天
下
更
主
。

（
十
二
ウ
）
火
星
光
芒
如
正
旗
占

朱
文
公
曰
、
有
正
旗
也
。
為
軍
破
将
殺
。
開
元
占
曰
、
熒
惑
芒
、
為
正
旗
、
所
指
有

破
軍
殺
将
、
順
正
旗
而
伐
之
大
勝
。

（
十
三
オ
）
火
星
晝
見
自
暈
占

朱
文
公
曰
、
晝
見
自
暈
、
臣
謀
背
於
君
王
。
開
元
占
曰
、
晝
見
、
臣
謀
主
、
自
暈
、

大
臣
背
其
主
。

（
十
三
ウ
）
火
星
勾
已
繞
還
逆
行
占

朱
文
公
曰
、
焼
跡
成
勾
、
大
凶
、
旱
饑
、
兵
廹
。
天
文
廣
要
曰
、
火
星
逆
行
、
若
復
跡
、

名
曰
焼
跡
。
大
凶
。
旱
饑
、
兵
敗
、
國
亡
。
若
不
復
跡
、
名
曰
勾
已
。
亦
、
為
凶
甚
。

（
十
四
オ
）
火
星
當
入
不
入
占

朱
文
公
曰
、
當
入
不
入
所
在
宿
、
其
國
有
殃
。
開
元
占
曰
、
當
入
不
入
、
國
有
殃
。

（
十
四
ウ
）
火
星
當
出
不
出
占

朱
文
公
曰
、
當
出
不
出
所
宿
、
國
民
流
、
兵
疫
。
開
元
占
曰
、
當
出
不
出
、
天
下
有

兵
、
民
多
流
亡
。
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（
十
五
オ
）
土
星
在
夏
季
占

朱
文
公
曰
、
填
星
、
主
徳
占
、
為
夏
季
。
迹
陳
於
外
而
兆
、
發
於
中
居
四
方
之
中
。

戊
己
之
位
、
萬
物
因
之
以
生
四
氣
據
之
而
例
。
故
星
之
名
曰
填
。
主
厚
徳
。
安
危
存

亡
之
机
、
以
其
属
土
之
行
而
動
静
吉
凶
占
于
夏
季
。

（
十
五
ウ
）
土
星
在
夏
季
變
色
白
占

朱
文
公
曰
、
變
白
、
則
水
澇
不
収
。
宋
志
曰
、
夏
季
行
秋
令
、
則
填
星
乃
變
白
。
主

兵
濕
水
澇
、
禾
稼
不
熟
。
乃
多
女
灾
之
應
。

（
十
六
オ
）
土
星
在
夏
季
行
春
令
占

朱
文
公
曰
、
變
青
、
則
國
多
風
雨
。
宋
志
曰
、
夏
行
春
令
、
則
其
星
變
色
青
。
無
芒

角
、
五
穀
實
鮮
落
。
故
多
風
人
乃
遷
徏
。

（
十
六
ウ
）
土
星
在
夏
季
行
冬
令
占

朱
文
公
曰
、
色
黒
、
為
風
寒
不
時
。
宋
志
曰
、
夏
季
行
冬
令
、
則
其
星
變
色
黒
。
風

寒
不
時
、
鷹
隼
早
鷙
四
鄙
入
堡
。

（
十
七
オ
）
土
星
在
夏
季
色
旺
占

朱
文
公
曰
、
色
黄
、
為
溽
蒸
當
位
。
宋
志
曰
、
皆
為
福
慶
。

（
十
七
ウ
）
土
星
四
季
失
色
占

朱
文
公
曰
、
春
不
青
、
夏
不
赤
、
秋
不
白
、
冬
不
黒
、
並
為
女
后
有
憂
。
宋
志
曰
、

失
色
而
角
為
憂
。

（
十
八
オ
）
土
星
四
季
旺
占

朱
文
公
曰
、
春
色
青
、
夏
色
赤
、
秋
色
白
、
冬
色
黒
、
皆
為
女
主
有
喜
。
宋
志
曰
、

依
時
則
女
后
喜
。

（
十
八
ウ
）
土
星
白
而
潤
芒
占

朱
文
公
曰
、
白
而
潤
芒
角
、
子
孫
立
王
之
慶
。
宋
志
曰
、
潤
白
而
芒
角
、
有
子
孫
立

王
之
慶
。

（
十
九
オ
）
土
星
在
夏
季
色
黄
大
無
光
占

朱
文
公
曰
、
黄
而
光
耀
、
更
宮
室
土
功
之
役
。
宋
志
曰
、
若
土
星
色
黄
而
光
耀
、
更

宮
室
而
土
功
興
。
又
曰
、
色
黄
無
光
、
女
后
恣
。
又
、
為
忿
争
之
事
。

（
十
九
ウ
）
土
星
自
生
暈
占

朱
文
公
曰
、
如
自
暈
、
亦
為
土
功
。
宋
志
曰
、
自
暈
、
為
土
功
。

（
二
十
オ
）
土
星
生
芒
角
占

朱
文
公
曰
、
若
芒
角
、
則
有
争
地
。
宋
志
曰
、
芒
角
、
有
争
地
、
或
旱
。

（
二
十
ウ
）
土
星
色
白
素
占

朱
文
公
曰
、
色
白
、
則
素
服
将
集
。
宋
志
曰
、
色
白
者
、
有
素
服
、
天
下
不
安
。

（
二
十
一
オ
）
土
星
色
黄
餌
魚
占

朱
文
公
曰
、
餌
魚
、
則
黄
帝
将
起
。
宋
志
曰
、
黄
帝
則
起
填
星
。
餌
魚
、
謂
氣
如
魚

形
在
填
星
旁
也
。

（
二
十
一
ウ
）
金
星
在
秋
季
占

朱
文
公
曰
、
太
白
、
兵
候
占
之
、
素
秋
帝
、
主
生
成
。
故
為
之
将
、
觀
象
察
法
、
因

以
為
名
。
宋
志
曰
、
太
白
、
其
位
當
有
少
陰
用
事
之
際
、
萬
物
成
實
之
秋
帝
主
、
故

為
之
将
大
者
、
大
将
軍
之
麾
。
白
者
金
精
之
色
。
觀
象
察
法
、
因
此
為
名
太
白
。
進

退
以
候
兵
、
高
卑
遅
速
静
躁
見
、
伏
用
兵
、
皆
象
之
吉
、
故
以
秋
占
。

（
二
十
二
オ
）
金
星
在
秋
季
行
春
令
占

朱
文
公
曰
、
青
而
昧
者
、
陽
氣
復
退
。
宋
志
曰
、
秋
行
春
令
、
則
其
星
色
青
而
昧
、

陽
氣
復
還
。
五
穀
無
實
、
秋
雨
不
降
、
草
木
不
栄
、
煖
風
未
至
、
人
氣
懈
惰
。

（
二
十
二
ウ
）
金
星
在
秋
季
行
冬
令
占

朱
文
公
曰
、
黒
而
角
者
、
雷
乃
先
収
。
宋
志
曰
、
秋
行
冬
令
、
則
其
星
黒
大
而
芒
角
、

陰
氣
太
盛
。
介
虫
敗
穀
、
戎
兵
乃
来
、
風
災
数
起
、
収
雷
先
行
、
國
多
盗
賊
、
邉
境

不
寧
、
土
地
分
裂
。

（
二
十
三
オ
）
金
星
在
秋
季
行
夏
令
占

朱
文
公
曰
、
色
赤
、
則
其
國
旱
煖
。
宋
志
曰
、
秋
行
夏
令
、
則
其
星
色
赤
而
怒
。
國

多
火
災
、
寒
熱
不
節
、
其
國
乃
旱
、
蟄
虫
不
藏
、
五
穀
復
生
、
其
國
大
水
、
冬
藏
殃

敗
矣
。

（
二
十
三
ウ
）
金
星
在
秋
季
旺
色
占

朱
文
公
曰
、
色
白
、
則
其
令
䔥
颼
。
宋
志
曰
、
秋
季
色
旺
、
體
大
色
白
、
則
其
令
䔥
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颼
如
是
色
也
。
故
占
之
吉
。

（
二
十
四
オ
）
金
星
初
出
大
而
後
小
占

朱
文
公
曰
、
初
出
大
而
後
小
者
、
兵
弱
之
愁
。
宋
志
曰
、
朱
文
公
曰
、
初
出
小
而
後

大
者
、
兵
強
有
喜
。

（
二
十
四
ウ
）
金
星
失
行
占

朱
文
公
曰
、
失
行
在
東
、
中
國
比
敗
之
兆
。
失
行
在
西
、
夷
狄
比
之
兆
。
宋
志
曰
、

其
出
而
失
行
西
方
、
夷
狄
敗
。
失
行
東
方
、
中
國
敗
。
出
卯
酉
南
、
々
勝
。
出
卯
酉

北
、
々
勝
。
正
在
卯
東
、
國
利
、
正
在
酉
西
、
國
利
。
其
出
四
維
東
南
西
南
、
若
在

日
月
之
陽
、
々
國
凶
、
在
其
陰
吉
、
東
北
則
有
凶
怒
、
有
兵
相
攻
。
荊
州
占
曰
、
太

白
出
西
方
、常
在
申
酉
之
間
、失
行
而
在
北
、謂
反
生
。
不
有
破
軍
、必
有
屠
城
之
験
。

（
二
十
五
オ
）
金
星
當
入
不
入
當
出
不
出
占

朱
文
公
曰
、
失
舎
、
則
為
破
軍
而
亡
國
。
宋
志
曰
、
當
出
不
出
當
入
不
入
、
是
為
失

舎
、
為
敗
軍
亡
地
。
傳
曰
、
不
有
破
軍
、
必
有
亡
國
。
占
曰
、
當
出
不
出
當
入
不
入
、

天
下
偃
、
兵
在
外
而
未
當
出
而
出
、
未
當
入
而
入
、
天
下
兵
起
、
亡
地
。
一
曰
、
天

下
兵
起
、
有
破
軍
。

（
二
十
五
ウ
）
金
星
經
巳
午
未
位
占

朱
文
公
曰
、
經
天
、
則
為
革
命
而
民
流
。
天
文
志
曰
、
太
白
少
陰
、
曰
弱
、
不
淂
專

行
。
故
以
巳
未
位
至
界
、
昬
欲
至
未
而
遅
、
旦
欲
至
巳
則
疾
。
不
合
在
午
見
、
々
則

經
天
。
若
經
天
、
天
下
變
、
是
謂
乱
紀
。
人
衆
流
亡
、
天
下
兵
革
。
晋
書
曰
、
太
白

經
天
、
革
民
更
主
。
晋
灼
曰
、
日
陽
也
。
日
出
後
、
則
星
亡
晝
見
午
上
、
為
經
天
。

（
二
十
六
オ
）
金
星
行
盈
縮
暦
占

朱
文
公
曰
、
行
縮
、
后
族
之
患
、
行
盈
、
将
相
之
謀
。
宋
志
曰
、
夏
至
後
、
日
方
南

而
居
其
南
、
冬
至
後
、
日
方
北
而
居
其
北
、
曰
盈
。
侯
王
不
寧
、
用
兵
進
吉
、
退
凶
。

日
方
南
而
居
其
北
、
日
方
北
而
居
其
南
、
曰
縮
。
侯
王
有
憂
、
用
兵
退
吉
、
進
凶
。

出
黄
北
、
伏
兵
起
。
元
命
包
曰
、
盈
、
則
将
謀
。
縮
、
則
后
族
患
。

（
二
十
六
ウ
）
金
星
出
高
深
占

朱
文
公
曰
、
出
高
深
入
、
乃
吉
。
出
卑
浅
入
、
無
憂
。
宋
志
曰
、
出
高
、
用
兵
、
深

吉
、
浅
凶
。
出
卑
、
用
兵
、
浅
吉
、
深
凶
。

（
二
十
七
オ
）
金
星
行
疾
行
遅
占

朱
文
公
曰
、行
疾
、則
速
戦
。
行
遅
、則
可
留
。
宋
志
曰
、用
兵
之
時
、以
象
之
。
行
疾
、

則
疾
。
行
遅
、
則
遅
。
行
有
角
敢
戦
、
則
吉
。
動
揺
躁
則
躁
、
静
則
静
。
順
角
所
指

者
、
吉
。
反
之
、
皆
凶
。

（
二
十
七
ウ
）
金
星
出
西
方
占

朱
文
公
曰
、
出
西
方
、
為
刑
。
右
之
背
之
而
得
吉
。
宋
志
曰
、
出
西
方
、
為
刑
擧
事
。

右
之
背
之
吉
。

（
二
十
八
オ
）
金
星
出
東
方
占

朱
文
公
曰
、
出
東
方
、
為
徳
。
左
之
迎
之
而
獲
休
。
宋
志
曰
、
出
東
方
、
為
徳
。
左

之
迎
之
吉
、
及
之
吉
。

（
二
十
八
ウ
）
金
星
自
主
暈
占

朱
文
公
曰
、
自
暈
、
則
天
下
大
赦
、
為
有
兵
而
有
喜
。
開
元
占
曰
、
自
暈
、
則
天
下

大
赦
、
有
兵
則
喜
。

（
二
十
九
オ
）
金
星
晝
見
與
日
争
光
占

朱
文
公
曰
、
晝
見
、
則
兵
喪
、
並
起
、
為
強
后
而
強
侯
。
宋
志
曰
、
晝
見
與
日
争
光
、

強
國
弱
小
國
強
、
女
后
昌
。
司
馬
彪
曰
、
為
強
臣
。
荊
州
占
曰
、
兵
大
起
。

（
二
十
九
ウ
）
金
星
色
赤
焱
然
占

朱
文
公
曰
、
焱
然
而
上
、
兵
起
満
野
。
焱
然
而
下
、
流
血
盈
溝
。
宋
志
曰
、
其
状
焱

然
而
上
、
有
大
兵
起
。
焱
然
而
下
、
當
有
天
狗
所
下
、
其
野
流
血
。

（
三
十
オ
）
金
星
光
明
見
影
占

朱
文
公
曰
、
光
明
見
影
者
、
歳
豊
、
戦
勝
。
體
小
而
昧
者
、
國
敗
、
君
憂
。
宋
志
曰
、

若
光
明
見
影
者
、
戦
勝
。
體
小
而
昧
者
、
軍
敗
、
國
憂
。

（
三
十
ウ
）
水
星
在
冬
季
旺
占

朱
文
公
曰
、
辰
星
、
執
刑
於
時
、
為
冬
。
宋
志
曰
、
辰
、
乃
水
之
精
。
其
位
當
子
得

太
陰
之
氣
、
而
四
象
終
。
易
有
幽
明
之
説
、
原
始
返
終
、
即
其
義
也
。
故
冬
占
之
。

（
三
十
一
オ
）
水
星
在
冬
季
行
冬
令
占
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朱
文
公
曰
、
色
青
、
則
凍
閉
不
密
。
宋
志
曰
、
冬
行
春
令
、
則
其
色
青
。
凍
氣
不
密
、

地
氣
上
泄
。
民
多
流
亡
、
蟲
蝗
為
販
、
水
泉
咸
竭
、
人
多
疥
癘
、
胎
夭
多
傷
、
國
多

痼
病
。

（
三
十
一
ウ
）
水
星
在
冬
季
行
夏
令
占

朱
文
公
曰
、
色
赤
、
則
流
水
不
冰
。
宋
志
曰
、
冬
行
夏
令
、
則
其
星
色
赤
而
昧
。
國

多
暴
風
、
方
冬
不
寒
、
蟄
虫
復
出
、
其
國
乃
旱
、
氣
冥
冥
雷
乃
發
聲
、
水
澇
為
販
、

時
雪
不
降
、
凍
氷
消
釋
。

（
三
十
二
オ
）
水
星
在
冬
季
行
秋
令
占

朱
文
公
曰
、
色
白
、
則
氷
雪
雜
下
。
宋
志
曰
、
冬
行
秋
令
、
則
其
星
色
白
大
而
不
明
。

霜
雪
不
時
、
小
兵
時
起
、
地
土
侵
削
、
氷
雪
雜
下
、
瓜
瓠
不
成
、
國
有
大
兵
、
白
露

早
降
、
介
虫
為
妖
、
四
鄙
入
堡
。

（
三
十
二
ウ
）
水
星
在
冬
季
旺
占

朱
文
公
曰
、色
黒
、則
寒
氣
厳
凝
。
有
軍
于
野
、占
為
偏
将
。
無
軍
於
野
、占
為
法
刑
。

宋
志
曰
、
水
星
于
冬
旺
、
黒
色
如
是
色
也
。
主
吉
。
有
軍
于
野
、
辰
星
為
偏
、
将
之

象
。
無
軍
於
野
、
辰
星
、
法
刑
之
象
。

（
三
十
三
オ
）
水
星
不
以
時
而
出
占

朱
文
公
曰
、
不
效
之
國
、
為
水
旱
、
刑
政
倶
失
。
所
在
之
國
、
有
権
智
、
為
主
用
兵
。

宋
志
曰
、
若
刑
政
失
簡
、
宗
廟
廢
祀
。
不
以
時
而
出
、
當
寒
反
温
、
當
温
反
寒
。
荊

州
占
曰
、
刑
罸
不
中
。
辰
星
不
以
時
出
、
當
水
反
旱
、
當
旱
反
水
。
所
在
之
分
、
有

權
智
者
、
為
主
用
兵
。

（
三
十
三
ウ
）
水
星
當
入
不
入
占

朱
文
公
曰
、
當
入
不
入
、
號
令
廢
而
法
律
失
。
宋
志
曰
、
當
入
不
入
、
為
失
法
律
。

（
三
十
四
オ
）
水
星
當
出
不
出
占

朱
文
公
曰
、
當
出
不
出
、
兵
大
起
、
而
豪
傑
興
。
宋
志
曰
、
當
出
不
出
、
謂
之
擊
卒
、

兵
大
起
。
一
云
、
而
豪
傑
發
。

（
三
十
四
ウ
）
水
星
與
金
星
各
在
一
方
占

朱
文
公
曰
、與
太
白
各
在
一
方
、不
戦
之
象
。
宋
志
曰
、辰
星
出
東
方
、太
白
出
西
方
、

辰
星
出
西
方
、
太
白
出
東
方
、
為
格
對
。
或
出
與
太
白
不
相
従
野
、
雖
有
軍
、
不
戦
。

（
三
十
五
オ
）
水
星
来
抵
金
星
占

朱
文
公
曰
、
抵
太
白
、
太
白
不
去
、
将
死
之
徴
。
宋
志
曰
、
辰
星
来
抵
太
白
、
太
白

不
出
、将
死
之
徴
。
正
旗
上
出
、破
軍
殺
将
客
勝
。
不
出
、客
敗
。
視
所
指
以
命
破
軍
。

（
三
十
五
ウ
）
金
星
環
遶
水
星
占

朱
文
公
曰
、
若
環
繞
、
若
兔
過
凾
釼
、
若
摩
太
白
之
右
、
為
客
勝
、
為
主
人
吏
死
、

為
数
萬
人
之
事
。
宋
志
曰
、
辰
星
環
繞
太
白
、
若
與
闘
太
戦
客
勝
、
免
過
、
去
也
。

辰
星
去
與
太
白
間
、
可
容
一
剱
也
。
若
居
太
白
前
、
軍
罷
去
。
居
太
白
前
出
、
太
白

左
小
戦
。
摩
太
白
右
、
数
萬
人
戦
、
主
人
吏
死
。
摩
者
、
光
明
相
反
傾
壊
敗
傷
也
。

（
三
十
六
オ
）
水
星
出
東
方
色
赤
占

朱
文
公
曰
、
在
東
而
赤
者
、
中
國
勝
。
在
西
而
赤
者
、
外
國
亨
。
無
軍
於
野
而
赤
、

兵
将
起
而
欲
征
。
宋
志
曰
、
若
出
東
方
大
而
白
、
有
兵
於
外
、
兵
解
。
當
在
東
方
而

赤
、
中
國
勝
。
在
西
方
而
赤
、
外
國
利
。
又
曰
、
無
兵
在
外
而
赤
、
兵
起
。
其
與
太

白
倶
出
、
皆
赤
而
角
、
若
出
東
方
、
中
國
勝
。
出
西
方
、
外
國
勝
。

（
三
十
六
ウ
）
水
星
經
天
晝
見
占

朱
文
公
曰
、
晝
見
、
則
其
國
大
亂
。
經
天
、
則
天
下
大
凶
。
宋
志
曰
、
晝
見
、
則
其

國
必
亡
、
大
乱
。
若
經
天
、
則
大
凶
、
天
下
易
主
。

第
五
冊
終
記
三
十
六
葉

【
第
四
冊
】

（
外
題
）
天
文
圖
象
玩
占　

共
四

（
見
返
）
六
十
一
頁

（
一
オ
）

日
旁
異
氣
二
十
一
占

重
抱
兩
珥　

四
抱
兩
珥　

三
抱
兩
珥　

一
抱
一
背　

背
玦
二
氣　

冠
珥
二
氣　

戴

珥
二
氣　

冠
纓
二
氣　

冠
紐
兩
氣　

抱
珥
重
光　

二
背
一
直　

一
抱
兩
珥　

戴
冠

二
氣　

戴
珥
二
氣　

冠
紐
二
氣　

冠
纓
二
氣　

冠
珥
背
玦　

背
玦
直
交　

直
背
二
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氣　

虹
抱
二
氣

日
暈
一
十
二
占

（
一
ウ
）

日
暈　

半
暈　

日
上
半
暈　

半
暈
相
同　

半
暈
再
重　

兩
半
暈
相
合　

井
垣
暈　

方
暈
二
背　

方
暈　

交
暈　

連
環
暈　

重
暈

日
暈
雜
氣
二
十
五
占

暈
内
抱
珥　

暈
外
抱
珥　

暈
珥
直
虹　

暈
抱
背　

暈
負
二
氣　

暈
虹
貫
珥　

暈
虹

貫
体
珥　

暈
背
二
氣　

暈
抱
珥
虹
玦　

暈
背
虹
直
珥　

暈
四
抱　

暈
抱
二
氣　

重

暈
背
玦　

上
半
暈
背
玦　

下
半
暈
背
玦

（
二
オ
）

暈
冠
珥
紐　

暈
四
珥
四
背
四
玦　

暈
負
二
氣　

暈
白
虹
貫
体　

暈
珥　

暈
四
背　

暈
抱
二
氣　

暈
背
二
氣　

白
虹
貫
暈　

直
虹
貫
暈

雲
氣
異
象
二
占

　

雲
氣
如
眼　

彗
星
見
日
下

日
食
異
氣
六
占

日
食
妖
氣　

日
食
黒
氣　

日
食
氣
如
鳥
夾
日　

日
食
有
暈
珥　

日
食
有
白
兎　

日

食
四
珥

（
二
ウ
）

月
旁
雲
氣
五
占

　

氣
如
人
隨　

雲
如
禽
獣　

雲
氣
如
杵　

月
垂
芒　

月
自
天
墜

月
暈
雜
氣
二
十
七
占

月
暈
四
珥　

月
暈
生
珥　

月
暈
生
虹　

暈
三
珥　

重
暈
背　

月
暈
三
重　

虹
霓
背

玦
度
暈
中　

暈
背
玦
四
出　

暈
虹
蜺　

暈
白
氣　

交
暈　

月
暈
兩
珥　

白
暈
貫
月　

連
環
及
斗　

重
暈
於
魁

（
三
オ
）

白
虹
貫
月
暈
連
環　

月
生
背
暈　

月
抱
二
氣　

暈
月
戴
珥　

月
暈
珥
玦　

月
暈
抱

珥　

月
暈
背
珥　

重
半
暈
珥　

重
暈
兩
珥　

十
字
度
〈
暈
中
〉　

暈
日
月　

雜
氣

倶
全

雜
氣
倶
全

　

抱
背
二
氣　

戴
珥　

背
玦　

四
玦　

四
提　

重
半
暈
珥

目
録
終

（
三
ウ
）
＊
空
白

（
四
オ
）
重
抱
氣

開
元
占
曰
、
重
抱
両
珥
、
人
主
有
喜
。
暈
不
占
。

（
四
ウ
）
四
珥
両
抱
氣

開
元
占
曰
、
日
旁
有
四
珥
両
抱
、
主
人
君
子
孫
昌
。
暈
無
占
。

（
五
オ
）
三
抱
両
珥

開
元
占
曰
、
三
抱
重
有
両
珥
、
色
黄
白
潤
澤
、
天
子
有
喜
。
是
謂
太
和
。
暈
不
占
。

（
五
ウ
）
一
抱
一
背

宋
志
曰
、
一
抱
一
背
、
為
破
走
。
抱
者
順
氣
也
。
背
者
逆
氣
也
。
兩
軍
相
當
順
抱
撃
、

逆
者
勝
。
故
言
破
走
。
開
元
占
曰
、
有
欲
為
逆
、
有
欲
為
忠
也
。

（
六
オ
）
背
玦
二
氣

開
元
占
曰
、
日
背
而
玦
、
大
臣
反
、
天
子
有
憂
。

（
六
ウ
）
冠
珥
一
氣

開
元
占
曰
、
冠
而
珥
、
人
主
有
喜
。
且
有
所
立
。

（
七
オ
）
戴
珥
二
氣　

開
元
占
曰
、
戴
而
珥
、
天
子
有
子
孫
喜
。
亦
曰
、
人
主
有
喜
、
天
下
和
平
。

（
七
ウ
）
冠
纓
二
氣

開
元
占
曰
、
冠
纓
上
下
南
北
、
有
聖
人
出
之
。

（
八
オ
）
冠
紐
兩
珥

開
元
占
曰
、
冠
紐
左
右
兩
珥
、
天
下
有
喜
大
。

（
八
ウ
）
抱
珥
重
光

開
元
占
曰
、
抱
珥
重
光
以
見
、
喜
。
吉
祥
福
禄
並
降
。

（
九
オ
）
二
背
一
直
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開
元
占
曰
、
日
有
二
背
一
直
、
大
臣
謀
、
欲
自
立
。

（
九
ウ
）
一
抱
両
珥

開
元
占
曰
、
一
抱
両
珥
、
天
子
有
喜
。
下
有
黄
色
如
月
、
太
子
有
喜
。

（
十
オ
）
戴
冠
二
氣

開
元
占
曰
、
戴
而
冠
色
黄
白
潤
澤
、
天
子
有
喜
。

（
十
ウ
）
珥
戴
二
氣

開
元
占
曰
、
珥
有
戴
、
人
主
有
喜
、
天
下
和
平
。

（
十
一
オ
）
冠
紐
二
氣

開
元
占
曰
、
冠
而
紐
者
、
君
兄
弟
婦
女
私
相
姦
臣
也
。
一
云
、
若
欲
立
青
衣
爲
妻
。

（
十
一
ウ
）
珥
纓
二
氣

開
元
占
曰
、
纓
而
珥
、
後
宮
有
喜
。

（
十
二
オ
）
冠
珥
背
玦

開
元
占
曰
、
日
有
背
玦
而
冠
珥
、
有
亂
國
之
主
。

（
十
二
ウ
）
背
玦
直
交

開
元
占
曰
、
日
有
背
玦
四
直
交
于
中
、
臣
欲
為
邪
。

（
十
三
オ
）
直
背
二
氣

開
元
占
曰
、
背
者
逆
氣
也
。
背
多
而
直
少
、
謀
自
立
者
必
成
。

（
十
三
ウ
）
抱
直
二
氣

開
元
占
曰
、
抱
者
順
氣
也
。
抱
多
而
直
少
、
謀
自
立
者
不
成
。

（
十
四
オ
）
虹
抱
両
氣

開
元
占
曰
、
若
兩
軍
相
當
、
日
旁
雜
色
、
有
抱
者
、
宜
従
抱
而
撃
。
無
抱
者
、
當
順

虹
而
戦
。
氣
象
雖
多
順
抱
、
順
虹
撃
之
、
皆
勝
也
。

（
十
四
ウ
）
日
暈

宋
志
曰
、
暈
氣
之
類
、
尤
多
。
天
地
将
交
而
不
密
、
未
成
風
雨
、
當
為
暈
。
亦
、
軍

営
之
象
也
。
乾
坤
寶
典
曰
、
暈
而
周
匝
、
軍
威
之
氣
也
。
暈
有
五
色
、
黒
暈
、
為
災

在
國
事
之
臣
。
青
也
、
大
風
襍
、
貴
人
多
病
。
赤
色
、
必
有
大
雨
雷
電
霹
靂
、
或
有

大
暑
。
白
色
、
有
暴
兵
。
黄
暈
、
人
主
有
喜
。
一
曰
、
風
雨
時
、
農
田
治
。
数
見
、

則
大
安
也
。

（
十
五
オ
）
半
暈

宋
志
曰
、
暈
而
不
匝
、
半
暈
所
在
之
方
、
勝
其
軍
。
又
曰
、
半
而
向
四
方
、
對
所
向

之
方
、
夷
狄
入
中
國
。
古
今
占
曰
、
日
暈
不
匝
、
作
兩
抱
者
凶
。

（
十
五
ウ
）
日
上
半
暈

宋
志
曰
、
半
暈
在
日
上
如
鼎
蓋
、
有
欲
和
親
者
。
一
曰
、
有
兵
。

（
十
六
オ
）
半
暈
相
同

宋
志
曰
、
半
暈
兩
半
者
、
大
風
。

（
十
六
ウ
）
半
暈

宋
志
曰
、
半
暈
在
重
、
則
國
民
蕃
息
、
歳
大
稔
也
。

（
十
七
オ
）
兩
半
暈
相
合

宋
志
曰
、
兩
半
暈
上
下
交
合
、
主
有
大
風
雨
、
交
戦
之
事
。

（
十
七
ウ
）
暈
井
垣
如
車
輪

宋
志
曰
、
暈
如
井
垣
車
輪
、
二
國
皆
兵
亡
。
謂
圓
中
暈
有
方
暈
也
。

（
十
八
オ
）
方
暈
上
下
二
輩
背

宋
志
曰
、
方
暈
非
井
幹
者
、
天
下
不
和
。
一
曰
、
天
下
大
兵
。
又
曰
、
方
暈
上
下
聚

二
背
、
将
敗
人
亡
。

（
十
八
ウ
）
方
暈

宋
志
曰
、
方
暈
如
井
幹
、
天
下
不
和
。
一
曰
、
天
下
大
兵
。

（
十
九
オ
）
交
暈

宋
志
曰
、
交
暈
如
連
環
、
則
為
兩
軍
兵
起
、
争
地
。
至
日
月
、
則
兩
敵
相
向
順
以
戦

勝
。
若
貫
日
、
則
其
下
有
破
軍
、
死
将
。

（
十
九
ウ
）
連
環
暈

宋
志
曰
、
暈
連
環
而
貫
日
、
則
為
兵
起
相
争
。

（
二
十
オ
）
重
暈

宋
志
曰
、暈
再
重
、人
君
有
徳
。
又
曰
、立
侯
王
。
一
曰
、攻
城
不
克
。
三
重
暈
、兵
起
、

穀
傷
。
四
、
則
軍
敗
于
野
、
有
叛
臣
。
五
重
、
女
后
憂
。
六
重
、
失
政
、
兵
喪
。
七
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重
、
中
國
弱
、
夷
狄
盛
。
一
曰
、
更
主
。
八
重
、
民
乱
君
擾
。
九
重
、
歳
荒
、
夷
狄

侵
。
十
重
、
天
下
大
風
。

（
二
十
ウ
）
暈
内
抱
珥

宋
志
曰
、
暈
内
有
珥
一
抱
、
圍
城
者
、
内
人
盛
。

（
二
十
一
オ
）
暈
外
抱
珥

宋
志
曰
、
暈
外
有
珥
一
抱
、
外
人
勝
。
亦
、
可
攻
城
。

（
二
十
一
ウ
）
暈
珥
直
虹

宋
志
曰
、
暈
直
虹
珥
、
為
破
軍
。
貫
至
日
、
為
殺
将
。

（
二
十
二
オ
）
暈
抱
背

宋
志
曰
、
日
暈
一
抱
一
背
、
為
敗
走
。
又
、
為
不
和
。

（
二
十
二
ウ
）
暈
玦
二
氣

開
元
占
曰
、
日
暈
有
玦
、
裂
土
為
王
。

（
二
十
三
オ
）
暈
負
二
氣

開
元
占
曰
、
日
暈
負
者
、
青
赤
如
半
暈
状
而
暈
者
上
也
。
負
有
位
、
為
得
地
、
爲
喜
。

（
二
十
三
ウ
）
暈
珥
虹

宋
志
曰
、
日
暈
兩
珥
而
虹
貫
之
、
得
二
将
。
三
虹
、
得
三
将
。

（
二
十
四
オ
）
暈
珥
虹

宋
志
曰
、
暈
兩
珥
而
虹
貫
之
、
其
分
多
疾
疫
。

（
二
十
四
ウ
）
暈
背
二
氣

宋
志
曰
、
暈
上
下
有
兩
背
、
無
兵
、
兵
起
、
有
兵
、
則
入
之
。

（
二
十
五
オ
）
暈
抱
珥
虹
玦

宋
志
曰
、
暈
而
抱
、
且
兩
珥
抱
、
至
日
而
一
虹
貫
之
、
重
抱
有
玦
、
或
兩
珥
與
抱
珥

而
白
虹
貫
之
、
五
者
皆
順
抱
撃
之
勝
。

（
二
十
五
ウ
）
暈
背
虹
直
珥

宋
志
曰
、
暈
有
背
珥
直
而
虹
貫
之
、
或
暈
而
虹
貫
之
、
至
日
、
或
不
至
日
、
順
虹
所

指
、
従
日
所
撃
之
、
則
勝
。

（
二
十
六
オ
）
暈
四
抱

宋
志
曰
、
天
子
有
喜
。
天
下
和
平
。
則
暈
四
抱
色
赤
黄
白
、
皆
吉
、
有
和
親
。

（
二
十
六
ウ
）
暈
抱
二
氣

開
元
占
曰
、
日
暈
而
兩
抱
、
天
下
和
平
。
亦
、
為
天
子
有
喜
。

（
二
十
七
オ
）
重
暈
背
玦

開
元
占
曰
、
重
暈
而
中
有
兩
背
玦
、
叛
従
中
起
不
成
。

（
二
十
七
ウ
）
半
暈
背
玦

宋
志
曰
、
半
暈
有
背
一
玦
一
、
或
暈
両
傍
不
合
背
、
為
臣
有
謀
不
成
。

（
二
十
八
オ
）
半
暈
背
玦

宋
志
曰
、
半
暈
有
一
輩
一
玦
、
或
暈
兩
傍
而
不
合
、
皆
爲
臣
有
謀
。

（
二
十
八
ウ
）
暈
冠
珥
紐

開
元
占
曰
、
日
暈
冠
珥
紐
、
人
主
有
喜
慶
。
且
有
所
主
。

（
二
十
九
オ
）
暈
四
珥
四
玦
四
背

開
元
占
曰
、
日
暈
四
珥
四
背
四
玦
、
臣
有
急
事
。
関
閉
不
行
、
使
天
子
更
命
。
三
日

内
有
雨
、
不
占
。

（
二
十
九
ウ
）
暈
負
二
氣

開
元
占
曰
、
青
赤
而
如
半
暈
者
、
着
暈
上
、
爲
喜
。
亦
、
為
得
地
也
。

（
三
十
オ
）
暈
珥

宋
志
曰
、
暈
珥
赤
、
為
喜
。
而
為
得
将
也
。
宋
志
曰
、
暈
而
珥
宮
中
、
多
忿
争
。
在

春
、
則
為
天
子
更
令
。
一
曰
、
上
、
有
謀
軍
在
外
、
外
軍
有
悔
。

（
三
十
ウ
）
暈
白
虹

宋
志
曰
、
暈
而
白
虹
貫
日
、
近
臣
亂
、
不
則
諸
侯
有
叛
者
。
又
曰
、
重
暈
而
白
虹
貫

日
、
圍
城
、
則
客
勝
。

（
三
十
一
オ
）
暈
四
背

宋
志
曰
、
四
背
在
暈
内
、
名
曰
不
和
。
有
内
亂
。
又
曰
、
暈
而
四
背
如
輪
者
、
其
國

衆
在
外
、
則
有
反
。

（
三
十
一
ウ
）
暈
抱
二
氣

宋
志
曰
、
暈
有
一
抱
、
抱
為
順
貫
暈
、
在
日
内
西
、
西
軍
戦
勝
。
在
日
東
、
東
軍
戦
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勝
。
二
方
亦
如
之
。

（
三
十
二
オ
）
暈
背
二
氣　

宋
志
曰
、暈
有
二
背
、有
叛
者
、有
克
城
反
。
在
日
東
、東
軍
叛
、三
方
亦
如
之
。
又
、

暈
而
背
、
兵
起
、
其
分
失
城
。

（
三
十
二
ウ
）
白
虹
貫
暈

宋
志
曰
、
白
虹
貫
暈
者
、
主
有
大
兵
之
事
。

（
三
十
三
オ
）
暈
虹

宋
志
曰
、
暈
而
虹
貫
日
之
、
至
日
或
不
至
日
、
順
虹
所
指
、
従
實
所
撃
之
、
勝
也
。

（
三
十
三
ウ
）
雲
氣
如
眼　

主
世
有
淫
邪
之
事
。

（
三
十
四
オ
）
彗
星
見
日
下

主
有
凶
災
之
事
。

（
三
十
四
ウ
）
日
食
妖
氣　

宋
志
曰
、
日
食
有
妖
氣
如
虹
在
日
上
者
、
有
近
臣
犯
上
。

（
三
十
五
オ
）
日
食
黒
氣

宋
志
曰
、
凡
日
食
之
時
、
四
邉
有
黒
雲
者
、
臣
不
盡
忠
。

（
三
十
五
ウ
）
日
食
氣
如
鳥
夾
日

宋
志
曰
、
日
食
有
氣
如
鳥
夾
日
、
名
曰
為
之
。
天
鷄
守
日
、
後
宮
有
謀
。

（
三
十
六
オ
）
日
食
暈
珥

宋
志
曰
、
日
食
有
暈
珥
、
皆
為
后
妃
有
謀
也
。

（
三
十
六
ウ
）
日
食
有
白
兎

宋
志
曰
、
日
食
有
氣
如
白
兎
守
日
、
民
叛
謀
、
擧
兵
戎
。

（
三
十
七
オ
）
日
食
有
四
珥

宋
志
曰
、
日
食
而
二
珥
、
或
四
珥
、
或
白
雲
中
。
占
、
其
日
甲
乙
、
天
下
有
兵
。
丙

丁
、
天
下
有
疫
。
戊
己
、
有
兵
喪
。
庚
辛
、
下
近
上
。
壬
癸
、
有
土
功
。

（
三
十
七
ウ
）
日
食
暈
兩
珥

同
前
暈
珥
占
之
。

日
占
終

（
三
十
八
オ
）
氣
如
人
隨

宋
志
曰
、
月
下
有
氣
如
人
隨
、
是
謂
悪
成
。
其
分
侯
王
當
之
。

　

雲
如
禽
獣

宋
志
曰
、
月
始
出
時
、
有
雲
似
禽
獣
状
、
名
曰
纂
婁
。
所
見
之
日
、
徳
王
之
方
、
受

其
害
。
甲
乙
見
東
方
、
受
其
害
。
餘
倣
此
。

（
三
十
八
ウ
）
雲
氣
如
杵

宋
志
曰
、
若
其
旁
有
白
雲
大
如
杵
抵
月
、
有
戦
破
軍
、
抵
死
将
。

　

月
生
齒

宋
志
曰
、
若
生
齒
、
有
賊
、
臣
群
下
相
殘
。
一
曰
、
亡
王
有
備
左
右
。
宋
志
曰
、
月

旁
有
芒
如
齒
也
。

（
三
十
九
オ
）
月
垂
芒

宋
志
曰
、
月
垂
芒
、
則
國
主
昬
亂
。
宋
志
曰
、
分
為
二
道
、
僭
逆
者
亡
。
又
曰
、
毀

為
四
段
兩
段
、
将
相
有
謀
、
三
段
四
段
者
、
天
下
分
乱
。

（
三
十
九
ウ
）
月
自
天
垂
墜

宋
志
曰
、
月
自
天
墜
入
地
、
大
臣
亡
、
憂
國
。
京
房
曰
、
月
天
墜
、
有
道
之
臣
亡
。

（
四
十
オ
）
月
暈
生
珥

宋
志
曰
、
暈
而
珥
、
従
珥
撃
之
利
。
又
曰
、
期
六
十
日
、
兵
起
。
又
曰
、
五
穀
豐
登
、

歳
平
康
。

　

月
暈
生
虹

宋
志
曰
、
月
虹
生
暈
直
指
至
月
、
主
破
軍
、
殺
将
也
。
白
虹
貫
珥
、
天
下
大
亂
。

（
四
十
ウ
）
月
暈
四
珥

宋
志
曰
、
月
暈
者
、
臣
下
專
權
之
象
。
受
冲
之
國
不
安
。
或
七
日
内
有
風
雨
、
解
之
。

又
曰
、
夜
半
而
珥
、
邉
地
大
恐
。
一
曰
、
四
珥
、
女
后
憂
。
不
則
人
主
立
侯
王
。
又

曰
、
國
安
居
喜
。
三
珥
或
見
、
國
喜
将
至
。

（
四
十
一
オ
）
月
暈
三
珥

三
珥
或
見
、
國
喜
将
至
。
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（
四
十
一
ウ
）
月
暈
四
珥

宋
志
曰
、
月
暈
者
、
臣
下
專
權
之
象
。
受
冲
之
國
不
安
。
或
七
日
内
有
風
雨
、
解
之
。

又
曰
、
夜
半
而
珥
、
邉
地
大
恐
。
一
曰
、
四
珥
、
女
后
憂
。
不
則
人
主
立
侯
王
。
又

曰
、
國
安
居
喜
。
三
珥
或
見
、
國
喜
将
至
。

（
四
十
二
オ
）
月
暈
三
珥

三
珥
或
見
、
國
喜
将
至
。

（
四
十
二
ウ
）
重
暈
背
玦

宋
志
曰
、
暈
有
輩
氣
、
所
臨
者
、
敗
、
重
有
背
叛
従
中
起
。

（
四
十
三
オ
）
月
暈
三
重

宋
志
曰
、暈
三
重
、天
下
受
兵
。
若
有
赤
雲
貫
之
、其
下
亡
地
。
暈
九
重
、兵
起
、流
血
、

亡
地
。
暈
四
重
八
重
、
有
亡
國
死
亡
。
五
重
、
女
后
憂
。
七
、
則
其
下
主
凶
。
一
曰
、

易
主
。
六
重
、
其
分
失
政
。
十
重
、
有
大
變
。
一
云
、
天
下
更
主
。

（
四
十
三
ウ
）
暈
虹
霓

宋
志
曰
、
月
暈
而
虹
霓
直
指
至
月
、
主
破
軍
、
殺
将
也
。

（
四
十
四
オ
）
暈
白
氣

宋
志
曰
、
白
氣
従
中
出
者
、
主
人
勝
。
暈
而
白
氣
従
外
、
外
入
板
入
板
、
城
得
将
。

雲
来
貫
暈
、
左
右
吏
死
。
横
貫
之
、
兵
起
者
勝
。

（
四
十
四
ウ
）
交
暈

月
暈
相
連
如
環
、為
両
軍
兵
起
、君
争
地
。
交
暈
赤
色
有
光
、其
下
不
出
二
年
、兵
起
。

（
四
十
五
オ
）
月
暈
兩
珥

宋
志
曰
、
月
暈
兩
珥
、
為
風
雨
。
月
暈
再
重
、
主
大
風
。
宋
志
曰
、
月
無
暈
而
有
珥
、

主
有
喜
。
兵
在
外
、
亦
喜
。
又
曰
、
月
珥
占
其
色
。

（
四
十
五
ウ
）
白
暈
貫
月

宋
志
曰
、白
暈
貫
之
、其
下
有
亂
者
。
晋
志
曰
、白
虹
貫
月
、其
下
廢
主
、王
者
惡
之
。

（
四
十
六
オ
）
重
暈
珥

宋
志
曰
、
重
暈
而
珥
、
主
有
大
風
雨
七
日
。
無
則
大
戦
軍
勝
。

（
四
十
六
ウ
）
十
字
度
暈

宋
志
曰
、
十
字
度
于
暈
中
、
兵
喪
並
起
。

（
四
十
七
オ
）
月
暈
背
珥

宋
志
曰
、
月
暈
背
珥
者
、
主
有
反
臣
。

（
四
十
七
ウ
）
重
半
暈
珥

宋
志
曰
、
重
半
暈
珥
、
主
天
下
有
大
風
雨
三
日
。
無
則
海
中
兵
起
。

（
四
十
八
オ
）
月
暈
玦
珥

宋
志
曰
、
暈
玦
者
、
主
有
兵
興
。

（
四
十
八
ウ
）
月
暈
珥
抱

宋
志
曰
、
月
暈
珥
抱
、
主
有
喜
慶
。

（
四
十
九
オ
）
暈
抱
二
氣

宋
志
曰
、
月
生
暈
抱
二
氣
、
主
人
君
有
喜
。

（
四
十
九
ウ
）
月
暈
戴
珥

荊
州
占
曰
、
月
暈
戴
珥
、
主
宮
中
有
喜
。

（
五
十
オ
）
白
虹
貫
暈
月

宋
志
曰
、
暈
如
連
環
有
白
虹
貫
于
暈
、
不
及
一
月
、
貴
人
有
陰
謀
。
白
虹
貫
月
、
大

兵
将
起
、
軍
戦
有
功
于
野
。

（
五
十
ウ
）
月
生
背
暈

宋
志
曰
、
月
暈
背
氣
者
、
主
有
反
臣
。

（
五
十
一
オ
）
連
環
及
斗

宋
志
曰
、
開
元
占
曰
、
月
暈
連
環
及
北
斗
、
天
下
大
亂
、
國
喪
、
民
流
千
里
、
不
則

有
拔
城
反
地
。
一
曰
、
天
下
兵
火
大
起
。

（
五
十
一
ウ
）
重
暈
于
魁

開
元
占
曰
、
重
暈
于
魁
、
亦
、
是
北
斗
前
第
一
第
二
星
、
大
臣
下
獄
、
流
移
千
里
。

（
五
十
二
オ
）
雜
氣
全
見

宋
志
曰
、
雜
氣
倶
見
、
主
宮
中
及
大
臣
。
有
徳
者
受
慶
、
無
徳
者
受
殃
。

（
五
十
二
ウ
）
暈
日
月

開
元
占
曰
、
日
月
皆
暈
、
戦
兵
不
合
。
謂
晝
有
日
暈
、
夜
有
月
暈
也
。　
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（
五
十
三
オ
）
抱
背
二
氣

開
元
占
曰
、
月
旁
氣
、
且
抱
且
背
、
為
不
和
。
有
欲
為
逆
、
有
欲
為
忠
者
。

（
五
十
三
ウ
）
戴
珥

宋
志
曰
、
珥
且
戴
、
不
出
百
日
、
主
有
喜
慶
。

（
五
十
四
オ
）
月
生
背
玦

宋
志
曰
、
無
暈
而
有
背
玦
、
臣
下
弛
縦
、
将
欲
自
相
殘
備
左
右
、
吉
。
房
京
曰
、
月

背
玦
、
其
國
有
叛
臣
。

（
五
十
四
ウ
）
四
玦

宋
志
曰
、
月
有
四
玦
、
臣
下
有
謀
、
謀
則
不
成
。

（
五
十
五
オ
）
月
生
背
玦

宋
志
曰
、
無
暈
而
有
背
玦
、
臣
下
弛
縦
、
将
欲
自
相
殘
備
左
右
、
吉
。

　

四
提

京
房
曰
、
宋
志
云
、
月
有
四
提
、
天
子
無
后
、
其
下
憂
。

（
五
十
五
ウ
）
重
半
暈
珥

京
房
曰
、
重
半
暈
珥
者
、
邉
城
有
急
兵
来
。
又
曰
、
主
有
大
風
雨
七
日
内
、
則
解
急

兵
之
事
。

（
五
十
六
オ
）
天
文
圖
象
玩
占
後
序

夫
天
象
者
氣
也
。
乃
陰
陽
五
形
之
精
、
生
於
太
陽
之
旁
。
样
變
無
窮
占
書
雜
涇
。
然

載
其
名
而
未
載
其
形
。
雖
占
、
無
拠
以
是
為
非
。
因
此
、
今
将
觀
象
玩
占
詳
異
賦
等

十
餘
家
書
、
都
類
集
在
一
處
、
起
自
日
瑞
應
之
占
、
析
成
二
百
四
占
、
依
經
考
究
採

為
慶
雲
瑞
氣
之
圖
。
謹
按
諸
書
、
註
其
样
異
休
咎
之
占
。
名
曰
圖
象
玩
占
。
俾
觀
者

一
覧
于
斯
常
變
之
道
、
瞭
然
在
目
、
則
崇
天
之
術
、
不
亦
神
乎
。
謹
識
於
後
。

日
陽
人
君
之
象
也
。
月
陰
后
妃
之
象
也
。
君
后
動
興
天
合
。
故
事
機
将
發
於
下
、
則

天
象
、
光
見
於
上
、
吉
也
凶
也
。
告
報
無
忒

（
五
十
六
ウ
）

欲
君
后
脩
省
彌
之
。
此
天
心
仁
愛
之
深
意
也
。
故
圖
日
月
變
異
之
形
状
、
旁
考
諸
家

經
驗
之
占
、
極
其
精
密
伎
。
後
世
君
淂
之
、
以
為
脩
徳
之
戒
。
臣
得
之
、
以
為
調
變

本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
天
文
図
象
玩

占
』（
請
求
番
号
一
一
〇
―
一
二
）
と
い
う
名
の
漢
籍
で
あ
る
。
本
書
は
、
全
四
冊

（
不
分
巻
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
天
文
関
係
の
占
書
で
あ
り
、
文
庫
で
は
「
子
部
・

術
数
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
蓬
左
文
庫
本
と
同
名
の

書
名
を
持
つ
本
が
管
見
の
所
未
発
見
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
の
専
論
は
皆
無
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
本
書
の
基

礎
情
報
を
提
供
し
た
。
全
体
の
構
成
を
掲
げ
、
本
書
が
彩
色
を
持
つ
上
図
下
文
形
式

を
採
っ
て
い
る
こ
と
、
本
書
に
は
「
御
製
序
」「
天
文
図
象
玩
占
」（
序
文
）「
天
文

図
象
玩
占
後
序
」
の
三
種
の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
引
用
書
目
の
特
徴
に
つ

い
て
触
れ
た
。

続
い
て
、
本
書
同
様
に
上
図
下
文
形
式
を
持
つ
明
代
の
類
似
の
書
物
『
天
元
玉

暦
祥
異
賦
』
と
宋
代
の
『
宝
元
天
人
祥
異
書
』
に
つ
い
て
触
れ
た
。
そ
の
上
で
、
本

書
と
両
書
と
の
比
較
検
討
を
し
て
み
る
と
、
本
書
第
二
冊
と
第
三
冊
は
図
案
・
内
容

・
項
目
と
も
に
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
残
る
第
一
冊
と
第
四
冊
は
両
書
と
も
合
致
せ
ず
、
ま
た
両
冊
に
の
み

目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
両
冊
に
収
載
さ
れ
て
い
る
項
目
が
日
月
の
雲
気
占
の

み
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
序
文
・
後
序
の
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

後
序
に
触
れ
る
占
文
の
数
が
両
冊
を
合
わ
せ
た
数
に
近
い
こ
と
か
ら
、
両
冊
の
み
が

元
来
の
『
天
文
図
象
玩
占
』
で
あ
り
、
第
二
冊
・
第
三
冊
は
そ
れ
に
後
か
ら
付
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

最
後
に
、
本
書
の
日
本
伝
来
時
の
状
況
を
蓬
左
文
庫
に
残
さ
れ
た
蔵
書
目
録
な

ど
か
ら
推
察
し
た
と
こ
ろ
、
本
書
は
中
国
で
作
成
さ
れ
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
明
本
で

あ
り
、
初
代
藩
主
徳
川
義
直
・
も
し
く
は
二
代
光
友
の
時
代
に
尾
張
徳
川
家
に
持
ち

込
ま
れ
、
し
ば
ら
く
は
藩
主
の
元
に
置
か
れ
、
そ
の
時
は
「
雲
気
書
」
と
称
さ
れ
て

要
旨
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之
助
。
夫
豈
小
補
哉
吁
。
天
人
感
應
之
際
、
淵
乎
微
矣
。
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（
藤
女
子
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
四
年
七
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
九
日
審
査
終
了
）

い
た
。
し
か
し
、
書
庫
に
移
さ
れ
た
享
保
六
年
か
ら
天
明
二
年
の
間
に
改
装
さ
れ
、

外
題
に
「
天
文
図
象
玩
占
」
と
表
記
が
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
と
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
天
文
図
象
玩
占
、
蓬
左
文
庫
、
天
元
玉
暦
祥
異
賦
、
宝
元
天
人
祥

異
書
、
蔵
書
目
録
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図1　『天文図象玩占』第一冊

図2　『天文図象玩占』第一冊
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図3　『天文図象玩占』第二冊
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